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で
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。
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の
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、
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が
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を
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回
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、
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を
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て
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が
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の
は
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す
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。
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く
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、
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は
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私
か
ら
見
た

土
地
改
良

聞
き
手
●
小
泉
　健
　（公
社
）
農
業
農
村
工
学
会
専
務
理
事

小
泉
　
石
田
学
長
は
、
東
京
大
学
で
農
業
土
木
を
学

ば
れ
、
現
在
宇
都
宮
大
学
学
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
農
村
工
学
会
は
、
現
在
今
期
に
お
け
る
学
会
全

体
の
運
営
方
針
と
し
て
、
大
学
改
革
等
に
対
応
し
た

存
在
意
義
の
明
確
化
を
目
標
に
掲
げ
、
①
次
代
を
担

う
人
材
の
確
保
と
育
成
、
②
行
政
と
の
連
携
、
③
ポ

ス
ト
「CO

V
ID
-19

」
を
踏
ま
え
た
学
会
の
活
性
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
大
学
運
営
の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
日
々
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
石
田
学
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
今
後
の
土
地
改
良
関
係
者

の
重
要
な
提
言
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

大
学
改
革
に
お
け
る
農
学
部
の
位
置
づ
け

小
泉
　
ま
ず
、
農
業
農
村
工
学
系
に
限
ら
ず
、
農
学

部
は
、
大
学
改
革
の
も
と
、
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
大
学
改
革
の
最
前
線
に
お
ら
れ
る
立
場
か

ら
、
こ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
ご
覧
に
な
り
ま
す
か
。

石
田
　
ま
ず
は
農
学
部
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
お
話

し
で
き
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
当
然
、
農
学
と
い
う
の

は
農
林
水
産
業
の
基
礎
で
あ
り
、
国
土
強
靭
化
・
国

土
環
境
保
全
、
あ
る
い
は
人
間
の
栄
養
と
健
康
に
関

わ
る
食
品
科
学
な
ど
、
幅
広
い
教
育
分
野
を
有
す
る

学
問
で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
、
理
学
、

工
学
で
あ
っ
た
り
、
さ
ら
に
政
治
学
、
経
済
学
、
経

営
学
に
ま
で
及
ぶ
、
す
べ
て
の
学
問
分
野
が
結
集
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
現
実
の
課
題
を
解

決
す
る
実
学
の
特
徴
で
あ
り
、
現
在
、
世
界
で
注
目

さ
れ
て
い
る
S
D
G
s
の
一
七
項
目
ほ
と
ん
ど
が
、

農
学
に
係
る
分
野
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が

農
学
の
出
身
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
農
学
の
重
要
性
は
非
常
に
増
し
て
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
全
国
八
六
の
国
立
大
学
の
中
で
農
学

ベ
ー
ス
の
学
長
が
八
名
お
り
ま
す
。
分
野
別
の
教
員

数
の
比
率
か
ら
見
れ
ば
か
な
り
多
い
方
で
す
が
、
農

学
の
重
要
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
中
で
そ
れ
な
り

の
認
識
を
得
て
き
て
い
る
と
み
て
い
ま
す
。
学
問
分

野
で
重
要
性
を
増
し
て
い
る
の
は
、
一
つ
の
単
独
の

専
門
性
を
深
め
る
の
で
は
な
く
、
幅
広
な
視
野
で
現

実
の
課
題
に
対
応
で
き
る
教
育
で
す
。
そ
の
点
、
農

学
の
人
間
に
は
、
元
来
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
ベ
ー
ス

に
あ
っ
て
、
現
実
の
課
題
に
幅
広
な
視
点
で
対
応
で

き
る
実
学
者
と
し
て
の
視
点
が
大
学
経
営
の
中
で
も

役
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
の
衰
退
が
言
わ
れ
、
今
後
、
経
済
の
け
ん
引
役

と
し
て
モ
ノ
づ
く
り
が
ど
こ
ま
で
そ
の
役
割
を
果
た

せ
る
の
か
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

S
D
G
s
、
飢
餓
・
貧
困
を
解
決
す
る
食
料
生
産
、

さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
リ
ー
ン

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
環
境
科
学
な
ど
に
と
っ
て
農
学
分

野
の
役
割
は
、
一
層
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
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の
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私
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は
約
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五
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、
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以
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全
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ど
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の
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で
も
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が
入
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を
上
回
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、
国
・
公
・
私

を
通
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定
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割
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が
な
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の
は
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学
の
み
で
す
。

こ
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は
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の
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が
浸
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し
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を
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ん
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農
林
水
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の
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、
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で
に
は
五
兆

円
を
目
標
と
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い
ま
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し
、
食
品
産
業
の
国
内
生

産
も
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こ
一
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で
一
〇
％
以
上
伸
び
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
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な
こ
と
も
含
め
、
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学
分
野
の
社
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的
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、
S
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G
s
や
産
業
な
ど
の
観
点
か
ら

み
て
も
モ
ノ
づ
く
り
に
代
わ
っ
て
い
く
次
の
産
業
と

し
て
、
農
学
の
支
え
る
分
野
は
増
え
て
い
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。

　
一
方
、
数
年
前
の
デ
ー
タ
で
す
が
、
大
学
院
で
は
、

全
国
レ
ベ
ル
で
言
う
と
、
修
士
と
博
士
前
期
の
入
学

者
は
定
員
三
、四
六
三
人
の
と
こ
ろ
三
、四
一
五
人
で

す
か
ら
充
足
率
は
九
八
・
六
％
。
一
方
、
五
年
一
貫

と
博
士
後
期
の
入
学
者
は
定
員
八
七
八
人
に
と
こ
ろ

五
五
四
人
で
充
足
率
六
三
・
一
％
と
、
修
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の
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分
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D
G
s
、
飢
餓
・
貧
困
を
解
決
す
る
食
料
生
産
、

さ
ら
に
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ョ
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ノ
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科
学
な
ど
に
と
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学
分
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の
役
割
は
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要
性
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。
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る
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と
が
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と
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で
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う
か
。
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の
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は
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の
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は
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、
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は
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と
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ま
す
。
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の
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、
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と
の
連
携
を
強
化
し
て
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ナ
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厳
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い
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活
を
強
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ら
れ
て
い
る
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生
に
は
緊
急
奨
学
金
を
給
付
す
る
な
ど
、

経
営
感
覚
に
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れ
た
大
学
運
営
が
注
目
さ
れ
て
い
る
宇
都
宮
大
学

の
石
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朋
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学
長
に
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を
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和
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に
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博
士
課
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の
学
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を
育
て
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
で
し
ょ
う
か
。

石
田
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〇
〇
〇
人
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は
一
万
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〇
〇
〇
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で
す
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ど
こ
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地
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で
も
入
学
者
が
入
学
定
員
を
上
回
り
、
国
・
公
・
私

を
通
じ
て
定
員
割
れ
が
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い
の
は
農
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の
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で
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。
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は
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の
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ら
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。
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業
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モ
ノ
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く
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次
の
産
業
と

し
て
、
農
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の
支
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る
分
野
は
増
え
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い
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と
思
っ

て
い
ま
す
。
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で
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。
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、
五
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一
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博
士
後
期
の
入
学
者
は
定
員
八
七
八
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に
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ろ

五
五
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で
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率
六
三
・
一
％
と
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私
か
ら
見
た

土
地
改
良

聞
き
手
●
小
泉

　健
　（公
社
）
農
業
農
村
工
学
会
専
務
理
事

小
泉
　
石
田
学
長
は
、
東
京
大
学
で
農
業
土
木
を
学

ば
れ
、
現
在
宇
都
宮
大
学
学
長
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

農
業
農
村
工
学
会
は
、
現
在
今
期
に
お
け
る
学
会
全

体
の
運
営
方
針
と
し
て
、
大
学
改
革
等
に
対
応
し
た

存
在
意
義
の
明
確
化
を
目
標
に
掲
げ
、
①
次
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を
担
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の
確
保
と
育
成
、
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行
政
と
の
連
携
、
③
ポ

ス
ト
「CO

V
ID
-19

」
を
踏
ま
え
た
学
会
の
活
性
化

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
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で
、
大
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運
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の
リ
ー

ダ
ー
と
し
て
日
々
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
石
田
学
長
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
い
、
今
後
の
土
地
改
良
関
係
者

の
重
要
な
提
言
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
こ
の

機
会
を
設
け
ま
し
た
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

大
学
改
革
に
お
け
る
農
学
部
の
位
置
づ
け

小
泉
　
ま
ず
、
農
業
農
村
工
学
系
に
限
ら
ず
、
農
学
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は
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改
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の
も
と
、
大
き
く
変
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し
て
き
て
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ま
す
。
大
学
改
革
の
最
前
線
に
お
ら
れ
る
立
場
か

ら
、
こ
れ
ら
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ど
の
よ
う
に
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覧
に
な
り
ま
す
か
。
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田
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部
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位
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に
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お
話
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ま
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。
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農
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と
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の
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林
水
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の
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で
あ
り
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・
国
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境
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全
、
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る
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間
の
栄
養
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健
康
に
関

わ
る
食
品
科
学
な
ど
、
幅
広
い
教
育
分
野
を
有
す
る

学
問
で
す
。
そ
の
特
徴
は
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
、
理
学
、

工
学
で
あ
っ
た
り
、
さ
ら
に
政
治
学
、
経
済
学
、
経

営
学
に
ま
で
及
ぶ
、
す
べ
て
の
学
問
分
野
が
結
集
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
現
実
の
課
題
を
解

決
す
る
実
学
の
特
徴
で
あ
り
、
現
在
、
世
界
で
注
目

さ
れ
て
い
る
S
D
G
s
の
一
七
項
目
ほ
と
ん
ど
が
、

農
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に
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る
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野
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っ
て
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ま
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。
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出
身
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ら
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
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要
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は
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増
し
て
き
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い
る
と
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ま
す
。
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営
学
に
ま
で
及
ぶ
、
す
べ
て
の
学
問
分
野
が
結
集
し

て
い
る
こ
と
で
す
。
す
な
わ
ち
、
現
実
の
課
題
を
解

決
す
る
実
学
の
特
徴
で
あ
り
、
現
在
、
世
界
で
注
目

さ
れ
て
い
る
S
D
G
s
の
一
七
項
目
ほ
と
ん
ど
が
、

農
学
に
係
る
分
野
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
私
自
身
が

農
学
の
出
身
だ
か
ら
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

が
、
農
学
の
重
要
性
は
非
常
に
増
し
て
き
て
い
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
全
国
八
六
の
国
立
大
学
の
中
で
農
学

ベ
ー
ス
の
学
長
が
八
名
お
り
ま
す
。
分
野
別
の
教
員

数
の
比
率
か
ら
見
れ
ば
か
な
り
多
い
方
で
す
が
、
農

学
の
重
要
性
が
そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
中
で
そ
れ
な
り

の
認
識
を
得
て
き
て
い
る
と
み
て
い
ま
す
。
学
問
分

野
で
重
要
性
を
増
し
て
い
る
の
は
、
一
つ
の
単
独
の

専
門
性
を
深
め
る
の
で
は
な
く
、
幅
広
な
視
野
で
現

実
の
課
題
に
対
応
で
き
る
教
育
で
す
。
そ
の
点
、
農

学
の
人
間
に
は
、
元
来
そ
う
い
う
と
こ
ろ
が
ベ
ー
ス

に
あ
っ
て
、
現
実
の
課
題
に
幅
広
な
視
点
で
対
応
で

き
る
実
学
者
と
し
て
の
視
点
が
大
学
経
営
の
中
で
も

役
立
っ
て
い
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
モ
ノ
づ

く
り
の
衰
退
が
言
わ
れ
、
今
後
、
経
済
の
け
ん
引
役

と
し
て
モ
ノ
づ
く
り
が
ど
こ
ま
で
そ
の
役
割
を
果
た

せ
る
の
か
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

S
D
G
s
、
飢
餓
・
貧
困
を
解
決
す
る
食
料
生
産
、

さ
ら
に
、
グ
リ
ー
ン
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
グ
リ
ー
ン

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
環
境
科
学
な
ど
に
と
っ
て
農
学
分

野
の
役
割
は
、
一
層
重
要
性
が
増
し
て
き
て
い
ま
す
。

小
泉
　
そ
う
し
ま
す
と
、
学
生
を
育
て
る
こ
と
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
学

会
の
調
査
で
は
、
三
七
大
学
の
農
業
農
村
工
学
系
の

抱
え
る
課
題
の
第
一
位
は
、
学
部
生
の
確
保
、
そ
し

て
第
二
位
は
大
学
院
生
の
確
保
と
な
っ
て
い
ま
す
。

農
業
工
学
科
出
身
の
学
長
と
し
て
、
地
域
と
の
連
携
を
強
化
し
て

地
元
企
業
か
ら
研
究
資
金
を
募
っ
た
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
て
い
る
学
生
に
は
緊
急
奨
学
金
を
給
付
す
る
な
ど
、

経
営
感
覚
に
溢
れ
た
大
学
運
営
が
注
目
さ
れ
て
い
る
宇
都
宮
大
学

の
石
田
朋
靖
学
長
に
お
話
を
伺
っ
た
（
令
和
三
年
一
月
に
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
）。

農
学
部
に
求
め
ら
れ
る

経
営
者
と
し
て
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　写
真
右

　石
田
朋
靖
氏

　
　写
真
左

　小
泉

　健

石
田
朋
靖

宇
都
宮
大
学
学
長

に
聞
く

10 土地改良　313号　2021.4●



私
か
ら
見
た

土
地
改
良

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
感
じ
で
、
ド
ク
タ
ー
に
行
っ

た
ら
次
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の

し
か
描
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
が
し
ま

す
。
そ
の
辺
は
、
大
学
改
革
の
中
で
明
確
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

石
田
　
ま
だ
理
系
だ
と
い
い
の
で
す
が
、
文
系
は
全
く
使

え
な
い
と
い
っ
た
評
価
を
さ
れ
て
し
ま
う
。
私
が
中
教
審

の
委
員
で
あ
っ
た
と
き
、
文
系
の
先
生
自
身
が
文
系
の
ド

ク
タ
ー
は
社
会
か
ら
全
く
要
請
さ
れ
て
い
な
い
、
何
を

や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
具
体
的
な
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
の
国
民
性
で
し
ょ
う
か
、〝
知
〞
に
対
す
る

敬
意
が
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
昔
の
日
本
人

は
、
知
に
対
す
る
敬
意
、
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、

科
学
、
教
養
番
組
を
見
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
泉
　
私
た
ち
が
学
生
の
頃
は
、
学
校
の
先
生
に
な
る
と

奨
学
金
を
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
、
研
究
者
で
も
な
れ

ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
。

石
田
　
そ
う
、
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

小
泉
　
そ
れ
が
今
な
く
な
り
ま
し
た
。

石
田
　
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
シ
ス
テ
ム
が
弱
体
化
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
泉
　
土
地
改
良
関
係
で
も
そ
れ
な
り
に
予
算
は
あ
る
の

で
す
が
、
大
学
の
研
究
者
が
そ
の
予
算
を
活
用
し
て
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
が
非
常
に
少
な
い
、
も
っ
と
人

づ
く
り
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
願
い
を
し
て
、
こ

こ
何
年
か
は
土
地
改
良
建
設
協
会
の
齊
藤
専
務
の
協
力
を

得
な
が
ら
徐
々
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
本
当
は
、
大
学
院

生
を
養
え
る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
国
営
事

業
の
よ
う
な
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
の
一
部
を
大

学
の
研
究
費
に
回
し
て
い
た
だ
く
と
、
研
究
も
非
常
に
活

性
化
し
、
ま
さ
に
現
場
の
問
題
を
若
い
人
た
ち
が
取
り
組

み
、
地
域
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
大
学
で

も
、
産
官
学
連
携
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
は
じ
め
に
も
言
い
ま
し
た
が
農
学
は
実
学
で
あ
り
、

実
学
で
は
基
礎
研
究
を
大
切
に
育
て
つ
つ
も
、
現
場
と
の

つ
な
が
り
、
現
場
で
の
応
用
を
学
生
に
伝
授
し
て
い
く
こ

と
が
必
須
で
す
。
現
場
で
の
応
用
研
究
ほ
ど
重
要
な
も
の

は
な
い
と
も
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
土

地
改
良
と
な
れ
ば
、
他
の
分
野
以
上
に
幅
広
く
、
経
営
、

経
済
か
ら
土
の
話
ま
で
あ
り
、
他
の
分
野
以
上
に
大
学
の

中
だ
け
で
は
実
感
し
き
れ
な
い
も
の
が
多
い
分
野
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
土
地
改
良
は
、
他
の
分
野
以
上
に
産

官
学
が
連
携
し
、
現
場
の
理
解
を
得
て
問
題
を
解
明
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

学
生
に
も
そ
こ
で
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
が

研
究
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
大
学
の
中
で
、
大
学

院
生
が
い
っ
ぱ
い
来
て
困
る
部
屋
も
あ
れ
ば
、
全
然
来
な

い
と
い
っ
た
部
屋
も
あ
り
ま
す
。
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。

先
生
が
研
究
を
楽
し
く
や
っ
て
い
る
、
そ
し
て
、
学
生
が

生
き
生
き
と
楽
し
く
や
っ
て
い
る
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に

は
ど
ん
ど
ん
来
る
、
い
わ
ば
好
循
環
。
と
こ
ろ
が
、
難
し

い
顔
を
し
て
や
っ
て
い
る
と
、
学
生
は
来
な
い
、
先
輩
も

い
な
い
か
ら
後
輩
も
大
学
院
に
進
ま
な
い
、
と
い
う
よ
う

な
悪
循
環
に
な
っ
て
し
ま
う
。
土
地
改
良
分
野
は
、
現
場

を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
魅
力
や
面
白
さ
に
学
生
の

目
も
輝
い
て
く
る
。
そ
れ
は
、
大
学
に
と
っ
て
、
教
育
に

と
っ
て
も
産
官
学
の
非
常
に
重
要
な
面
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
通
り
、
学
会
や
土
地
改

良
建
設
協
会
か
ら
、
教
員
の
み
な
ら
ず
学
生
に
対
し
て
ま

で
研
究
費
、
調
査
費
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
極

め
て
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
法
人
化
し

て
一
七
年
、
予
算
は
減
る
一
方
で
、
運
営
費
交
付
金
が
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
二
、三
年
、
少
し
減
少
率
が
フ

ラ
ッ
ト
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
経
常
的
な
研
究
費
は
ほ

と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
す
。

小
泉
　
そ
の
よ
う
な
交
付
金
に
し
が
み
つ
く
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
土
地
改
良
予
算
な
ど
を
活
用
し
生
き
生
き
と

現
場
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
、
学
生
を
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の
一
に
過
ぎ
ず
、
少
な
す
ぎ
ま
す
。
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
、
そ
こ
は
大
き
な
問
題
で
す
。
学
士
に
対
し
て
の
修

士
の
割
合
は
五
〇
％
弱
程
度
だ
と
思
う
の
で
そ
ん
な
と
こ

ろ
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
が
、
博
士
が
非
常
に
少
な
い
。

こ
れ
は
、
今
後
の
学
問
分
野
の
発
展
か
ら
考
え
る
と
、
本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
針
路
、
社

会
の
需
要
等
を
分
析
し
て
博
士
養
成
を
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
も
あ
り
ま
す
。

博
士
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
、
先
生
か
ら
す
る
と
、
自

分
の
後
継
者
を
育
て
る
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
り
す
る
わ
け

で
、
結
果
と
し
て
博
士
の
進
路
を
み
る
と
、
学
術
研
究
・

教
育
ア
カ
デ
ミ
ア
の
分
野
に
偏
っ
て
い
ま
す
。
企
業
側
に

し
て
も
、
博
士
の
能
力
や
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
し
、
大
学
も
自
分
の
後
継
者
育
成
と
い
う
観
点

で
は
な
く
、
幅
広
な
視
野
を
も
ち
企
業
等
で
も
役
立
て
る

人
材
と
い
う
観
点
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

実
は
意
識
や
見
方
を
変
え
れ
ば
、
博
士
人
材
は
ど
こ
で
で

も
役
に
立
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
課
題
の

発
掘
か
ら
始
ま
り
、
実
験
や
調
査
・
分
析
し
、
客
観
的
な

結
論
や
対
応
策
を
出
し
、
最
終
的
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ま
で
す

る
。
ど
こ
に
で
も
そ
の
手
法
は
通
用
す
る
わ
け
で
す
。

小
泉
　
学
会
で
も
、
去
年
四
月
時
点
の
マ
ス
タ
ー
や
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
の
学
生
数
を
調
べ
ま
し
た
が
、
お
っ
し
ゃ
る

通
り
マ
ス
タ
ー
は
増
え
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、ド
ク
タ
ー

に
行
く
人
間
が
ま
さ
に
減
っ
て
い
ま
す
の
で
、
後
継
者
と

言
い
ま
す
か
、教
育
・
研
究
を
担
う
人
材
が
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
全
体
で
論
文
数
が
減
っ
て
い

る
と
い
う
話
に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
、
我
々
の
分
野
で
も
、

ド
ク
タ
ー
、
博
士
課
程
の
若
い
人
た
ち
の
社
会
で
の
活
躍

の
場
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
民
間
に
入
っ

て
も
研
究
機
関
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
研
究
所
に
い

て
ま
た
大
学
に
行
く
と
か
、
い
ろ
ん
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
。
東
大
名
誉
教
授
の
久
保

成
隆
先
生
が
学
会
の
会
長
を
さ
れ
て
い
た
時
、
大
学
の
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
は
〝
ハ
イ
リ
ス
ク
　
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
〞
と

言
わ
れ
、
そ
れ
を
産
業
界
、
民
間
も
含
め
組
織
的
に
連
携

し
な
が
ら
育
て
て
い
く
こ
と
を
し
な
い
と
、
誰
も
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
に
は
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う

危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
人
口
全
体
が
減

る
中
で
、
技
術
力
そ
の
も
の
が
地
盤
沈
下
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
い
て
お
り
、
大
学
改
革
の
中

で
も
こ
の
辺
り
の
事
情
を
我
々
も
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

存
在
感
を
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
田
　
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
へ
行
く
こ
と
は
、
狭
い
意
味
で
の
ア
カ
デ
ミ

ア
研
究
者
に
な
る
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
あ
る
の
は
事
実
だ

と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
日
本
で
は
人
口
減
も
あ
り
留

学
生
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
留
学
生

を
呼
べ
と
言
っ
て
も
来
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
で
あ
れ
ば
、
大
学
院
生
は
み
ん
な
教
授
の
研
究
費
で
雇

わ
れ
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
授
業
料
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
く
ら
頑
張
れ
と
言
わ
れ
て
も
無
理

が
あ
り
ま
す
。
大
学
の
教
員
が
企
業
と
う
ま
く
連
携
で
き

て
い
な
い
と
か
、
そ
の
た
め
に
研
究
費
が
回
っ
て
こ
な
い

の
は
当
然
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
シ
ス
テ
ム
を

う
ま
く
変
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ド
ク
タ
ー
に
行
っ
て
、

結
婚
も
で
き
ず
ま
だ
お
金
を
払
っ
て
い
る
現
実
は
悲
劇
と

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
大
学
で
は
、
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
授
業
料
は
実
質
的
に
取
ら
な
い
と
い
う

形
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
産
官
学
の
連
携
で
人
材
育
成
を

小
泉
　
学
会
で
も
、
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
人
た
ち
に
魅
力

あ
る
テ
ー
マ
と
研
究
資
金
、
そ
れ
か
ら
奨
学
金
な
ど
の
生

活
面
の
支
援
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
で
は
な
い
が
、

将
来
描
け
る
様
々
な
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
、
具
体
的
に
示

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
ブ
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コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
が

予
想
さ
れ
る

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
感
じ
で
、
ド
ク
タ
ー
に
行
っ

た
ら
次
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の

し
か
描
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
が
し
ま

す
。
そ
の
辺
は
、
大
学
改
革
の
中
で
明
確
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

石
田
　
ま
だ
理
系
だ
と
い
い
の
で
す
が
、
文
系
は
全
く
使

え
な
い
と
い
っ
た
評
価
を
さ
れ
て
し
ま
う
。
私
が
中
教
審

の
委
員
で
あ
っ
た
と
き
、
文
系
の
先
生
自
身
が
文
系
の
ド

ク
タ
ー
は
社
会
か
ら
全
く
要
請
さ
れ
て
い
な
い
、
何
を

や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
具
体
的
な
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
の
国
民
性
で
し
ょ
う
か
、〝
知
〞
に
対
す
る

敬
意
が
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
昔
の
日
本
人

は
、
知
に
対
す
る
敬
意
、
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、

科
学
、
教
養
番
組
を
見
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
泉
　
私
た
ち
が
学
生
の
頃
は
、
学
校
の
先
生
に
な
る
と

奨
学
金
を
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
、
研
究
者
で
も
な
れ

ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
。

石
田
　
そ
う
、
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

小
泉
　
そ
れ
が
今
な
く
な
り
ま
し
た
。

石
田
　
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
シ
ス
テ
ム
が
弱
体
化
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
泉
　
土
地
改
良
関
係
で
も
そ
れ
な
り
に
予
算
は
あ
る
の

で
す
が
、
大
学
の
研
究
者
が
そ
の
予
算
を
活
用
し
て
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
が
非
常
に
少
な
い
、
も
っ
と
人

づ
く
り
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
願
い
を
し
て
、
こ

こ
何
年
か
は
土
地
改
良
建
設
協
会
の
齊
藤
専
務
の
協
力
を

得
な
が
ら
徐
々
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
本
当
は
、
大
学
院

生
を
養
え
る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
国
営
事

業
の
よ
う
な
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
の
一
部
を
大

学
の
研
究
費
に
回
し
て
い
た
だ
く
と
、
研
究
も
非
常
に
活

性
化
し
、
ま
さ
に
現
場
の
問
題
を
若
い
人
た
ち
が
取
り
組

み
、
地
域
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
大
学
で

も
、
産
官
学
連
携
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
は
じ
め
に
も
言
い
ま
し
た
が
農
学
は
実
学
で
あ
り
、

実
学
で
は
基
礎
研
究
を
大
切
に
育
て
つ
つ
も
、
現
場
と
の

つ
な
が
り
、
現
場
で
の
応
用
を
学
生
に
伝
授
し
て
い
く
こ

と
が
必
須
で
す
。
現
場
で
の
応
用
研
究
ほ
ど
重
要
な
も
の

は
な
い
と
も
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
土

地
改
良
と
な
れ
ば
、
他
の
分
野
以
上
に
幅
広
く
、
経
営
、

経
済
か
ら
土
の
話
ま
で
あ
り
、
他
の
分
野
以
上
に
大
学
の

中
だ
け
で
は
実
感
し
き
れ
な
い
も
の
が
多
い
分
野
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
土
地
改
良
は
、
他
の
分
野
以
上
に
産

官
学
が
連
携
し
、
現
場
の
理
解
を
得
て
問
題
を
解
明
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

学
生
に
も
そ
こ
で
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
が

研
究
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
大
学
の
中
で
、
大
学

院
生
が
い
っ
ぱ
い
来
て
困
る
部
屋
も
あ
れ
ば
、
全
然
来
な

い
と
い
っ
た
部
屋
も
あ
り
ま
す
。
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。

先
生
が
研
究
を
楽
し
く
や
っ
て
い
る
、
そ
し
て
、
学
生
が

生
き
生
き
と
楽
し
く
や
っ
て
い
る
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に

は
ど
ん
ど
ん
来
る
、
い
わ
ば
好
循
環
。
と
こ
ろ
が
、
難
し

い
顔
を
し
て
や
っ
て
い
る
と
、
学
生
は
来
な
い
、
先
輩
も

い
な
い
か
ら
後
輩
も
大
学
院
に
進
ま
な
い
、
と
い
う
よ
う

な
悪
循
環
に
な
っ
て
し
ま
う
。
土
地
改
良
分
野
は
、
現
場

を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
魅
力
や
面
白
さ
に
学
生
の

目
も
輝
い
て
く
る
。
そ
れ
は
、
大
学
に
と
っ
て
、
教
育
に

と
っ
て
も
産
官
学
の
非
常
に
重
要
な
面
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
通
り
、
学
会
や
土
地
改

良
建
設
協
会
か
ら
、
教
員
の
み
な
ら
ず
学
生
に
対
し
て
ま

で
研
究
費
、
調
査
費
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
極

め
て
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
法
人
化
し

て
一
七
年
、
予
算
は
減
る
一
方
で
、
運
営
費
交
付
金
が
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
二
、三
年
、
少
し
減
少
率
が
フ

ラ
ッ
ト
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
経
常
的
な
研
究
費
は
ほ

と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
す
。

小
泉
　
そ
の
よ
う
な
交
付
金
に
し
が
み
つ
く
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
土
地
改
良
予
算
な
ど
を
活
用
し
生
き
生
き
と

現
場
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
、
学
生
を
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の
一
に
過
ぎ
ず
、
少
な
す
ぎ
ま
す
。
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
、
そ
こ
は
大
き
な
問
題
で
す
。
学
士
に
対
し
て
の
修

士
の
割
合
は
五
〇
％
弱
程
度
だ
と
思
う
の
で
そ
ん
な
と
こ

ろ
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
が
、
博
士
が
非
常
に
少
な
い
。

こ
れ
は
、
今
後
の
学
問
分
野
の
発
展
か
ら
考
え
る
と
、
本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
針
路
、
社

会
の
需
要
等
を
分
析
し
て
博
士
養
成
を
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
も
あ
り
ま
す
。

博
士
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
、
先
生
か
ら
す
る
と
、
自

分
の
後
継
者
を
育
て
る
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
り
す
る
わ
け

で
、
結
果
と
し
て
博
士
の
進
路
を
み
る
と
、
学
術
研
究
・

教
育
ア
カ
デ
ミ
ア
の
分
野
に
偏
っ
て
い
ま
す
。
企
業
側
に

し
て
も
、
博
士
の
能
力
や
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
し
、
大
学
も
自
分
の
後
継
者
育
成
と
い
う
観
点

で
は
な
く
、
幅
広
な
視
野
を
も
ち
企
業
等
で
も
役
立
て
る

人
材
と
い
う
観
点
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

実
は
意
識
や
見
方
を
変
え
れ
ば
、
博
士
人
材
は
ど
こ
で
で

も
役
に
立
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
課
題
の

発
掘
か
ら
始
ま
り
、
実
験
や
調
査
・
分
析
し
、
客
観
的
な

結
論
や
対
応
策
を
出
し
、
最
終
的
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ま
で
す

る
。
ど
こ
に
で
も
そ
の
手
法
は
通
用
す
る
わ
け
で
す
。

小
泉
　
学
会
で
も
、
去
年
四
月
時
点
の
マ
ス
タ
ー
や
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
の
学
生
数
を
調
べ
ま
し
た
が
、
お
っ
し
ゃ
る

通
り
マ
ス
タ
ー
は
増
え
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、ド
ク
タ
ー

に
行
く
人
間
が
ま
さ
に
減
っ
て
い
ま
す
の
で
、
後
継
者
と

言
い
ま
す
か
、教
育
・
研
究
を
担
う
人
材
が
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
全
体
で
論
文
数
が
減
っ
て
い

る
と
い
う
話
に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
、
我
々
の
分
野
で
も
、

ド
ク
タ
ー
、
博
士
課
程
の
若
い
人
た
ち
の
社
会
で
の
活
躍

の
場
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
民
間
に
入
っ

て
も
研
究
機
関
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
研
究
所
に
い

て
ま
た
大
学
に
行
く
と
か
、
い
ろ
ん
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
。
東
大
名
誉
教
授
の
久
保

成
隆
先
生
が
学
会
の
会
長
を
さ
れ
て
い
た
時
、
大
学
の
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
は
〝
ハ
イ
リ
ス
ク
　
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
〞
と

言
わ
れ
、
そ
れ
を
産
業
界
、
民
間
も
含
め
組
織
的
に
連
携

し
な
が
ら
育
て
て
い
く
こ
と
を
し
な
い
と
、
誰
も
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
に
は
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う

危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
人
口
全
体
が
減

る
中
で
、
技
術
力
そ
の
も
の
が
地
盤
沈
下
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
い
て
お
り
、
大
学
改
革
の
中

で
も
こ
の
辺
り
の
事
情
を
我
々
も
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

存
在
感
を
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
田
　
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
へ
行
く
こ
と
は
、
狭
い
意
味
で
の
ア
カ
デ
ミ

ア
研
究
者
に
な
る
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
あ
る
の
は
事
実
だ

と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
日
本
で
は
人
口
減
も
あ
り
留

学
生
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
留
学
生

を
呼
べ
と
言
っ
て
も
来
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
で
あ
れ
ば
、
大
学
院
生
は
み
ん
な
教
授
の
研
究
費
で
雇

わ
れ
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
授
業
料
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
く
ら
頑
張
れ
と
言
わ
れ
て
も
無
理

が
あ
り
ま
す
。
大
学
の
教
員
が
企
業
と
う
ま
く
連
携
で
き

て
い
な
い
と
か
、
そ
の
た
め
に
研
究
費
が
回
っ
て
こ
な
い

の
は
当
然
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
シ
ス
テ
ム
を

う
ま
く
変
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ド
ク
タ
ー
に
行
っ
て
、

結
婚
も
で
き
ず
ま
だ
お
金
を
払
っ
て
い
る
現
実
は
悲
劇
と

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
大
学
で
は
、
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
授
業
料
は
実
質
的
に
取
ら
な
い
と
い
う

形
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
産
官
学
の
連
携
で
人
材
育
成
を

小
泉
　
学
会
で
も
、
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
人
た
ち
に
魅
力

あ
る
テ
ー
マ
と
研
究
資
金
、
そ
れ
か
ら
奨
学
金
な
ど
の
生

活
面
の
支
援
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
で
は
な
い
が
、

将
来
描
け
る
様
々
な
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
、
具
体
的
に
示

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
ブ
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減
少
が

予
想
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る
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ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
感
じ
で
、
ド
ク
タ
ー
に
行
っ

た
ら
次
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の

し
か
描
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
が
し
ま

す
。
そ
の
辺
は
、
大
学
改
革
の
中
で
明
確
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

石
田
　
ま
だ
理
系
だ
と
い
い
の
で
す
が
、
文
系
は
全
く
使

え
な
い
と
い
っ
た
評
価
を
さ
れ
て
し
ま
う
。
私
が
中
教
審

の
委
員
で
あ
っ
た
と
き
、
文
系
の
先
生
自
身
が
文
系
の
ド

ク
タ
ー
は
社
会
か
ら
全
く
要
請
さ
れ
て
い
な
い
、
何
を

や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
具
体
的
な
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
の
国
民
性
で
し
ょ
う
か
、〝
知
〞
に
対
す
る

敬
意
が
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
昔
の
日
本
人

は
、
知
に
対
す
る
敬
意
、
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、

科
学
、
教
養
番
組
を
見
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
泉
　
私
た
ち
が
学
生
の
頃
は
、
学
校
の
先
生
に
な
る
と

奨
学
金
を
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
、
研
究
者
で
も
な
れ

ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
。

石
田
　
そ
う
、
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

小
泉
　
そ
れ
が
今
な
く
な
り
ま
し
た
。

石
田
　
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
シ
ス
テ
ム
が
弱
体
化
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
泉
　
土
地
改
良
関
係
で
も
そ
れ
な
り
に
予
算
は
あ
る
の

で
す
が
、
大
学
の
研
究
者
が
そ
の
予
算
を
活
用
し
て
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
が
非
常
に
少
な
い
、
も
っ
と
人

づ
く
り
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
願
い
を
し
て
、
こ

こ
何
年
か
は
土
地
改
良
建
設
協
会
の
齊
藤
専
務
の
協
力
を

得
な
が
ら
徐
々
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
本
当
は
、
大
学
院

生
を
養
え
る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
国
営
事

業
の
よ
う
な
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
の
一
部
を
大

学
の
研
究
費
に
回
し
て
い
た
だ
く
と
、
研
究
も
非
常
に
活

性
化
し
、
ま
さ
に
現
場
の
問
題
を
若
い
人
た
ち
が
取
り
組

み
、
地
域
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
大
学
で

も
、
産
官
学
連
携
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
は
じ
め
に
も
言
い
ま
し
た
が
農
学
は
実
学
で
あ
り
、

実
学
で
は
基
礎
研
究
を
大
切
に
育
て
つ
つ
も
、
現
場
と
の

つ
な
が
り
、
現
場
で
の
応
用
を
学
生
に
伝
授
し
て
い
く
こ

と
が
必
須
で
す
。
現
場
で
の
応
用
研
究
ほ
ど
重
要
な
も
の

は
な
い
と
も
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
土

地
改
良
と
な
れ
ば
、
他
の
分
野
以
上
に
幅
広
く
、
経
営
、

経
済
か
ら
土
の
話
ま
で
あ
り
、
他
の
分
野
以
上
に
大
学
の

中
だ
け
で
は
実
感
し
き
れ
な
い
も
の
が
多
い
分
野
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
土
地
改
良
は
、
他
の
分
野
以
上
に
産

官
学
が
連
携
し
、
現
場
の
理
解
を
得
て
問
題
を
解
明
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

学
生
に
も
そ
こ
で
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
が

研
究
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
大
学
の
中
で
、
大
学

院
生
が
い
っ
ぱ
い
来
て
困
る
部
屋
も
あ
れ
ば
、
全
然
来
な

い
と
い
っ
た
部
屋
も
あ
り
ま
す
。
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。

先
生
が
研
究
を
楽
し
く
や
っ
て
い
る
、
そ
し
て
、
学
生
が

生
き
生
き
と
楽
し
く
や
っ
て
い
る
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に

は
ど
ん
ど
ん
来
る
、
い
わ
ば
好
循
環
。
と
こ
ろ
が
、
難
し

い
顔
を
し
て
や
っ
て
い
る
と
、
学
生
は
来
な
い
、
先
輩
も

い
な
い
か
ら
後
輩
も
大
学
院
に
進
ま
な
い
、
と
い
う
よ
う

な
悪
循
環
に
な
っ
て
し
ま
う
。
土
地
改
良
分
野
は
、
現
場

を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
魅
力
や
面
白
さ
に
学
生
の

目
も
輝
い
て
く
る
。
そ
れ
は
、
大
学
に
と
っ
て
、
教
育
に

と
っ
て
も
産
官
学
の
非
常
に
重
要
な
面
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
通
り
、
学
会
や
土
地
改

良
建
設
協
会
か
ら
、
教
員
の
み
な
ら
ず
学
生
に
対
し
て
ま

で
研
究
費
、
調
査
費
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
極

め
て
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
法
人
化
し

て
一
七
年
、
予
算
は
減
る
一
方
で
、
運
営
費
交
付
金
が
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
二
、三
年
、
少
し
減
少
率
が
フ

ラ
ッ
ト
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
経
常
的
な
研
究
費
は
ほ

と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
す
。

小
泉
　
そ
の
よ
う
な
交
付
金
に
し
が
み
つ
く
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
土
地
改
良
予
算
な
ど
を
活
用
し
生
き
生
き
と

現
場
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
、
学
生
を
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の
一
に
過
ぎ
ず
、
少
な
す
ぎ
ま
す
。
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
、
そ
こ
は
大
き
な
問
題
で
す
。
学
士
に
対
し
て
の
修

士
の
割
合
は
五
〇
％
弱
程
度
だ
と
思
う
の
で
そ
ん
な
と
こ

ろ
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
が
、
博
士
が
非
常
に
少
な
い
。

こ
れ
は
、
今
後
の
学
問
分
野
の
発
展
か
ら
考
え
る
と
、
本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
針
路
、
社

会
の
需
要
等
を
分
析
し
て
博
士
養
成
を
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
も
あ
り
ま
す
。

博
士
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
、
先
生
か
ら
す
る
と
、
自

分
の
後
継
者
を
育
て
る
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
り
す
る
わ
け

で
、
結
果
と
し
て
博
士
の
進
路
を
み
る
と
、
学
術
研
究
・

教
育
ア
カ
デ
ミ
ア
の
分
野
に
偏
っ
て
い
ま
す
。
企
業
側
に

し
て
も
、
博
士
の
能
力
や
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
し
、
大
学
も
自
分
の
後
継
者
育
成
と
い
う
観
点

で
は
な
く
、
幅
広
な
視
野
を
も
ち
企
業
等
で
も
役
立
て
る

人
材
と
い
う
観
点
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

実
は
意
識
や
見
方
を
変
え
れ
ば
、
博
士
人
材
は
ど
こ
で
で

も
役
に
立
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
課
題
の

発
掘
か
ら
始
ま
り
、
実
験
や
調
査
・
分
析
し
、
客
観
的
な

結
論
や
対
応
策
を
出
し
、
最
終
的
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ま
で
す

る
。
ど
こ
に
で
も
そ
の
手
法
は
通
用
す
る
わ
け
で
す
。

小
泉
　
学
会
で
も
、
去
年
四
月
時
点
の
マ
ス
タ
ー
や
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
の
学
生
数
を
調
べ
ま
し
た
が
、
お
っ
し
ゃ
る

通
り
マ
ス
タ
ー
は
増
え
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、ド
ク
タ
ー

に
行
く
人
間
が
ま
さ
に
減
っ
て
い
ま
す
の
で
、
後
継
者
と

言
い
ま
す
か
、教
育
・
研
究
を
担
う
人
材
が
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
全
体
で
論
文
数
が
減
っ
て
い

る
と
い
う
話
に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
、
我
々
の
分
野
で
も
、

ド
ク
タ
ー
、
博
士
課
程
の
若
い
人
た
ち
の
社
会
で
の
活
躍

の
場
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
民
間
に
入
っ

て
も
研
究
機
関
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
研
究
所
に
い

て
ま
た
大
学
に
行
く
と
か
、
い
ろ
ん
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
。
東
大
名
誉
教
授
の
久
保

成
隆
先
生
が
学
会
の
会
長
を
さ
れ
て
い
た
時
、
大
学
の
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
は
〝
ハ
イ
リ
ス
ク
　
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
〞
と

言
わ
れ
、
そ
れ
を
産
業
界
、
民
間
も
含
め
組
織
的
に
連
携

し
な
が
ら
育
て
て
い
く
こ
と
を
し
な
い
と
、
誰
も
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
に
は
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う

危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
人
口
全
体
が
減

る
中
で
、
技
術
力
そ
の
も
の
が
地
盤
沈
下
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
い
て
お
り
、
大
学
改
革
の
中

で
も
こ
の
辺
り
の
事
情
を
我
々
も
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

存
在
感
を
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
田
　
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
へ
行
く
こ
と
は
、
狭
い
意
味
で
の
ア
カ
デ
ミ

ア
研
究
者
に
な
る
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
あ
る
の
は
事
実
だ

と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
日
本
で
は
人
口
減
も
あ
り
留

学
生
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
留
学
生

を
呼
べ
と
言
っ
て
も
来
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
で
あ
れ
ば
、
大
学
院
生
は
み
ん
な
教
授
の
研
究
費
で
雇

わ
れ
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
授
業
料
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
く
ら
頑
張
れ
と
言
わ
れ
て
も
無
理

が
あ
り
ま
す
。
大
学
の
教
員
が
企
業
と
う
ま
く
連
携
で
き

て
い
な
い
と
か
、
そ
の
た
め
に
研
究
費
が
回
っ
て
こ
な
い

の
は
当
然
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
シ
ス
テ
ム
を

う
ま
く
変
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ド
ク
タ
ー
に
行
っ
て
、

結
婚
も
で
き
ず
ま
だ
お
金
を
払
っ
て
い
る
現
実
は
悲
劇
と

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
大
学
で
は
、
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
授
業
料
は
実
質
的
に
取
ら
な
い
と
い
う

形
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
産
官
学
の
連
携
で
人
材
育
成
を

小
泉
　
学
会
で
も
、
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
人
た
ち
に
魅
力

あ
る
テ
ー
マ
と
研
究
資
金
、
そ
れ
か
ら
奨
学
金
な
ど
の
生

活
面
の
支
援
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
で
は
な
い
が
、

将
来
描
け
る
様
々
な
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
、
具
体
的
に
示

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
ブ
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コ
ロ
ナ
禍
で
減
少
が

予
想
さ
れ
る

ラ
ッ
ク
ボ
ッ
ク
ス
の
よ
う
な
感
じ
で
、
ド
ク
タ
ー
に
行
っ

た
ら
次
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
い
う
漠
然
と
し
た
も
の

し
か
描
け
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
、
そ
ん
な
気
が
し
ま

す
。
そ
の
辺
は
、
大
学
改
革
の
中
で
明
確
に
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

石
田
　
ま
だ
理
系
だ
と
い
い
の
で
す
が
、
文
系
は
全
く
使

え
な
い
と
い
っ
た
評
価
を
さ
れ
て
し
ま
う
。
私
が
中
教
審

の
委
員
で
あ
っ
た
と
き
、
文
系
の
先
生
自
身
が
文
系
の
ド

ク
タ
ー
は
社
会
か
ら
全
く
要
請
さ
れ
て
い
な
い
、
何
を

や
っ
て
い
る
か
分
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ

る
方
も
い
ま
す
。
そ
れ
と
、
具
体
的
な
話
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
日
本
の
国
民
性
で
し
ょ
う
か
、〝
知
〞
に
対
す
る

敬
意
が
な
く
な
っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
昔
の
日
本
人

は
、
知
に
対
す
る
敬
意
、
興
味
が
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
、

科
学
、
教
養
番
組
を
見
る
人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
な
っ
た

ん
じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

小
泉
　
私
た
ち
が
学
生
の
頃
は
、
学
校
の
先
生
に
な
る
と

奨
学
金
を
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
、
研
究
者
で
も
な
れ

ば
な
お
さ
ら
の
こ
と
。

石
田
　
そ
う
、
返
さ
な
く
て
も
よ
か
っ
た
で
す
。

小
泉
　
そ
れ
が
今
な
く
な
り
ま
し
た
。

石
田
　
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
シ
ス
テ
ム
が
弱
体
化
し
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

小
泉
　
土
地
改
良
関
係
で
も
そ
れ
な
り
に
予
算
は
あ
る
の

で
す
が
、
大
学
の
研
究
者
が
そ
の
予
算
を
活
用
し
て
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
る
課
題
が
非
常
に
少
な
い
、
も
っ
と
人

づ
く
り
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
い
う
お
願
い
を
し
て
、
こ

こ
何
年
か
は
土
地
改
良
建
設
協
会
の
齊
藤
専
務
の
協
力
を

得
な
が
ら
徐
々
に
増
や
し
て
い
ま
す
。
本
当
は
、
大
学
院

生
を
養
え
る
ぐ
ら
い
に
な
れ
ば
い
い
の
で
す
が
。
国
営
事

業
の
よ
う
な
大
き
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
予
算
の
一
部
を
大

学
の
研
究
費
に
回
し
て
い
た
だ
く
と
、
研
究
も
非
常
に
活

性
化
し
、
ま
さ
に
現
場
の
問
題
を
若
い
人
た
ち
が
取
り
組

み
、
地
域
の
方
々
に
喜
ば
れ
る
、
そ
う
い
う
仕
組
み
を
つ

く
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宇
都
宮
大
学
で

も
、
産
官
学
連
携
の
仕
掛
け
づ
く
り
に
ご
苦
労
さ
れ
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
は
じ
め
に
も
言
い
ま
し
た
が
農
学
は
実
学
で
あ
り
、

実
学
で
は
基
礎
研
究
を
大
切
に
育
て
つ
つ
も
、
現
場
と
の

つ
な
が
り
、
現
場
で
の
応
用
を
学
生
に
伝
授
し
て
い
く
こ

と
が
必
須
で
す
。
現
場
で
の
応
用
研
究
ほ
ど
重
要
な
も
の

は
な
い
と
も
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
土

地
改
良
と
な
れ
ば
、
他
の
分
野
以
上
に
幅
広
く
、
経
営
、

経
済
か
ら
土
の
話
ま
で
あ
り
、
他
の
分
野
以
上
に
大
学
の

中
だ
け
で
は
実
感
し
き
れ
な
い
も
の
が
多
い
分
野
で
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
、
土
地
改
良
は
、
他
の
分
野
以
上
に
産

官
学
が
連
携
し
、
現
場
の
理
解
を
得
て
問
題
を
解
明
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

学
生
に
も
そ
こ
で
の
面
白
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
、
そ
れ
が

研
究
に
も
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
大
学
の
中
で
、
大
学

院
生
が
い
っ
ぱ
い
来
て
困
る
部
屋
も
あ
れ
ば
、
全
然
来
な

い
と
い
っ
た
部
屋
も
あ
り
ま
す
。
見
れ
ば
一
目
瞭
然
で
す
。

先
生
が
研
究
を
楽
し
く
や
っ
て
い
る
、
そ
し
て
、
学
生
が

生
き
生
き
と
楽
し
く
や
っ
て
い
る
、
こ
う
い
う
と
こ
ろ
に

は
ど
ん
ど
ん
来
る
、
い
わ
ば
好
循
環
。
と
こ
ろ
が
、
難
し

い
顔
を
し
て
や
っ
て
い
る
と
、
学
生
は
来
な
い
、
先
輩
も

い
な
い
か
ら
後
輩
も
大
学
院
に
進
ま
な
い
、
と
い
う
よ
う

な
悪
循
環
に
な
っ
て
し
ま
う
。
土
地
改
良
分
野
は
、
現
場

を
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
魅
力
や
面
白
さ
に
学
生
の

目
も
輝
い
て
く
る
。
そ
れ
は
、
大
学
に
と
っ
て
、
教
育
に

と
っ
て
も
産
官
学
の
非
常
に
重
要
な
面
だ
と
思
い
ま
す
。

　
先
ほ
ど
の
お
話
に
あ
り
ま
し
た
通
り
、
学
会
や
土
地
改

良
建
設
協
会
か
ら
、
教
員
の
み
な
ら
ず
学
生
に
対
し
て
ま

で
研
究
費
、
調
査
費
の
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
極

め
て
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
学
は
法
人
化
し

て
一
七
年
、
予
算
は
減
る
一
方
で
、
運
営
費
交
付
金
が
減

り
続
け
て
い
ま
す
。
こ
こ
二
、三
年
、
少
し
減
少
率
が
フ

ラ
ッ
ト
に
な
っ
て
き
ま
し
た
が
、
経
常
的
な
研
究
費
は
ほ

と
ん
ど
な
い
の
が
現
状
で
す
。

小
泉
　
そ
の
よ
う
な
交
付
金
に
し
が
み
つ
く
の
で
は
な
く
、

む
し
ろ
そ
の
土
地
改
良
予
算
な
ど
を
活
用
し
生
き
生
き
と

現
場
の
課
題
に
取
り
組
む
姿
を
見
せ
る
こ
と
が
、
学
生
を
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の
一
に
過
ぎ
ず
、
少
な
す
ぎ
ま
す
。
こ
れ
で
い
い
の
だ
ろ

う
か
、
そ
こ
は
大
き
な
問
題
で
す
。
学
士
に
対
し
て
の
修

士
の
割
合
は
五
〇
％
弱
程
度
だ
と
思
う
の
で
そ
ん
な
と
こ

ろ
か
な
と
い
う
気
が
し
ま
す
が
、
博
士
が
非
常
に
少
な
い
。

こ
れ
は
、
今
後
の
学
問
分
野
の
発
展
か
ら
考
え
る
と
、
本

当
に
こ
れ
で
い
い
の
か
と
思
い
ま
す
。
学
生
の
針
路
、
社

会
の
需
要
等
を
分
析
し
て
博
士
養
成
を
充
実
さ
せ
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
問
題
も
あ
り
ま
す
。

博
士
を
育
て
る
と
い
う
こ
と
が
、
先
生
か
ら
す
る
と
、
自

分
の
後
継
者
を
育
て
る
観
点
か
ら
で
あ
っ
た
り
す
る
わ
け

で
、
結
果
と
し
て
博
士
の
進
路
を
み
る
と
、
学
術
研
究
・

教
育
ア
カ
デ
ミ
ア
の
分
野
に
偏
っ
て
い
ま
す
。
企
業
側
に

し
て
も
、
博
士
の
能
力
や
重
要
性
を
理
解
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
し
、
大
学
も
自
分
の
後
継
者
育
成
と
い
う
観
点

で
は
な
く
、
幅
広
な
視
野
を
も
ち
企
業
等
で
も
役
立
て
る

人
材
と
い
う
観
点
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

実
は
意
識
や
見
方
を
変
え
れ
ば
、
博
士
人
材
は
ど
こ
で
で

も
役
に
立
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
を
持
っ
て
い
ま
す
。
課
題
の

発
掘
か
ら
始
ま
り
、
実
験
や
調
査
・
分
析
し
、
客
観
的
な

結
論
や
対
応
策
を
出
し
、
最
終
的
に
は
プ
レ
ゼ
ン
ま
で
す

る
。
ど
こ
に
で
も
そ
の
手
法
は
通
用
す
る
わ
け
で
す
。

小
泉
　
学
会
で
も
、
去
年
四
月
時
点
の
マ
ス
タ
ー
や
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
の
学
生
数
を
調
べ
ま
し
た
が
、
お
っ
し
ゃ
る

通
り
マ
ス
タ
ー
は
増
え
て
い
ま
す
。と
こ
ろ
が
、ド
ク
タ
ー

に
行
く
人
間
が
ま
さ
に
減
っ
て
い
ま
す
の
で
、
後
継
者
と

言
い
ま
す
か
、教
育
・
研
究
を
担
う
人
材
が
減
っ
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
日
本
全
体
で
論
文
数
が
減
っ
て
い

る
と
い
う
話
に
も
つ
な
が
り
ま
す
が
、
我
々
の
分
野
で
も
、

ド
ク
タ
ー
、
博
士
課
程
の
若
い
人
た
ち
の
社
会
で
の
活
躍

の
場
を
ど
う
や
っ
て
つ
く
っ
て
い
く
の
か
、
民
間
に
入
っ

て
も
研
究
機
関
的
な
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
研
究
所
に
い

て
ま
た
大
学
に
行
く
と
か
、
い
ろ
ん
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
を

つ
く
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
。
東
大
名
誉
教
授
の
久
保

成
隆
先
生
が
学
会
の
会
長
を
さ
れ
て
い
た
時
、
大
学
の
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
は
〝
ハ
イ
リ
ス
ク
　
ノ
ー
リ
タ
ー
ン
〞
と

言
わ
れ
、
そ
れ
を
産
業
界
、
民
間
も
含
め
組
織
的
に
連
携

し
な
が
ら
育
て
て
い
く
こ
と
を
し
な
い
と
、
誰
も
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
に
は
行
か
な
く
な
っ
て
し
ま
う
、
そ
う
い
う

危
機
感
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
人
口
全
体
が
減

る
中
で
、
技
術
力
そ
の
も
の
が
地
盤
沈
下
し
て
し
ま
う
の

で
は
な
い
か
と
の
危
惧
を
抱
い
て
お
り
、
大
学
改
革
の
中

で
も
こ
の
辺
り
の
事
情
を
我
々
も
ア
ピ
ー
ル
し
な
が
ら
、

存
在
感
を
高
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
田
　
ま
さ
に
そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
。
大
学
は
改
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ド
ク

タ
ー
コ
ー
ス
へ
行
く
こ
と
は
、
狭
い
意
味
で
の
ア
カ
デ
ミ

ア
研
究
者
に
な
る
と
い
っ
た
雰
囲
気
が
あ
る
の
は
事
実
だ

と
思
い
ま
す
。
も
う
一
つ
、
日
本
で
は
人
口
減
も
あ
り
留

学
生
を
視
野
に
入
れ
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
留
学
生

を
呼
べ
と
言
っ
て
も
来
る
わ
け
が
あ
り
ま
せ
ん
。
ア
メ
リ

カ
で
あ
れ
ば
、
大
学
院
生
は
み
ん
な
教
授
の
研
究
費
で
雇

わ
れ
生
活
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
日
本
は
授
業
料
を
払
わ

な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
い
く
ら
頑
張
れ
と
言
わ
れ
て
も
無
理

が
あ
り
ま
す
。
大
学
の
教
員
が
企
業
と
う
ま
く
連
携
で
き

て
い
な
い
と
か
、
そ
の
た
め
に
研
究
費
が
回
っ
て
こ
な
い

の
は
当
然
で
す
が
、
そ
う
い
う
こ
と
を
含
め
シ
ス
テ
ム
を

う
ま
く
変
え
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
ド
ク
タ
ー
に
行
っ
て
、

結
婚
も
で
き
ず
ま
だ
お
金
を
払
っ
て
い
る
現
実
は
悲
劇
と

し
か
言
い
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
我
々
の
大
学
で
は
、
ド

ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
授
業
料
は
実
質
的
に
取
ら
な
い
と
い
う

形
に
変
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

新
た
な
産
官
学
の
連
携
で
人
材
育
成
を

小
泉
　
学
会
で
も
、
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
の
人
た
ち
に
魅
力

あ
る
テ
ー
マ
と
研
究
資
金
、
そ
れ
か
ら
奨
学
金
な
ど
の
生

活
面
の
支
援
、
さ
ら
に
は
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
で
は
な
い
が
、

将
来
描
け
る
様
々
な
コ
ー
ス
を
用
意
し
て
、
具
体
的
に
示

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
ブ
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禍
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が
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私
か
ら
見
た

土
地
改
良

本
の
高
等
教
育
改
革
の
原
点
は
、
実
は
J
A
B
E
E
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

小
泉
　
し
か
し
、
日
本
で
は
、
正
直
な
か
な
か
評
価
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
ね
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
ア
メ
リ
カ
の
技
術
者
教
育
認
定
会
議（
A
B
E
T
）

に
お
い
て
は
、
比
較
的
中
小
で
弱
小
な
大
学
が
や
り
始
め

て
全
土
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
我
々
も
そ
の
よ
う
な

流
れ
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
そ
の
広
が
り

は
全
国
規
模
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
組
織
と
し
て
や

る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
や
る
こ
と
で
学

生
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
、
あ
る
い
は
倍
率
も
上
が

る
と
か
レ
ベ
ル
が
上
が
る
、
と
い
う
の
が
な
い
か
ぎ
り
、

組
織
も
個
人
の
教
員
も
苦
労
し
て
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
湧
き
ま
せ
ん
。
結
局
、
採
用
側
が
J
A
B
E
E
を
全

く
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
中
教
審
の
会
議

で
、
経
団
連
の
理
事
が
「
大
学
の
教
育
も
産
業
界
と
し
っ

か
り
連
携
し
透
明
感
を
も
っ
て
教
育
の
質
を
保
証
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
私
は
「
そ
れ

を
追
求
し
よ
う
と
し
た
J
A
B
E
E
は
産
業
界
か
ら
評
価

さ
れ
な
か
っ
た
。
産
業
界
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
こ
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
き
返
し
ま
し
た
。
言
葉
と
し

て
言
っ
て
い
る
だ
け
で
評
価
し
な
い
、
評
価
し
な
い
か
ら

一
向
に
上
が
っ
て
い
か
な
い
、
評
価
し
少
し
で
も
褒
め
て

い
た
な
ら
ば
、
だ
ん
だ
ん
良
く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

小
泉
　
民
間
の
方
で
も
、
大
学
の
先
生
に
対
し
誰
で
も
い

い
か
ら
学
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
J
A
B
E
E
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
ほ
し
い

と
言
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

誰
で
も
い
い
か
ら
ほ
し
い
み
た
い
に
言
う
か
ら
、
返
っ
て

J
A
B
E
E
っ
て
何
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
入
っ
て
か
ら
の
再
教
育
の
レ
ベ
ル
が
全
然
違
う
の

で
す
。
J
A
B
E
E
を
や
っ
て
い
る
か
ら
基
礎
的
な
も
の

が
で
き
て
い
る
、
そ
れ
で
採
用
後
の
再
教
育
と
い
う
か
伸

び
が
全
然
違
う
わ
け
で
す
。
学
会
で
も
、
技
術
士
に
限
ら

ず
我
々
の
分
野
で
は
い
ろ
ん
な
資
格
を
関
係
団
体
が
持
っ

て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
農
業
土
木
技
術
管
理
士
の
資
格
試

験
で
は
、
J
A
B
E
E
の
卒
業
生
は
一
次
試
験
免
除
な
ど

い
ろ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、

J
A
B
E
E
の
良
さ
、
メ
リ
ッ
ト
を
大
学
に
も
民
間
に
も

知
ら
し
め
る
活
動
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

採
用
面
で
募
集
要
項
に
J
A
B
E
E
の
卒
業
生
は
優
先
し

て
採
用
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
採
用
の
一
次
試
験
免
除
と
か
、
せ
め
て
そ
れ
く
ら

い
書
い
て
く
れ
る
と
全
然
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
医

学
の
分
野
で
は
、
何
を
ど
う
教
え
る
か
と
い
う
コ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
技
術
教
育
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
類
す
る
の
は
J
A
B
E
E
だ
け
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
や
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
泉
　
私
も
何
回
が
J
A
B
E
E
の
審
査
員
を
や
り
ま
し

た
が
、
ど
の
先
生
が
ど
う
い
う
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
教
育

し
て
い
る
の
か
、
採
点
の
仕
方
を
ど
う
し
て
い
る
の
か
、

卒
業
生
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
、
と
て
も
い
い
仕
組
み
だ
と

思
い
ま
す
。
卒
業
生
が
社
会
で
ど
う
活
躍
し
て
い
る
か
を
、

大
学
側
が
持
ち
帰
っ
て
教
育
の
見
直
し
に
反
映
し
て
い
く

わ
け
で
す
。
同
窓
会
で
卒
業
生
の
団
体
、
O
B
か
ら
要
望
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1 弘 前 大 学 農学生命科学部 地域環境工学科 農業土木コース［2005］

2 北 里 大 学 獣医学部 生物環境科学科 環境修復プログラム［2006］

3 宇 都 宮 大 学 農学部 農業環境工学科 水土環境工学及び食料生産システム工学コース［2003］

4 東京農業大学 地域環境科学部 生産環境工学科 農業工学プログラム［2003］

5 日 本 大 学 生物資源科学部 生物環境工学科 地域環境工学プログラム［2003］

6 三 重 大 学 生物資源学部共生環境学科地域環境デザイン学教育コース農業土木学プログラム［2005］

7 神 戸 大 学 農学部 食料環境システム学科 生産環境工学コース 地域環境工学プログラム［2004］

8 島 根 大 学 生物資源科学部 地域環境科学科 地域工学教育コース［2006］

9 岡 山 大 学 環境理工学部 環境管理工学科［2004］

10 愛 媛 大 学 農学部 生物環境学科 地域環境工学コース 農業土木プログラム［2002］

11 高 知 大 学 農林海洋科学部 農林資源環境科学科 生産環境管理学プログラム［2005］

12 九 州 大 学 農学部 生物資源環境学科 生物資源生産科学コース 生物生産環境工学分野 農業土木プログラム［2005］

13 琉 球 大 学 農学部 地域農業工学科 地域環境工学コース［2008］

育
て
る
最
大
の
契
機
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
そ
う
で
す
、
そ
し
て
次
の
大
学
院
も
含
め
て
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
場
は
、本
や
ペ
ー
パ
ー

の
世
界
と
違
っ
た
も
の
す
ご
い
面
白
さ
が
あ
っ
て
、
学
生

に
は
早
く
そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
泉
　
先
生
が
楽
し
そ
う
に
研
究
し
て
い
れ
ば
、
学
生
は

集
ま
り
ま
す
か
ら
。

石
田
　
学
会
な
ど
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、

教
員
に
と
っ
て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
し
、

こ
れ
が
将
来
技
術
者
の
養
成
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。J

A
B
E
E
は
大
学
教
育
そ
の
も
の
、

も
っ
と
支
援
を

小
泉
　
宇
都
宮
大
学
農
学
部
の
農
業
環
境
工
学
科
は

J
A
B
E
E
認
定
の
大
学
と
な
っ
て
お
り
、
優
秀
な

技
術
者
が
各
方
面
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
な

傾
向
と
し
て
、
認
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
が
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
き
て

J
A
B
E
E
体
制
維

持
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
学
会

と
し
て
は
宇
都
宮
大

学
を
は
じ
め
頑
張
っ

て
い
る
大
学
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、

専
門
技
術
者
の
育
成

の
在
り
方
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

石
田

J
A
B
E
E

で
は
、
実
際
に
受
審

し
あ
る
い
は
審
査
委
員
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し

ま
し
た
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
二
〇
年
前
以
上
の
こ
と
で
す
が
、
技
術
者
の
卵

を
教
育
す
る
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
ま
で
の

教
育
は
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
何
々
の
科
目
を
や
っ
て
い
て
、

科
目
名
だ
け
見
る
と
全
体
に
つ
な
が
っ
て
い
そ
う
で
す
が
、

中
身
は
個
々
人
に
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
教
育
内

容
が
教
員
個
人
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

J
A
B
E
E
を
受
審
す
る
中
で
、
教
育
内
容
を
き
ち
っ
と

体
系
化
す
る
た
め
に
は
、
教
え
て
い
る
中
身
を
全
科
目
ご

と
に
一
つ
一
つ
見
て
い
き
、
他
の
先
生
の
授
業
の
中
身
に

ま
で
手
を
突
っ
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

い
か
に
無
駄
が
多
い
か
、
欠
け
て
い
る
部
分
が
多
い
か
が

は
っ
き
り
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
に
気
づ
か
さ

れ
た
の
は
、
教
育
は
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

教
育
が
個
人
の
教
育
の
集
合
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
シ

ス
テ
ム
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て

非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
学
部
長
を
や
り
一
二
年
前
に
理
事
に
な
っ
た
時
、

企
画
担
当
を
や
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
教
育
担
当
に

し
て
く
れ
と
言
っ
て
教
育
改
革
を
始
め
ま
し
た
。
理
事
に

な
っ
た
頃
は
、
い
わ
ゆ
る
三
方
針
（
3
P
／
ポ
リ
シ
ー
）

や
評
価
の
透
明
化
な
ど
大
学
の
教
育
改
革
が
嵐
の
よ
う
に

吹
き
荒
れ
て
い
ま
し
た
。3
P
と
は
、「
学
位
授
与
の
方
針
」

「
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
」「
入
学
者
受
入
れ
の
方

針
」。
こ
れ
ら
は
全
部
J
A
B
E
E
で
や
っ
て
い
た
こ
と

で
し
た
。
そ
の
方
針
や
シ
ラ
バ
ス
（
個
々
の
授
業
の
設
計

図
）
は
、
学
生
や
社
会
に
対
す
る
契
約
書
で
あ
り
、
そ
れ

を
守
る
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
教
育
な
の
で
す
。
日

土地改良建設協会が行っている国営事業等フィールド調査学生支援事業の実績
大学名 延べ人数 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

1 北 海 道 大 学 3 1 2
2 帯広畜産大学 1 1
3 弘 前 大 学 1 1
4 岩 手 大 学 2 2
5 秋田県立大学 4 2 2
6 山 形 大 学 1 1
7 茨 城 大 学 1 1
8 宇 都 宮 大 学 2 2
9 東 京 大 学 7 2 2 2 1
10 東京農工大学 5 2 1 2
11 新 潟 大 学 4 2 1 1
12 石川県立大学 1 1
13 岐 阜 大 学 2 1 1
14 三 重 大 学 4 2 2
15 京 都 大 学 6 1 2 3
16 神 戸 大 学 4 2 2
17 鳥 取 大 学 4 1 1 2
18 島 根 大 学 4 2 2
19 愛 媛 大 学 1 1
20 高 知 大 学 2 2
21 九 州 大 学 4 2 1 1
22 佐 賀 大 学 7 3 2 2
23 琉 球 大 学 1 1

計 71 10 24 22 15

本
の
高
等
教
育
改
革
の
原
点
は
、
実
は
J
A
B
E
E
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

小
泉
　
し
か
し
、
日
本
で
は
、
正
直
な
か
な
か
評
価
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
ね
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
ア
メ
リ
カ
の
技
術
者
教
育
認
定
会
議（
A
B
E
T
）

に
お
い
て
は
、
比
較
的
中
小
で
弱
小
な
大
学
が
や
り
始
め

て
全
土
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
我
々
も
そ
の
よ
う
な

流
れ
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
そ
の
広
が
り

は
全
国
規
模
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
組
織
と
し
て
や

る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
や
る
こ
と
で
学

生
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
、
あ
る
い
は
倍
率
も
上
が

る
と
か
レ
ベ
ル
が
上
が
る
、
と
い
う
の
が
な
い
か
ぎ
り
、

組
織
も
個
人
の
教
員
も
苦
労
し
て
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
湧
き
ま
せ
ん
。
結
局
、
採
用
側
が
J
A
B
E
E
を
全

く
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
中
教
審
の
会
議

で
、
経
団
連
の
理
事
が
「
大
学
の
教
育
も
産
業
界
と
し
っ

か
り
連
携
し
透
明
感
を
も
っ
て
教
育
の
質
を
保
証
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
私
は
「
そ
れ

を
追
求
し
よ
う
と
し
た
J
A
B
E
E
は
産
業
界
か
ら
評
価

さ
れ
な
か
っ
た
。
産
業
界
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
こ
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
き
返
し
ま
し
た
。
言
葉
と
し

て
言
っ
て
い
る
だ
け
で
評
価
し
な
い
、
評
価
し
な
い
か
ら

一
向
に
上
が
っ
て
い
か
な
い
、
評
価
し
少
し
で
も
褒
め
て

い
た
な
ら
ば
、
だ
ん
だ
ん
良
く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

小
泉
　
民
間
の
方
で
も
、
大
学
の
先
生
に
対
し
誰
で
も
い

い
か
ら
学
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
J
A
B
E
E
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
ほ
し
い

と
言
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

誰
で
も
い
い
か
ら
ほ
し
い
み
た
い
に
言
う
か
ら
、
返
っ
て

J
A
B
E
E
っ
て
何
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
入
っ
て
か
ら
の
再
教
育
の
レ
ベ
ル
が
全
然
違
う
の

で
す
。
J
A
B
E
E
を
や
っ
て
い
る
か
ら
基
礎
的
な
も
の

が
で
き
て
い
る
、
そ
れ
で
採
用
後
の
再
教
育
と
い
う
か
伸

び
が
全
然
違
う
わ
け
で
す
。
学
会
で
も
、
技
術
士
に
限
ら

ず
我
々
の
分
野
で
は
い
ろ
ん
な
資
格
を
関
係
団
体
が
持
っ

て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
農
業
土
木
技
術
管
理
士
の
資
格
試

験
で
は
、
J
A
B
E
E
の
卒
業
生
は
一
次
試
験
免
除
な
ど

い
ろ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、

J
A
B
E
E
の
良
さ
、
メ
リ
ッ
ト
を
大
学
に
も
民
間
に
も

知
ら
し
め
る
活
動
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

採
用
面
で
募
集
要
項
に
J
A
B
E
E
の
卒
業
生
は
優
先
し

て
採
用
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
採
用
の
一
次
試
験
免
除
と
か
、
せ
め
て
そ
れ
く
ら

い
書
い
て
く
れ
る
と
全
然
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
医

学
の
分
野
で
は
、
何
を
ど
う
教
え
る
か
と
い
う
コ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
技
術
教
育
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
類
す
る
の
は
J
A
B
E
E
だ
け
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
や
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
泉
　
私
も
何
回
が
J
A
B
E
E
の
審
査
員
を
や
り
ま
し

た
が
、
ど
の
先
生
が
ど
う
い
う
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
教
育

し
て
い
る
の
か
、
採
点
の
仕
方
を
ど
う
し
て
い
る
の
か
、

卒
業
生
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
、
と
て
も
い
い
仕
組
み
だ
と

思
い
ま
す
。
卒
業
生
が
社
会
で
ど
う
活
躍
し
て
い
る
か
を
、

大
学
側
が
持
ち
帰
っ
て
教
育
の
見
直
し
に
反
映
し
て
い
く

わ
け
で
す
。
同
窓
会
で
卒
業
生
の
団
体
、
O
B
か
ら
要
望

農業工学及び関連のエンジニアリング分野〈2021年4月時点での JABEE プログラム：13 教育機関 13プログラム〉
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育
て
る
最
大
の
契
機
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
そ
う
で
す
、
そ
し
て
次
の
大
学
院
も
含
め
て
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
場
は
、本
や
ペ
ー
パ
ー

の
世
界
と
違
っ
た
も
の
す
ご
い
面
白
さ
が
あ
っ
て
、
学
生

に
は
早
く
そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
泉
　
先
生
が
楽
し
そ
う
に
研
究
し
て
い
れ
ば
、
学
生
は

集
ま
り
ま
す
か
ら
。

石
田
　
学
会
な
ど
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、

教
員
に
と
っ
て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
し
、

こ
れ
が
将
来
技
術
者
の
養
成
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。J

A
B
E
E
は
大
学
教
育
そ
の
も
の
、

も
っ
と
支
援
を

小
泉
　
宇
都
宮
大
学
農
学
部
の
農
業
環
境
工
学
科
は

J
A
B
E
E
認
定
の
大
学
と
な
っ
て
お
り
、
優
秀
な

技
術
者
が
各
方
面
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
な

傾
向
と
し
て
、
認
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
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ん
ど
ん
減
っ
て
き
て

J
A
B
E
E
体
制
維

持
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
学
会

と
し
て
は
宇
都
宮
大

学
を
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頑
張
っ

て
い
る
大
学
を
支
援
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い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、

専
門
技
術
者
の
育
成

の
在
り
方
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

石
田

J
A
B
E
E

で
は
、
実
際
に
受
審

し
あ
る
い
は
審
査
委
員
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し

ま
し
た
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
二
〇
年
前
以
上
の
こ
と
で
す
が
、
技
術
者
の
卵

を
教
育
す
る
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
ま
で
の

教
育
は
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
何
々
の
科
目
を
や
っ
て
い
て
、

科
目
名
だ
け
見
る
と
全
体
に
つ
な
が
っ
て
い
そ
う
で
す
が
、

中
身
は
個
々
人
に
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
教
育
内

容
が
教
員
個
人
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

J
A
B
E
E
を
受
審
す
る
中
で
、
教
育
内
容
を
き
ち
っ
と

体
系
化
す
る
た
め
に
は
、
教
え
て
い
る
中
身
を
全
科
目
ご

と
に
一
つ
一
つ
見
て
い
き
、
他
の
先
生
の
授
業
の
中
身
に

ま
で
手
を
突
っ
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

い
か
に
無
駄
が
多
い
か
、
欠
け
て
い
る
部
分
が
多
い
か
が

は
っ
き
り
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
に
気
づ
か
さ

れ
た
の
は
、
教
育
は
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

教
育
が
個
人
の
教
育
の
集
合
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
シ

ス
テ
ム
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て

非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
学
部
長
を
や
り
一
二
年
前
に
理
事
に
な
っ
た
時
、

企
画
担
当
を
や
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
教
育
担
当
に

し
て
く
れ
と
言
っ
て
教
育
改
革
を
始
め
ま
し
た
。
理
事
に

な
っ
た
頃
は
、
い
わ
ゆ
る
三
方
針
（
3
P
／
ポ
リ
シ
ー
）

や
評
価
の
透
明
化
な
ど
大
学
の
教
育
改
革
が
嵐
の
よ
う
に

吹
き
荒
れ
て
い
ま
し
た
。3
P
と
は
、「
学
位
授
与
の
方
針
」

「
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
」「
入
学
者
受
入
れ
の
方

針
」。
こ
れ
ら
は
全
部
J
A
B
E
E
で
や
っ
て
い
た
こ
と

で
し
た
。
そ
の
方
針
や
シ
ラ
バ
ス
（
個
々
の
授
業
の
設
計

図
）
は
、
学
生
や
社
会
に
対
す
る
契
約
書
で
あ
り
、
そ
れ

を
守
る
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
教
育
な
の
で
す
。
日

土地改良建設協会が行っている国営事業等フィールド調査学生支援事業の実績
大学名 延べ人数 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

1 北 海 道 大 学 3 1 2
2 帯広畜産大学 1 1
3 弘 前 大 学 1 1
4 岩 手 大 学 2 2
5 秋田県立大学 4 2 2
6 山 形 大 学 1 1
7 茨 城 大 学 1 1
8 宇 都 宮 大 学 2 2
9 東 京 大 学 7 2 2 2 1
10 東京農工大学 5 2 1 2
11 新 潟 大 学 4 2 1 1
12 石川県立大学 1 1
13 岐 阜 大 学 2 1 1
14 三 重 大 学 4 2 2
15 京 都 大 学 6 1 2 3
16 神 戸 大 学 4 2 2
17 鳥 取 大 学 4 1 1 2
18 島 根 大 学 4 2 2
19 愛 媛 大 学 1 1
20 高 知 大 学 2 2
21 九 州 大 学 4 2 1 1
22 佐 賀 大 学 7 3 2 2
23 琉 球 大 学 1 1

計 71 10 24 22 15
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私
か
ら
見
た

土
地
改
良

本
の
高
等
教
育
改
革
の
原
点
は
、
実
は
J
A
B
E
E
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

小
泉
　
し
か
し
、
日
本
で
は
、
正
直
な
か
な
か
評
価
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
ね
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
ア
メ
リ
カ
の
技
術
者
教
育
認
定
会
議（
A
B
E
T
）

に
お
い
て
は
、
比
較
的
中
小
で
弱
小
な
大
学
が
や
り
始
め

て
全
土
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
我
々
も
そ
の
よ
う
な

流
れ
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
そ
の
広
が
り

は
全
国
規
模
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
組
織
と
し
て
や

る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
や
る
こ
と
で
学

生
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
、
あ
る
い
は
倍
率
も
上
が

る
と
か
レ
ベ
ル
が
上
が
る
、
と
い
う
の
が
な
い
か
ぎ
り
、

組
織
も
個
人
の
教
員
も
苦
労
し
て
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
湧
き
ま
せ
ん
。
結
局
、
採
用
側
が
J
A
B
E
E
を
全

く
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
中
教
審
の
会
議

で
、
経
団
連
の
理
事
が
「
大
学
の
教
育
も
産
業
界
と
し
っ

か
り
連
携
し
透
明
感
を
も
っ
て
教
育
の
質
を
保
証
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
私
は
「
そ
れ

を
追
求
し
よ
う
と
し
た
J
A
B
E
E
は
産
業
界
か
ら
評
価

さ
れ
な
か
っ
た
。
産
業
界
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
こ
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
き
返
し
ま
し
た
。
言
葉
と
し

て
言
っ
て
い
る
だ
け
で
評
価
し
な
い
、
評
価
し
な
い
か
ら

一
向
に
上
が
っ
て
い
か
な
い
、
評
価
し
少
し
で
も
褒
め
て

い
た
な
ら
ば
、
だ
ん
だ
ん
良
く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

小
泉
　
民
間
の
方
で
も
、
大
学
の
先
生
に
対
し
誰
で
も
い

い
か
ら
学
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
J
A
B
E
E
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
ほ
し
い

と
言
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

誰
で
も
い
い
か
ら
ほ
し
い
み
た
い
に
言
う
か
ら
、
返
っ
て

J
A
B
E
E
っ
て
何
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
入
っ
て
か
ら
の
再
教
育
の
レ
ベ
ル
が
全
然
違
う
の

で
す
。
J
A
B
E
E
を
や
っ
て
い
る
か
ら
基
礎
的
な
も
の

が
で
き
て
い
る
、
そ
れ
で
採
用
後
の
再
教
育
と
い
う
か
伸

び
が
全
然
違
う
わ
け
で
す
。
学
会
で
も
、
技
術
士
に
限
ら

ず
我
々
の
分
野
で
は
い
ろ
ん
な
資
格
を
関
係
団
体
が
持
っ

て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
農
業
土
木
技
術
管
理
士
の
資
格
試

験
で
は
、
J
A
B
E
E
の
卒
業
生
は
一
次
試
験
免
除
な
ど

い
ろ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、

J
A
B
E
E
の
良
さ
、
メ
リ
ッ
ト
を
大
学
に
も
民
間
に
も

知
ら
し
め
る
活
動
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

採
用
面
で
募
集
要
項
に
J
A
B
E
E
の
卒
業
生
は
優
先
し

て
採
用
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
採
用
の
一
次
試
験
免
除
と
か
、
せ
め
て
そ
れ
く
ら

い
書
い
て
く
れ
る
と
全
然
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
医

学
の
分
野
で
は
、
何
を
ど
う
教
え
る
か
と
い
う
コ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
技
術
教
育
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
類
す
る
の
は
J
A
B
E
E
だ
け
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
や
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
泉
　
私
も
何
回
が
J
A
B
E
E
の
審
査
員
を
や
り
ま
し

た
が
、
ど
の
先
生
が
ど
う
い
う
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
教
育

し
て
い
る
の
か
、
採
点
の
仕
方
を
ど
う
し
て
い
る
の
か
、

卒
業
生
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
、
と
て
も
い
い
仕
組
み
だ
と

思
い
ま
す
。
卒
業
生
が
社
会
で
ど
う
活
躍
し
て
い
る
か
を
、

大
学
側
が
持
ち
帰
っ
て
教
育
の
見
直
し
に
反
映
し
て
い
く

わ
け
で
す
。
同
窓
会
で
卒
業
生
の
団
体
、
O
B
か
ら
要
望

農業工学及び関連のエンジニアリング分野〈2021年4月時点での JABEE プログラム：13 教育機関 13プログラム〉

1 弘 前 大 学 農学生命科学部 地域環境工学科 農業土木コース［2005］

2 北 里 大 学 獣医学部 生物環境科学科 環境修復プログラム［2006］

3 宇 都 宮 大 学 農学部 農業環境工学科 水土環境工学及び食料生産システム工学コース［2003］

4 東京農業大学 地域環境科学部 生産環境工学科 農業工学プログラム［2003］

5 日 本 大 学 生物資源科学部 生物環境工学科 地域環境工学プログラム［2003］

6 三 重 大 学 生物資源学部共生環境学科地域環境デザイン学教育コース農業土木学プログラム［2005］

7 神 戸 大 学 農学部 食料環境システム学科 生産環境工学コース 地域環境工学プログラム［2004］

8 島 根 大 学 生物資源科学部 地域環境科学科 地域工学教育コース［2006］

9 岡 山 大 学 環境理工学部 環境管理工学科［2004］

10 愛 媛 大 学 農学部 生物環境学科 地域環境工学コース 農業土木プログラム［2002］

11 高 知 大 学 農林海洋科学部 農林資源環境科学科 生産環境管理学プログラム［2005］

12 九 州 大 学 農学部 生物資源環境学科 生物資源生産科学コース 生物生産環境工学分野 農業土木プログラム［2005］

13 琉 球 大 学 農学部 地域農業工学科 地域環境工学コース［2008］

育
て
る
最
大
の
契
機
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
そ
う
で
す
、
そ
し
て
次
の
大
学
院
も
含
め
て
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
場
は
、本
や
ペ
ー
パ
ー

の
世
界
と
違
っ
た
も
の
す
ご
い
面
白
さ
が
あ
っ
て
、
学
生

に
は
早
く
そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
泉
　
先
生
が
楽
し
そ
う
に
研
究
し
て
い
れ
ば
、
学
生
は

集
ま
り
ま
す
か
ら
。

石
田
　
学
会
な
ど
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、

教
員
に
と
っ
て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
し
、

こ
れ
が
将
来
技
術
者
の
養
成
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。J

A
B
E
E
は
大
学
教
育
そ
の
も
の
、

も
っ
と
支
援
を

小
泉
　
宇
都
宮
大
学
農
学
部
の
農
業
環
境
工
学
科
は

J
A
B
E
E
認
定
の
大
学
と
な
っ
て
お
り
、
優
秀
な

技
術
者
が
各
方
面
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
な

傾
向
と
し
て
、
認
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
が
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
き
て

J
A
B
E
E
体
制
維

持
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
学
会

と
し
て
は
宇
都
宮
大

学
を
は
じ
め
頑
張
っ

て
い
る
大
学
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、

専
門
技
術
者
の
育
成

の
在
り
方
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

石
田

J
A
B
E
E

で
は
、
実
際
に
受
審

し
あ
る
い
は
審
査
委
員
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し

ま
し
た
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
二
〇
年
前
以
上
の
こ
と
で
す
が
、
技
術
者
の
卵

を
教
育
す
る
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
ま
で
の

教
育
は
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
何
々
の
科
目
を
や
っ
て
い
て
、

科
目
名
だ
け
見
る
と
全
体
に
つ
な
が
っ
て
い
そ
う
で
す
が
、

中
身
は
個
々
人
に
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
教
育
内

容
が
教
員
個
人
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

J
A
B
E
E
を
受
審
す
る
中
で
、
教
育
内
容
を
き
ち
っ
と

体
系
化
す
る
た
め
に
は
、
教
え
て
い
る
中
身
を
全
科
目
ご

と
に
一
つ
一
つ
見
て
い
き
、
他
の
先
生
の
授
業
の
中
身
に

ま
で
手
を
突
っ
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

い
か
に
無
駄
が
多
い
か
、
欠
け
て
い
る
部
分
が
多
い
か
が

は
っ
き
り
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
に
気
づ
か
さ

れ
た
の
は
、
教
育
は
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

教
育
が
個
人
の
教
育
の
集
合
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
シ

ス
テ
ム
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て

非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
学
部
長
を
や
り
一
二
年
前
に
理
事
に
な
っ
た
時
、

企
画
担
当
を
や
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
教
育
担
当
に

し
て
く
れ
と
言
っ
て
教
育
改
革
を
始
め
ま
し
た
。
理
事
に

な
っ
た
頃
は
、
い
わ
ゆ
る
三
方
針
（
3
P
／
ポ
リ
シ
ー
）

や
評
価
の
透
明
化
な
ど
大
学
の
教
育
改
革
が
嵐
の
よ
う
に

吹
き
荒
れ
て
い
ま
し
た
。3
P
と
は
、「
学
位
授
与
の
方
針
」

「
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
」「
入
学
者
受
入
れ
の
方

針
」。
こ
れ
ら
は
全
部
J
A
B
E
E
で
や
っ
て
い
た
こ
と

で
し
た
。
そ
の
方
針
や
シ
ラ
バ
ス
（
個
々
の
授
業
の
設
計

図
）
は
、
学
生
や
社
会
に
対
す
る
契
約
書
で
あ
り
、
そ
れ

を
守
る
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
教
育
な
の
で
す
。
日

土地改良建設協会が行っている国営事業等フィールド調査学生支援事業の実績
大学名 延べ人数 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

1 北 海 道 大 学 3 1 2
2 帯広畜産大学 1 1
3 弘 前 大 学 1 1
4 岩 手 大 学 2 2
5 秋田県立大学 4 2 2
6 山 形 大 学 1 1
7 茨 城 大 学 1 1
8 宇 都 宮 大 学 2 2
9 東 京 大 学 7 2 2 2 1
10 東京農工大学 5 2 1 2
11 新 潟 大 学 4 2 1 1
12 石川県立大学 1 1
13 岐 阜 大 学 2 1 1
14 三 重 大 学 4 2 2
15 京 都 大 学 6 1 2 3
16 神 戸 大 学 4 2 2
17 鳥 取 大 学 4 1 1 2
18 島 根 大 学 4 2 2
19 愛 媛 大 学 1 1
20 高 知 大 学 2 2
21 九 州 大 学 4 2 1 1
22 佐 賀 大 学 7 3 2 2
23 琉 球 大 学 1 1

計 71 10 24 22 15

本
の
高
等
教
育
改
革
の
原
点
は
、
実
は
J
A
B
E
E
で
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を
果

た
し
ま
し
た
。

小
泉
　
し
か
し
、
日
本
で
は
、
正
直
な
か
な
か
評
価
さ
れ

て
い
ま
せ
ん
ね
。
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
ア
メ
リ
カ
の
技
術
者
教
育
認
定
会
議（
A
B
E
T
）

に
お
い
て
は
、
比
較
的
中
小
で
弱
小
な
大
学
が
や
り
始
め

て
全
土
に
伝
わ
っ
て
い
き
ま
し
た
。
我
々
も
そ
の
よ
う
な

流
れ
を
期
待
し
て
い
ま
し
た
が
、
日
本
で
は
そ
の
広
が
り

は
全
国
規
模
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
組
織
と
し
て
や

る
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
か
ら
で
す
。
こ
れ
を
や
る
こ
と
で
学

生
に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
、
あ
る
い
は
倍
率
も
上
が

る
と
か
レ
ベ
ル
が
上
が
る
、
と
い
う
の
が
な
い
か
ぎ
り
、

組
織
も
個
人
の
教
員
も
苦
労
し
て
続
け
る
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
が
湧
き
ま
せ
ん
。
結
局
、
採
用
側
が
J
A
B
E
E
を
全

く
評
価
し
な
か
っ
た
こ
と
に
尽
き
ま
す
。
中
教
審
の
会
議

で
、
経
団
連
の
理
事
が
「
大
学
の
教
育
も
産
業
界
と
し
っ

か
り
連
携
し
透
明
感
を
も
っ
て
教
育
の
質
を
保
証
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
た
の
で
、
私
は
「
そ
れ

を
追
求
し
よ
う
と
し
た
J
A
B
E
E
は
産
業
界
か
ら
評
価

さ
れ
な
か
っ
た
。
産
業
界
が
本
当
に
望
ん
で
い
る
こ
と
は

何
な
の
で
し
ょ
う
か
」
と
聞
き
返
し
ま
し
た
。
言
葉
と
し

て
言
っ
て
い
る
だ
け
で
評
価
し
な
い
、
評
価
し
な
い
か
ら

一
向
に
上
が
っ
て
い
か
な
い
、
評
価
し
少
し
で
も
褒
め
て

い
た
な
ら
ば
、
だ
ん
だ
ん
良
く
な
っ
て
い
く
は
ず
で
す
。

小
泉
　
民
間
の
方
で
も
、
大
学
の
先
生
に
対
し
誰
で
も
い

い
か
ら
学
生
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
み
た
い
な
と
こ
ろ
が
あ

り
ま
す
。
J
A
B
E
E
を
や
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
ほ
し
い

と
言
っ
て
く
れ
れ
ば
い
い
の
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
く
、

誰
で
も
い
い
か
ら
ほ
し
い
み
た
い
に
言
う
か
ら
、
返
っ
て

J
A
B
E
E
っ
て
何
な
ん
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

た
だ
、
入
っ
て
か
ら
の
再
教
育
の
レ
ベ
ル
が
全
然
違
う
の

で
す
。
J
A
B
E
E
を
や
っ
て
い
る
か
ら
基
礎
的
な
も
の

が
で
き
て
い
る
、
そ
れ
で
採
用
後
の
再
教
育
と
い
う
か
伸

び
が
全
然
違
う
わ
け
で
す
。
学
会
で
も
、
技
術
士
に
限
ら

ず
我
々
の
分
野
で
は
い
ろ
ん
な
資
格
を
関
係
団
体
が
持
っ

て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
農
業
土
木
技
術
管
理
士
の
資
格
試

験
で
は
、
J
A
B
E
E
の
卒
業
生
は
一
次
試
験
免
除
な
ど

い
ろ
ん
な
メ
リ
ッ
ト
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
し
て
、

J
A
B
E
E
の
良
さ
、
メ
リ
ッ
ト
を
大
学
に
も
民
間
に
も

知
ら
し
め
る
活
動
を
一
生
懸
命
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

採
用
面
で
募
集
要
項
に
J
A
B
E
E
の
卒
業
生
は
優
先
し

て
採
用
す
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
採
用
の
一
次
試
験
免
除
と
か
、
せ
め
て
そ
れ
く
ら

い
書
い
て
く
れ
る
と
全
然
違
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
医

学
の
分
野
で
は
、
何
を
ど
う
教
え
る
か
と
い
う
コ
ア
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
が
で
き
て
い
ま
す
が
、
技
術
教
育
に
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
類
す
る
の
は
J
A
B
E
E
だ
け
だ
と
思
い

ま
す
。
そ
こ
の
と
こ
ろ
は
も
っ
と
自
信
を
も
っ
て
や
っ
て

い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

小
泉
　
私
も
何
回
が
J
A
B
E
E
の
審
査
員
を
や
り
ま
し

た
が
、
ど
の
先
生
が
ど
う
い
う
テ
キ
ス
ト
を
使
っ
て
教
育

し
て
い
る
の
か
、
採
点
の
仕
方
を
ど
う
し
て
い
る
の
か
、

卒
業
生
が
ど
の
よ
う
に
活
躍
し
て
い
る
か
、
そ
れ
を

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
し
て
い
る
、
と
て
も
い
い
仕
組
み
だ
と

思
い
ま
す
。
卒
業
生
が
社
会
で
ど
う
活
躍
し
て
い
る
か
を
、

大
学
側
が
持
ち
帰
っ
て
教
育
の
見
直
し
に
反
映
し
て
い
く

わ
け
で
す
。
同
窓
会
で
卒
業
生
の
団
体
、
O
B
か
ら
要
望

農業工学及び関連のエンジニアリング分野〈2021年4月時点での JABEE プログラム：13 教育機関 13プログラム〉

1 弘 前 大 学 農学生命科学部 地域環境工学科 農業土木コース［2005］

2 北 里 大 学 獣医学部 生物環境科学科 環境修復プログラム［2006］

3 宇 都 宮 大 学 農学部 農業環境工学科 水土環境工学及び食料生産システム工学コース［2003］

4 東京農業大学 地域環境科学部 生産環境工学科 農業工学プログラム［2003］

5 日 本 大 学 生物資源科学部 生物環境工学科 地域環境工学プログラム［2003］

6 三 重 大 学 生物資源学部共生環境学科地域環境デザイン学教育コース農業土木学プログラム［2005］

7 神 戸 大 学 農学部 食料環境システム学科 生産環境工学コース 地域環境工学プログラム［2004］

8 島 根 大 学 生物資源科学部 地域環境科学科 地域工学教育コース［2006］

9 岡 山 大 学 環境理工学部 環境管理工学科［2004］

10 愛 媛 大 学 農学部 生物環境学科 地域環境工学コース 農業土木プログラム［2002］

11 高 知 大 学 農林海洋科学部 農林資源環境科学科 生産環境管理学プログラム［2005］

12 九 州 大 学 農学部 生物資源環境学科 生物資源生産科学コース 生物生産環境工学分野 農業土木プログラム［2005］

13 琉 球 大 学 農学部 地域農業工学科 地域環境工学コース［2008］

育
て
る
最
大
の
契
機
に
な
る
と
思
う
の
で
す
が
、
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
そ
う
で
す
、
そ
し
て
次
の
大
学
院
も
含
め
て
つ
な

が
っ
て
い
く
と
思
っ
て
い
ま
す
。現
場
は
、本
や
ペ
ー
パ
ー

の
世
界
と
違
っ
た
も
の
す
ご
い
面
白
さ
が
あ
っ
て
、
学
生

に
は
早
く
そ
れ
に
気
づ
か
せ
て
あ
げ
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
泉
　
先
生
が
楽
し
そ
う
に
研
究
し
て
い
れ
ば
、
学
生
は

集
ま
り
ま
す
か
ら
。

石
田
　
学
会
な
ど
か
ら
ご
支
援
を
い
た
だ
い
て
い
る
の
は
、

教
員
に
と
っ
て
も
、
学
生
に
と
っ
て
も
あ
り
が
た
い
し
、

こ
れ
が
将
来
技
術
者
の
養
成
に
つ
な
が
る
と
思
っ
て
い
ま

す
。J

A
B
E
E
は
大
学
教
育
そ
の
も
の
、

も
っ
と
支
援
を

小
泉
　
宇
都
宮
大
学
農
学
部
の
農
業
環
境
工
学
科
は

J
A
B
E
E
認
定
の
大
学
と
な
っ
て
お
り
、
優
秀
な

技
術
者
が
各
方
面
で

活
躍
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
全
国
的
な

傾
向
と
し
て
、
認
定

プ
ロ
グ
ラ
ム
数
が
ど

ん
ど
ん
減
っ
て
き
て

J
A
B
E
E
体
制
維

持
が
困
難
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
学
会

と
し
て
は
宇
都
宮
大

学
を
は
じ
め
頑
張
っ

て
い
る
大
学
を
支
援

し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
が
、

専
門
技
術
者
の
育
成

の
在
り
方
に
つ
い
て

は
ど
の
よ
う
に
お
考

え
で
す
か
。

石
田

J
A
B
E
E

で
は
、
実
際
に
受
審

し
あ
る
い
は
審
査
委
員
長
を
や
ら
せ
て
い
た
だ
い
た
り
し

ま
し
た
が
、
と
て
も
大
切
な
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
二
〇
年
前
以
上
の
こ
と
で
す
が
、
技
術
者
の
卵

を
教
育
す
る
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
今
ま
で
の

教
育
は
そ
れ
ぞ
れ
の
先
生
が
何
々
の
科
目
を
や
っ
て
い
て
、

科
目
名
だ
け
見
る
と
全
体
に
つ
な
が
っ
て
い
そ
う
で
す
が
、

中
身
は
個
々
人
に
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま
り
教
育
内

容
が
教
員
個
人
に
依
存
し
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

J
A
B
E
E
を
受
審
す
る
中
で
、
教
育
内
容
を
き
ち
っ
と

体
系
化
す
る
た
め
に
は
、
教
え
て
い
る
中
身
を
全
科
目
ご

と
に
一
つ
一
つ
見
て
い
き
、
他
の
先
生
の
授
業
の
中
身
に

ま
で
手
を
突
っ
込
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、

い
か
に
無
駄
が
多
い
か
、
欠
け
て
い
る
部
分
が
多
い
か
が

は
っ
き
り
わ
か
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
時
に
気
づ
か
さ

れ
た
の
は
、
教
育
は
シ
ス
テ
ム
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

教
育
が
個
人
の
教
育
の
集
合
で
は
な
く
、
組
織
と
し
て
シ

ス
テ
ム
で
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
。
こ
れ
は
私
に
と
っ
て

非
常
に
プ
ラ
ス
に
な
り
ま
し
た
。

　
私
は
、
学
部
長
を
や
り
一
二
年
前
に
理
事
に
な
っ
た
時
、

企
画
担
当
を
や
れ
と
言
わ
れ
た
の
で
す
が
、
教
育
担
当
に

し
て
く
れ
と
言
っ
て
教
育
改
革
を
始
め
ま
し
た
。
理
事
に

な
っ
た
頃
は
、
い
わ
ゆ
る
三
方
針
（
3
P
／
ポ
リ
シ
ー
）

や
評
価
の
透
明
化
な
ど
大
学
の
教
育
改
革
が
嵐
の
よ
う
に

吹
き
荒
れ
て
い
ま
し
た
。3
P
と
は
、「
学
位
授
与
の
方
針
」

「
教
育
課
程
編
成
・
実
施
の
方
針
」「
入
学
者
受
入
れ
の
方

針
」。
こ
れ
ら
は
全
部
J
A
B
E
E
で
や
っ
て
い
た
こ
と

で
し
た
。
そ
の
方
針
や
シ
ラ
バ
ス
（
個
々
の
授
業
の
設
計

図
）
は
、
学
生
や
社
会
に
対
す
る
契
約
書
で
あ
り
、
そ
れ

を
守
る
こ
と
が
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
教
育
な
の
で
す
。
日

土地改良建設協会が行っている国営事業等フィールド調査学生支援事業の実績
大学名 延べ人数 平成29年度 平成30年度 令和元年度 令和2年度

1 北 海 道 大 学 3 1 2
2 帯広畜産大学 1 1
3 弘 前 大 学 1 1
4 岩 手 大 学 2 2
5 秋田県立大学 4 2 2
6 山 形 大 学 1 1
7 茨 城 大 学 1 1
8 宇 都 宮 大 学 2 2
9 東 京 大 学 7 2 2 2 1
10 東京農工大学 5 2 1 2
11 新 潟 大 学 4 2 1 1
12 石川県立大学 1 1
13 岐 阜 大 学 2 1 1
14 三 重 大 学 4 2 2
15 京 都 大 学 6 1 2 3
16 神 戸 大 学 4 2 2
17 鳥 取 大 学 4 1 1 2
18 島 根 大 学 4 2 2
19 愛 媛 大 学 1 1
20 高 知 大 学 2 2
21 九 州 大 学 4 2 1 1
22 佐 賀 大 学 7 3 2 2
23 琉 球 大 学 1 1

計 71 10 24 22 15
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私
か
ら
見
た

土
地
改
良

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
学
生
と

の
対
面
授
業
が
で
き
な
い
、
親
御
さ
ん
も
心
配
だ
、
不
満

も
不
安
も
あ
る
だ
ろ
う
、
そ
う
し
た
時
何
を
し
た
ら
よ
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
や
は
り
、
直
接
会
っ
て
話
す
の
が
一

番
だ
、
し
か
し
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ
れ
で
は
我
々

が
出
向
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
東
北
を
中
心
に
東
日
本
の

一
二
会
場
で
個
別
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
七
会
場
に
、

ほ
か
に
副
学
長
と
学
部
教
員
が
各
地
域
の
会
場
に
出
向
き

ま
し
た
。
大
学
は
こ
う
い
う
方
針
で
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
て

い
る
と
お
伝
え
し
、
親
御
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
に
丁
寧
に

答
え
、
そ
の
後
、
個
人
の
学
生
ご
と
に
前
期
の
成
績
表
を

渡
し
親
御
さ
ん
も
含
め
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

非
常
に
好
評
で
し
た
。
N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

小
泉
　
そ
の
あ
た
り
が
、
学
長
が
言
わ
れ
る
〝
日
本
で
一

番
学
生
を
大
切
に
思
う
大
学
で
あ
り
た
い
〞
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
そ
う
で
す
、
ま
さ
に
そ
れ
の
一
つ
の
表
わ
れ
で
あ

る
と
。
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
現
実
に
そ
れ
を
小

さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
積
み
重
ね
る
、
そ
れ
を
ト
ッ
プ

も
含
め
て
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
で
き
る
の
が
う
ち
の
よ
う

な
小
さ
な
大
学
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
学
会
と
し
て
も
、
最
初
は
本
部
主
導
で
全
国
大
会

に
合
わ
せ
地
域
の
高
校
生
を
呼
ん
で
紹
介
し
よ
う
か
な
ど

い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
集
ま
り
が
悪
く
、

結
局
、
地
域
を
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る
大
学
に
積
極
的

に
や
っ
て
も
ら
う
方
が
非
常
に
効
果
の
あ
る
方
法
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
支
部
単
位
で
高
校

生
、
大
学
生
、
特
に
分
属
前
の
学
生
に
説
明
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
支
部
の
お
金
を
使
っ
て
紹
介
す
る
場
を
確
保
す
る
、

ま
さ
に
地
域
密
着
型
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

石
田
　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

密
着
し
て
面
と
面
で
向
き
合
う
こ
と
を
一
層
大
切
に
し
な

い
と
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
相
談

会
は
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
東
北
地
域
で
本

学
に
入
学
し
た
一
年
生
の
三
分
の
一
が
出
席
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
人
弱
中
六
〇
人
以
上
で
す
。

小
泉
　
県
外
か
ら
来
る
学
生
の
割
合
は
、
ど
の
程
度
で

し
ょ
う
か
。

石
田
　
県
内
が
三
分
の
一
、
東
北
が
か
つ
て
三
分
の
一
で

し
た
が
、
景
気
の
悪
化
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
最
近
は
三

割
を
切
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
茨
城
、
埼
玉
が
多
い
で

す
。
意
外
と
静
岡
も
多
く
、
特
に
農
学
部
は
多
い
で
す
ね
。

基
本
的
に
は
東
北
と
関
東
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
高
校
生
、
高
校
教
員
、
親
、
そ
し
て
こ
の
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
長
は
大
学
の
広
報
マ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ろ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
学
長
に
な
っ
た
時
、
栃
木
県
二
五
市
町
全

部
を
回
っ
て
首
長
と
じ
っ
く
り
お
話
し
し
て
私
の
考
え
も

説
明
し
、
二
期
目
に
な
っ
た
時
、
二
五
市
町
全
部
と
連
携

協
定
を
結
び
ま
し
た
。
本
学
は
地
元
に
か
わ
い
が
っ
て
も

ら
っ
て
な
ん
ぼ
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ

は
徹
底
的
に
や
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
宇
都
宮

大
学
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
ね
と
頻
繁
に
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

コ
ロ
ナ
禍
で
寄
付
に
よ
る
学
生
支
援
を
実
現

小
泉
　
以
前
か
ら
か
な
り
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
力
を
入

れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
。

石
田
　
三
・一
一
の
時
、
私
は
学
生
担
当
の
理
事
で
し
た

が
、
た
ぶ
ん
全
国
で
は
初
め
て
大
学
で
組
織
し
た
現
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
大
震
災
が
発
生

し
た
後
、
多
く
の
学
生
が
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き

た
が
っ
た
の
で
す
が
、
被
災
地
の
こ
と
を
考
え
て
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
、
一
か
月
後
の
四
月
十
一
日
、
何
人
か
の
教
職
員

と
被
災
地
（
石
巻
市
）
の
様
子
を
見
に
行
き
、
我
々
が
対

応
で
き
る
の
か
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
の
か
、
石
巻
の
社
協

と
相
談
し
O
K
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
民
館
の
屋
上
に

バ
ス
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た
雄
勝
町
に
行
っ
た
と
き
は
驚

き
ま
し
た
、
民
家
は
完
全
に
な
く
な
り
、
土
を
見
た
ら
ミ

ミ
ズ
一
匹
い
ま
せ
ん
。
空
に
カ
ラ
ス
一
羽
飛
ん
で
い
な
い
、

本
当
に
死
の
世
界
で
し
た
。
泥
ま
み
れ
の
筆
箱
を
拾
っ
て

み
る
と
〝
2
年
×
組
×
×
も
え
〞
と
書
い
て
あ
る
、
こ
こ

に
生
活
が
あ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
、
そ
う
い
う
現
実
に
触
れ

な
い
で
教
室
で
講
義
を
受
け
て
い
る
の
で
は
ダ
メ
だ
、
そ

れ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
送
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
す
。

　
四
月
、
五
月
の
連
休
の
時
、
大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

バ
ス
を
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
向
こ
う
も
大
勢
に

来
て
も
ら
っ
て
も
困
る
の
で
、
バ
ス
一
台
四
〇
人
規
模
で

夜
十
時
く
ら
い
に
出
発
し
朝
四
時
く
ら
い
に
到
着
し
ま
し

た
。
泥
掻
き
を
中
心
に
夕
方
の
四
時
く
ら
い
ま
で
や
っ
て

帰
っ
て
く
る
と
第
二
次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
発
す
る
、

こ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
わ
け
で
す
。
宇
都
宮
大
学
と

い
う
の
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
実
学
、
現

を
聞
く
こ
と
が
、
い
ろ
ん
な
大
学
に
と
っ
て
刺
激
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
私
立
系
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
。

石
田

J
A
B
E
E
が
多
く
の
大
学
の
他
の
分
野
に
も
波

及
し
て
い
っ
た
ら
、
日
本
の
高
等
教
育
は
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
り
、
先
生
が

レ
ポ
ー
ト
を
出
す
が
返
っ
て
こ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
が
、
J
A
B
E
E
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と

で
す
。
本
学
で
は
J
A
B
E
E
の
審
査
費
に
つ
い
て
、
大

学
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

小
泉
　
審
査
費
自
体
も
民
間
か
ら
の
寄
付
を
お
願
い
し
て

い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

石
田

J
A
B
E
E
を
維
持
す
る
た
め
の
お
金
が
大
学
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
額
一
〇
〇
万
円
、
二
〇
〇
万
円
と
か

か
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
学
科
だ
け
に
支
援
す
る
と

い
う
の
は
難
し
く
一
部
の
援
助
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
い
ず
れ
は
利
益
を
得
る
で
あ
ろ
う
関

連
す
る
企
業
が
支
援
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
。
J
A
B
E
E
に
つ
い
て
は
、
そ
ん
な
大
金
で

な
く
て
も
、
最
初
は
五
万
円
、
一
〇
万
円
で
い
い
の
で
す
。

出
口
が
J
A
B
E
E
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
形
が
見
え

れ
ば
、
受
審
す
る
側
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
り
ま
す

し
、
結
果
と
し
て
よ
い
学
生
が
輩
出
さ
れ
、
支
援
も
膨
ら

ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
好
循
環
の
キ
ッ
カ
ケ

と
な
る
支
援
を
是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
泉
　
私
は
学
会
に
来
て
六
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
寄
付

と
し
て
よ
う
や
く
四
〇
〇
万
円
、
五
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
集

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
お
金
を
審
査
な
ど
に

支
援
し
た
い
し
、
研
究
費
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

民
間
、
国
を
挙
げ
て
、
人
材
育
成
の
た
め
の
研
究
テ
ー
マ
、

研
究
資
金
な
ど
い
ろ
ん
な
支
援
を
し
な
い
と
、
大
学
単
独

で
や
る
と
い
う
の
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で
す
。

石
田
　
例
え
ば
、
民
間
企
業
が
大
学
に
寄
付
を
す
る
、
そ

う
し
ま
す
と
損
金
に
算
入
さ
れ
や
り
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
共
同
研
究
で
は
な
く
一
般
寄
付
金
に
す
る

と
い
っ
た
方
法
も
考
え
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
、
新
た
な
学
生
確
保
の
取
組
を
実
践

小
泉
　
先
ほ
ど
の
お
話
に
よ
る
と
、
農
学
部
自
体
の
定
員

を
増
や
す
べ
き
だ
と
か
、
修
士
課
程
は
そ
れ
な
り
に
充
足

し
て
い
る
が
ド
ク
タ
ー
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
学

会
で
は
L
I
N
E
に
よ
る
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
や

進
学
情
報
誌
へ
の
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
宇
都

宮
大
学
で
は
学
生
を
確
保
す
る
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
ま
す
か
。

石
田
　
当
然
、
L
I
N
E
と
か
S
N
S
系
の
も
の
は
や
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
こ
の
大
学
も
や
っ
て
い
る
の
で

埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
、
な
か
な
か
難
し
い
。
学
生
を
集
め

る
広
報
は
本
当
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
の
大
学

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
お
付
き
合
い
で
や
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
高
校
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

小
泉
　
出
前
事
業
を
や
っ
て
い
る
と
か
、
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
え
え
、
か
な
り
や
っ
て
い
ま
す
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
学
が
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
し
う
る
傑
出
し
た
科
学
技
術
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
で
卓
越
し
た
意
欲
・
能
力
を
有

す
る
高
校
生
等
を
募
集
・
選
抜
し
、
国
際
的
な
活
動
を
含

む
高
度
で
体
系
的
な
、
理
数
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
等
を
行
う
こ
と
を
支
援
）
の
二
期
目
に
入
り
ま
し
た
。

一
昨
年
に
二
期
の
審
査
に
通
っ
た
の
は
本
学
と
筑
波
大
学

だ
け
で
す
。
た
だ
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
の
は
優
秀

な
生
徒
な
の
で
本
学
に
入
学
す
る
人
数
は
限
定
的
で
す
。

で
も
、
あ
そ
こ
は
と
て
も
い
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
大
学
、

そ
の
こ
と
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
高
校
を
呼
ん
で
本
学
の
講
義
を
受
け
さ
せ
る
、
ア
グ

リ
カ
レ
ッ
ジ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
バ
イ
テ
ク

講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。
本
学
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の

分
野
が
強
く
、
七
人
の
教
員
し
か
い
な
い
セ
ン
タ
ー
で
す

が
全
員
が
学
会
学
術
賞
、
学
会
奨
励
賞
、
文
科
大
臣
若
手

研
究
者
賞
と
い
っ
た
も
の
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が

年
間
三
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の
高
校
生
を
対
象
に
、
何
回
か
に

分
け
て
D
N
A
解
析
法
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
雑

誌
や
地
元
紙
に
載
る
こ
と
も
一
つ
ア
ピ
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
奇
を
て
ら
う
の
で
は
な
く
、
高
校
生
に
魅
力
を
伝

え
る
の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
進
路
を
決
め
る
の
に
影
響
力
が
あ
る
の

は
高
校
の
先
生
で
す
。
で
す
か
ら
、
高
校
の
進
路
指
導
教

員
と
は
、
県
内
レ
ベ
ル
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
情
報
交
換
、
端
的
に
言
え
ば
飲
み
会
を
、
定
期

的
に
年
二
回
く
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
。
高
校
の
先
生
と
の

信
頼
関
係
、
こ
れ
が
二
つ
目
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
親
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ
の
大
学
は
面
倒
を
よ
く
見
て
く

れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
本
当
は
大
学
生
に
な
れ
ば
面
倒

な
ん
か
見
な
く
て
も
い
い
の
で
す
が
、
今
ど
き
の
親
御
さ

ん
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
気
に
さ
れ
ま
す
。
元
々
年
一
回
、

希
望
者
に
定
期
的
な
個
人
面
談
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
学
生
と

の
対
面
授
業
が
で
き
な
い
、
親
御
さ
ん
も
心
配
だ
、
不
満

も
不
安
も
あ
る
だ
ろ
う
、
そ
う
し
た
時
何
を
し
た
ら
よ
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
や
は
り
、
直
接
会
っ
て
話
す
の
が
一

番
だ
、
し
か
し
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ
れ
で
は
我
々

が
出
向
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
東
北
を
中
心
に
東
日
本
の

一
二
会
場
で
個
別
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
七
会
場
に
、

ほ
か
に
副
学
長
と
学
部
教
員
が
各
地
域
の
会
場
に
出
向
き

ま
し
た
。
大
学
は
こ
う
い
う
方
針
で
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
て

い
る
と
お
伝
え
し
、
親
御
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
に
丁
寧
に

答
え
、
そ
の
後
、
個
人
の
学
生
ご
と
に
前
期
の
成
績
表
を

渡
し
親
御
さ
ん
も
含
め
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

非
常
に
好
評
で
し
た
。
N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

小
泉
　
そ
の
あ
た
り
が
、
学
長
が
言
わ
れ
る
〝
日
本
で
一

番
学
生
を
大
切
に
思
う
大
学
で
あ
り
た
い
〞
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
そ
う
で
す
、
ま
さ
に
そ
れ
の
一
つ
の
表
わ
れ
で
あ

る
と
。
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
現
実
に
そ
れ
を
小

さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
積
み
重
ね
る
、
そ
れ
を
ト
ッ
プ

も
含
め
て
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
で
き
る
の
が
う
ち
の
よ
う

な
小
さ
な
大
学
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
学
会
と
し
て
も
、
最
初
は
本
部
主
導
で
全
国
大
会

に
合
わ
せ
地
域
の
高
校
生
を
呼
ん
で
紹
介
し
よ
う
か
な
ど

い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
集
ま
り
が
悪
く
、

結
局
、
地
域
を
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る
大
学
に
積
極
的

に
や
っ
て
も
ら
う
方
が
非
常
に
効
果
の
あ
る
方
法
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
支
部
単
位
で
高
校

生
、
大
学
生
、
特
に
分
属
前
の
学
生
に
説
明
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
支
部
の
お
金
を
使
っ
て
紹
介
す
る
場
を
確
保
す
る
、

ま
さ
に
地
域
密
着
型
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

石
田
　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

密
着
し
て
面
と
面
で
向
き
合
う
こ
と
を
一
層
大
切
に
し
な

い
と
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
相
談

会
は
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
東
北
地
域
で
本

学
に
入
学
し
た
一
年
生
の
三
分
の
一
が
出
席
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
人
弱
中
六
〇
人
以
上
で
す
。

小
泉
　
県
外
か
ら
来
る
学
生
の
割
合
は
、
ど
の
程
度
で

し
ょ
う
か
。

石
田
　
県
内
が
三
分
の
一
、
東
北
が
か
つ
て
三
分
の
一
で

し
た
が
、
景
気
の
悪
化
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
最
近
は
三

割
を
切
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
茨
城
、
埼
玉
が
多
い
で

す
。
意
外
と
静
岡
も
多
く
、
特
に
農
学
部
は
多
い
で
す
ね
。

基
本
的
に
は
東
北
と
関
東
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
高
校
生
、
高
校
教
員
、
親
、
そ
し
て
こ
の
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
長
は
大
学
の
広
報
マ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ろ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
学
長
に
な
っ
た
時
、
栃
木
県
二
五
市
町
全

部
を
回
っ
て
首
長
と
じ
っ
く
り
お
話
し
し
て
私
の
考
え
も

説
明
し
、
二
期
目
に
な
っ
た
時
、
二
五
市
町
全
部
と
連
携

協
定
を
結
び
ま
し
た
。
本
学
は
地
元
に
か
わ
い
が
っ
て
も

ら
っ
て
な
ん
ぼ
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ

は
徹
底
的
に
や
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
宇
都
宮

大
学
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
ね
と
頻
繁
に
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

コ
ロ
ナ
禍
で
寄
付
に
よ
る
学
生
支
援
を
実
現

小
泉
　
以
前
か
ら
か
な
り
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
力
を
入

れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
。

石
田
　
三
・一
一
の
時
、
私
は
学
生
担
当
の
理
事
で
し
た

が
、
た
ぶ
ん
全
国
で
は
初
め
て
大
学
で
組
織
し
た
現
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
大
震
災
が
発
生

し
た
後
、
多
く
の
学
生
が
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き

た
が
っ
た
の
で
す
が
、
被
災
地
の
こ
と
を
考
え
て
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
、
一
か
月
後
の
四
月
十
一
日
、
何
人
か
の
教
職
員

と
被
災
地
（
石
巻
市
）
の
様
子
を
見
に
行
き
、
我
々
が
対

応
で
き
る
の
か
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
の
か
、
石
巻
の
社
協

と
相
談
し
O
K
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
民
館
の
屋
上
に

バ
ス
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た
雄
勝
町
に
行
っ
た
と
き
は
驚

き
ま
し
た
、
民
家
は
完
全
に
な
く
な
り
、
土
を
見
た
ら
ミ

ミ
ズ
一
匹
い
ま
せ
ん
。
空
に
カ
ラ
ス
一
羽
飛
ん
で
い
な
い
、

本
当
に
死
の
世
界
で
し
た
。
泥
ま
み
れ
の
筆
箱
を
拾
っ
て

み
る
と
〝
2
年
×
組
×
×
も
え
〞
と
書
い
て
あ
る
、
こ
こ

に
生
活
が
あ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
、
そ
う
い
う
現
実
に
触
れ

な
い
で
教
室
で
講
義
を
受
け
て
い
る
の
で
は
ダ
メ
だ
、
そ

れ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
送
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
す
。

　
四
月
、
五
月
の
連
休
の
時
、
大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

バ
ス
を
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
向
こ
う
も
大
勢
に

来
て
も
ら
っ
て
も
困
る
の
で
、
バ
ス
一
台
四
〇
人
規
模
で

夜
十
時
く
ら
い
に
出
発
し
朝
四
時
く
ら
い
に
到
着
し
ま
し

た
。
泥
掻
き
を
中
心
に
夕
方
の
四
時
く
ら
い
ま
で
や
っ
て

帰
っ
て
く
る
と
第
二
次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
発
す
る
、

こ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
わ
け
で
す
。
宇
都
宮
大
学
と

い
う
の
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
実
学
、
現

を
聞
く
こ
と
が
、
い
ろ
ん
な
大
学
に
と
っ
て
刺
激
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
私
立
系
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
。

石
田

J
A
B
E
E
が
多
く
の
大
学
の
他
の
分
野
に
も
波

及
し
て
い
っ
た
ら
、
日
本
の
高
等
教
育
は
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
り
、
先
生
が

レ
ポ
ー
ト
を
出
す
が
返
っ
て
こ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
が
、
J
A
B
E
E
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と

で
す
。
本
学
で
は
J
A
B
E
E
の
審
査
費
に
つ
い
て
、
大

学
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

小
泉
　
審
査
費
自
体
も
民
間
か
ら
の
寄
付
を
お
願
い
し
て

い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

石
田

J
A
B
E
E
を
維
持
す
る
た
め
の
お
金
が
大
学
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
額
一
〇
〇
万
円
、
二
〇
〇
万
円
と
か

か
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
学
科
だ
け
に
支
援
す
る
と

い
う
の
は
難
し
く
一
部
の
援
助
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
い
ず
れ
は
利
益
を
得
る
で
あ
ろ
う
関

連
す
る
企
業
が
支
援
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
。
J
A
B
E
E
に
つ
い
て
は
、
そ
ん
な
大
金
で

な
く
て
も
、
最
初
は
五
万
円
、
一
〇
万
円
で
い
い
の
で
す
。

出
口
が
J
A
B
E
E
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
形
が
見
え

れ
ば
、
受
審
す
る
側
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
り
ま
す

し
、
結
果
と
し
て
よ
い
学
生
が
輩
出
さ
れ
、
支
援
も
膨
ら

ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
好
循
環
の
キ
ッ
カ
ケ

と
な
る
支
援
を
是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
泉
　
私
は
学
会
に
来
て
六
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
寄
付

と
し
て
よ
う
や
く
四
〇
〇
万
円
、
五
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
集

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
お
金
を
審
査
な
ど
に

支
援
し
た
い
し
、
研
究
費
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

民
間
、
国
を
挙
げ
て
、
人
材
育
成
の
た
め
の
研
究
テ
ー
マ
、

研
究
資
金
な
ど
い
ろ
ん
な
支
援
を
し
な
い
と
、
大
学
単
独

で
や
る
と
い
う
の
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で
す
。

石
田
　
例
え
ば
、
民
間
企
業
が
大
学
に
寄
付
を
す
る
、
そ

う
し
ま
す
と
損
金
に
算
入
さ
れ
や
り
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
共
同
研
究
で
は
な
く
一
般
寄
付
金
に
す
る

と
い
っ
た
方
法
も
考
え
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
、
新
た
な
学
生
確
保
の
取
組
を
実
践

小
泉
　
先
ほ
ど
の
お
話
に
よ
る
と
、
農
学
部
自
体
の
定
員

を
増
や
す
べ
き
だ
と
か
、
修
士
課
程
は
そ
れ
な
り
に
充
足

し
て
い
る
が
ド
ク
タ
ー
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
学

会
で
は
L
I
N
E
に
よ
る
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
や

進
学
情
報
誌
へ
の
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
宇
都

宮
大
学
で
は
学
生
を
確
保
す
る
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
ま
す
か
。

石
田
　
当
然
、
L
I
N
E
と
か
S
N
S
系
の
も
の
は
や
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
こ
の
大
学
も
や
っ
て
い
る
の
で

埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
、
な
か
な
か
難
し
い
。
学
生
を
集
め

る
広
報
は
本
当
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
の
大
学

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
お
付
き
合
い
で
や
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
高
校
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

小
泉
　
出
前
事
業
を
や
っ
て
い
る
と
か
、
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
え
え
、
か
な
り
や
っ
て
い
ま
す
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
学
が
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
し
う
る
傑
出
し
た
科
学
技
術
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
で
卓
越
し
た
意
欲
・
能
力
を
有

す
る
高
校
生
等
を
募
集
・
選
抜
し
、
国
際
的
な
活
動
を
含

む
高
度
で
体
系
的
な
、
理
数
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
等
を
行
う
こ
と
を
支
援
）
の
二
期
目
に
入
り
ま
し
た
。

一
昨
年
に
二
期
の
審
査
に
通
っ
た
の
は
本
学
と
筑
波
大
学

だ
け
で
す
。
た
だ
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
の
は
優
秀

な
生
徒
な
の
で
本
学
に
入
学
す
る
人
数
は
限
定
的
で
す
。

で
も
、
あ
そ
こ
は
と
て
も
い
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
大
学
、

そ
の
こ
と
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
高
校
を
呼
ん
で
本
学
の
講
義
を
受
け
さ
せ
る
、
ア
グ

リ
カ
レ
ッ
ジ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
バ
イ
テ
ク

講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。
本
学
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の

分
野
が
強
く
、
七
人
の
教
員
し
か
い
な
い
セ
ン
タ
ー
で
す

が
全
員
が
学
会
学
術
賞
、
学
会
奨
励
賞
、
文
科
大
臣
若
手

研
究
者
賞
と
い
っ
た
も
の
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が

年
間
三
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の
高
校
生
を
対
象
に
、
何
回
か
に

分
け
て
D
N
A
解
析
法
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
雑

誌
や
地
元
紙
に
載
る
こ
と
も
一
つ
ア
ピ
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
奇
を
て
ら
う
の
で
は
な
く
、
高
校
生
に
魅
力
を
伝

え
る
の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
進
路
を
決
め
る
の
に
影
響
力
が
あ
る
の

は
高
校
の
先
生
で
す
。
で
す
か
ら
、
高
校
の
進
路
指
導
教

員
と
は
、
県
内
レ
ベ
ル
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
情
報
交
換
、
端
的
に
言
え
ば
飲
み
会
を
、
定
期

的
に
年
二
回
く
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
。
高
校
の
先
生
と
の

信
頼
関
係
、
こ
れ
が
二
つ
目
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
親
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ
の
大
学
は
面
倒
を
よ
く
見
て
く

れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
本
当
は
大
学
生
に
な
れ
ば
面
倒

な
ん
か
見
な
く
て
も
い
い
の
で
す
が
、
今
ど
き
の
親
御
さ

ん
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
気
に
さ
れ
ま
す
。
元
々
年
一
回
、

希
望
者
に
定
期
的
な
個
人
面
談
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
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今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
学
生
と

の
対
面
授
業
が
で
き
な
い
、
親
御
さ
ん
も
心
配
だ
、
不
満

も
不
安
も
あ
る
だ
ろ
う
、
そ
う
し
た
時
何
を
し
た
ら
よ
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
や
は
り
、
直
接
会
っ
て
話
す
の
が
一

番
だ
、
し
か
し
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ
れ
で
は
我
々

が
出
向
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
東
北
を
中
心
に
東
日
本
の

一
二
会
場
で
個
別
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
七
会
場
に
、

ほ
か
に
副
学
長
と
学
部
教
員
が
各
地
域
の
会
場
に
出
向
き

ま
し
た
。
大
学
は
こ
う
い
う
方
針
で
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
て

い
る
と
お
伝
え
し
、
親
御
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
に
丁
寧
に

答
え
、
そ
の
後
、
個
人
の
学
生
ご
と
に
前
期
の
成
績
表
を

渡
し
親
御
さ
ん
も
含
め
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

非
常
に
好
評
で
し
た
。
N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

小
泉
　
そ
の
あ
た
り
が
、
学
長
が
言
わ
れ
る
〝
日
本
で
一

番
学
生
を
大
切
に
思
う
大
学
で
あ
り
た
い
〞
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
そ
う
で
す
、
ま
さ
に
そ
れ
の
一
つ
の
表
わ
れ
で
あ

る
と
。
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
現
実
に
そ
れ
を
小

さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
積
み
重
ね
る
、
そ
れ
を
ト
ッ
プ

も
含
め
て
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
で
き
る
の
が
う
ち
の
よ
う

な
小
さ
な
大
学
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
学
会
と
し
て
も
、
最
初
は
本
部
主
導
で
全
国
大
会

に
合
わ
せ
地
域
の
高
校
生
を
呼
ん
で
紹
介
し
よ
う
か
な
ど

い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
集
ま
り
が
悪
く
、

結
局
、
地
域
を
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る
大
学
に
積
極
的

に
や
っ
て
も
ら
う
方
が
非
常
に
効
果
の
あ
る
方
法
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
支
部
単
位
で
高
校

生
、
大
学
生
、
特
に
分
属
前
の
学
生
に
説
明
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
支
部
の
お
金
を
使
っ
て
紹
介
す
る
場
を
確
保
す
る
、

ま
さ
に
地
域
密
着
型
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

石
田
　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

密
着
し
て
面
と
面
で
向
き
合
う
こ
と
を
一
層
大
切
に
し
な

い
と
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
相
談

会
は
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
東
北
地
域
で
本

学
に
入
学
し
た
一
年
生
の
三
分
の
一
が
出
席
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
人
弱
中
六
〇
人
以
上
で
す
。

小
泉
　
県
外
か
ら
来
る
学
生
の
割
合
は
、
ど
の
程
度
で

し
ょ
う
か
。

石
田
　
県
内
が
三
分
の
一
、
東
北
が
か
つ
て
三
分
の
一
で

し
た
が
、
景
気
の
悪
化
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
最
近
は
三

割
を
切
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
茨
城
、
埼
玉
が
多
い
で

す
。
意
外
と
静
岡
も
多
く
、
特
に
農
学
部
は
多
い
で
す
ね
。

基
本
的
に
は
東
北
と
関
東
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
高
校
生
、
高
校
教
員
、
親
、
そ
し
て
こ
の
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
長
は
大
学
の
広
報
マ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ろ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
学
長
に
な
っ
た
時
、
栃
木
県
二
五
市
町
全

部
を
回
っ
て
首
長
と
じ
っ
く
り
お
話
し
し
て
私
の
考
え
も

説
明
し
、
二
期
目
に
な
っ
た
時
、
二
五
市
町
全
部
と
連
携

協
定
を
結
び
ま
し
た
。
本
学
は
地
元
に
か
わ
い
が
っ
て
も

ら
っ
て
な
ん
ぼ
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ

は
徹
底
的
に
や
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
宇
都
宮

大
学
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
ね
と
頻
繁
に
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

コ
ロ
ナ
禍
で
寄
付
に
よ
る
学
生
支
援
を
実
現

小
泉
　
以
前
か
ら
か
な
り
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
力
を
入

れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
。

石
田
　
三
・一
一
の
時
、
私
は
学
生
担
当
の
理
事
で
し
た

が
、
た
ぶ
ん
全
国
で
は
初
め
て
大
学
で
組
織
し
た
現
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
大
震
災
が
発
生

し
た
後
、
多
く
の
学
生
が
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き

た
が
っ
た
の
で
す
が
、
被
災
地
の
こ
と
を
考
え
て
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
、
一
か
月
後
の
四
月
十
一
日
、
何
人
か
の
教
職
員

と
被
災
地
（
石
巻
市
）
の
様
子
を
見
に
行
き
、
我
々
が
対

応
で
き
る
の
か
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
の
か
、
石
巻
の
社
協

と
相
談
し
O
K
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
民
館
の
屋
上
に

バ
ス
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た
雄
勝
町
に
行
っ
た
と
き
は
驚

き
ま
し
た
、
民
家
は
完
全
に
な
く
な
り
、
土
を
見
た
ら
ミ

ミ
ズ
一
匹
い
ま
せ
ん
。
空
に
カ
ラ
ス
一
羽
飛
ん
で
い
な
い
、

本
当
に
死
の
世
界
で
し
た
。
泥
ま
み
れ
の
筆
箱
を
拾
っ
て

み
る
と
〝
2
年
×
組
×
×
も
え
〞
と
書
い
て
あ
る
、
こ
こ

に
生
活
が
あ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
、
そ
う
い
う
現
実
に
触
れ

な
い
で
教
室
で
講
義
を
受
け
て
い
る
の
で
は
ダ
メ
だ
、
そ

れ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
送
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
す
。

　
四
月
、
五
月
の
連
休
の
時
、
大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

バ
ス
を
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
向
こ
う
も
大
勢
に

来
て
も
ら
っ
て
も
困
る
の
で
、
バ
ス
一
台
四
〇
人
規
模
で

夜
十
時
く
ら
い
に
出
発
し
朝
四
時
く
ら
い
に
到
着
し
ま
し

た
。
泥
掻
き
を
中
心
に
夕
方
の
四
時
く
ら
い
ま
で
や
っ
て

帰
っ
て
く
る
と
第
二
次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
発
す
る
、

こ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
わ
け
で
す
。
宇
都
宮
大
学
と

い
う
の
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
実
学
、
現

を
聞
く
こ
と
が
、
い
ろ
ん
な
大
学
に
と
っ
て
刺
激
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
私
立
系
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
。

石
田

J
A
B
E
E
が
多
く
の
大
学
の
他
の
分
野
に
も
波

及
し
て
い
っ
た
ら
、
日
本
の
高
等
教
育
は
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
り
、
先
生
が

レ
ポ
ー
ト
を
出
す
が
返
っ
て
こ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
が
、
J
A
B
E
E
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と

で
す
。
本
学
で
は
J
A
B
E
E
の
審
査
費
に
つ
い
て
、
大

学
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

小
泉
　
審
査
費
自
体
も
民
間
か
ら
の
寄
付
を
お
願
い
し
て

い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

石
田

J
A
B
E
E
を
維
持
す
る
た
め
の
お
金
が
大
学
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
額
一
〇
〇
万
円
、
二
〇
〇
万
円
と
か

か
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
学
科
だ
け
に
支
援
す
る
と

い
う
の
は
難
し
く
一
部
の
援
助
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
い
ず
れ
は
利
益
を
得
る
で
あ
ろ
う
関

連
す
る
企
業
が
支
援
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
。
J
A
B
E
E
に
つ
い
て
は
、
そ
ん
な
大
金
で

な
く
て
も
、
最
初
は
五
万
円
、
一
〇
万
円
で
い
い
の
で
す
。

出
口
が
J
A
B
E
E
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
形
が
見
え

れ
ば
、
受
審
す
る
側
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
り
ま
す

し
、
結
果
と
し
て
よ
い
学
生
が
輩
出
さ
れ
、
支
援
も
膨
ら

ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
好
循
環
の
キ
ッ
カ
ケ

と
な
る
支
援
を
是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
泉
　
私
は
学
会
に
来
て
六
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
寄
付

と
し
て
よ
う
や
く
四
〇
〇
万
円
、
五
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
集

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
お
金
を
審
査
な
ど
に

支
援
し
た
い
し
、
研
究
費
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

民
間
、
国
を
挙
げ
て
、
人
材
育
成
の
た
め
の
研
究
テ
ー
マ
、

研
究
資
金
な
ど
い
ろ
ん
な
支
援
を
し
な
い
と
、
大
学
単
独

で
や
る
と
い
う
の
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で
す
。

石
田
　
例
え
ば
、
民
間
企
業
が
大
学
に
寄
付
を
す
る
、
そ

う
し
ま
す
と
損
金
に
算
入
さ
れ
や
り
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
共
同
研
究
で
は
な
く
一
般
寄
付
金
に
す
る

と
い
っ
た
方
法
も
考
え
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
、
新
た
な
学
生
確
保
の
取
組
を
実
践

小
泉
　
先
ほ
ど
の
お
話
に
よ
る
と
、
農
学
部
自
体
の
定
員

を
増
や
す
べ
き
だ
と
か
、
修
士
課
程
は
そ
れ
な
り
に
充
足

し
て
い
る
が
ド
ク
タ
ー
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
学

会
で
は
L
I
N
E
に
よ
る
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
や

進
学
情
報
誌
へ
の
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
宇
都

宮
大
学
で
は
学
生
を
確
保
す
る
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
ま
す
か
。

石
田
　
当
然
、
L
I
N
E
と
か
S
N
S
系
の
も
の
は
や
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
こ
の
大
学
も
や
っ
て
い
る
の
で

埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
、
な
か
な
か
難
し
い
。
学
生
を
集
め

る
広
報
は
本
当
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
の
大
学

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
お
付
き
合
い
で
や
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
高
校
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

小
泉
　
出
前
事
業
を
や
っ
て
い
る
と
か
、
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
え
え
、
か
な
り
や
っ
て
い
ま
す
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
学
が
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
し
う
る
傑
出
し
た
科
学
技
術
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
で
卓
越
し
た
意
欲
・
能
力
を
有

す
る
高
校
生
等
を
募
集
・
選
抜
し
、
国
際
的
な
活
動
を
含

む
高
度
で
体
系
的
な
、
理
数
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
等
を
行
う
こ
と
を
支
援
）
の
二
期
目
に
入
り
ま
し
た
。

一
昨
年
に
二
期
の
審
査
に
通
っ
た
の
は
本
学
と
筑
波
大
学

だ
け
で
す
。
た
だ
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
の
は
優
秀

な
生
徒
な
の
で
本
学
に
入
学
す
る
人
数
は
限
定
的
で
す
。

で
も
、
あ
そ
こ
は
と
て
も
い
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
大
学
、

そ
の
こ
と
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
高
校
を
呼
ん
で
本
学
の
講
義
を
受
け
さ
せ
る
、
ア
グ

リ
カ
レ
ッ
ジ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
バ
イ
テ
ク

講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。
本
学
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の

分
野
が
強
く
、
七
人
の
教
員
し
か
い
な
い
セ
ン
タ
ー
で
す

が
全
員
が
学
会
学
術
賞
、
学
会
奨
励
賞
、
文
科
大
臣
若
手

研
究
者
賞
と
い
っ
た
も
の
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が

年
間
三
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の
高
校
生
を
対
象
に
、
何
回
か
に

分
け
て
D
N
A
解
析
法
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
雑

誌
や
地
元
紙
に
載
る
こ
と
も
一
つ
ア
ピ
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
奇
を
て
ら
う
の
で
は
な
く
、
高
校
生
に
魅
力
を
伝

え
る
の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
進
路
を
決
め
る
の
に
影
響
力
が
あ
る
の

は
高
校
の
先
生
で
す
。
で
す
か
ら
、
高
校
の
進
路
指
導
教

員
と
は
、
県
内
レ
ベ
ル
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
情
報
交
換
、
端
的
に
言
え
ば
飲
み
会
を
、
定
期

的
に
年
二
回
く
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
。
高
校
の
先
生
と
の

信
頼
関
係
、
こ
れ
が
二
つ
目
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
親
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ
の
大
学
は
面
倒
を
よ
く
見
て
く

れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
本
当
は
大
学
生
に
な
れ
ば
面
倒

な
ん
か
見
な
く
て
も
い
い
の
で
す
が
、
今
ど
き
の
親
御
さ

ん
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
気
に
さ
れ
ま
す
。
元
々
年
一
回
、

希
望
者
に
定
期
的
な
個
人
面
談
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
で
学
生
と

の
対
面
授
業
が
で
き
な
い
、
親
御
さ
ん
も
心
配
だ
、
不
満

も
不
安
も
あ
る
だ
ろ
う
、
そ
う
し
た
時
何
を
し
た
ら
よ
い

か
と
考
え
ま
し
た
。
や
は
り
、
直
接
会
っ
て
話
す
の
が
一

番
だ
、
し
か
し
呼
ぶ
こ
と
は
で
き
な
い
、
そ
れ
で
は
我
々

が
出
向
こ
う
と
い
う
こ
と
で
、
東
北
を
中
心
に
東
日
本
の

一
二
会
場
で
個
別
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
私
は
七
会
場
に
、

ほ
か
に
副
学
長
と
学
部
教
員
が
各
地
域
の
会
場
に
出
向
き

ま
し
た
。
大
学
は
こ
う
い
う
方
針
で
コ
ロ
ナ
対
応
を
し
て

い
る
と
お
伝
え
し
、
親
御
さ
ん
か
ら
の
ご
質
問
に
丁
寧
に

答
え
、
そ
の
後
、
個
人
の
学
生
ご
と
に
前
期
の
成
績
表
を

渡
し
親
御
さ
ん
も
含
め
面
談
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

非
常
に
好
評
で
し
た
。
N
H
K
の
ニ
ュ
ー
ス
に
も
な
り
ま

し
た
。

小
泉
　
そ
の
あ
た
り
が
、
学
長
が
言
わ
れ
る
〝
日
本
で
一

番
学
生
を
大
切
に
思
う
大
学
で
あ
り
た
い
〞
と
い
う
こ
と

に
つ
な
が
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
そ
う
で
す
、
ま
さ
に
そ
れ
の
一
つ
の
表
わ
れ
で
あ

る
と
。
口
で
言
う
の
は
簡
単
で
す
が
、
現
実
に
そ
れ
を
小

さ
な
こ
と
で
も
い
い
か
ら
積
み
重
ね
る
、
そ
れ
を
ト
ッ
プ

も
含
め
て
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
良
く
で
き
る
の
が
う
ち
の
よ
う

な
小
さ
な
大
学
の
強
み
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
学
会
と
し
て
も
、
最
初
は
本
部
主
導
で
全
国
大
会

に
合
わ
せ
地
域
の
高
校
生
を
呼
ん
で
紹
介
し
よ
う
か
な
ど

い
ろ
い
ろ
や
り
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
集
ま
り
が
悪
く
、

結
局
、
地
域
を
一
番
よ
く
分
か
っ
て
い
る
大
学
に
積
極
的

に
や
っ
て
も
ら
う
方
が
非
常
に
効
果
の
あ
る
方
法
で
あ
る

こ
と
が
分
か
っ
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
支
部
単
位
で
高
校

生
、
大
学
生
、
特
に
分
属
前
の
学
生
に
説
明
す
る
機
会
が

あ
れ
ば
支
部
の
お
金
を
使
っ
て
紹
介
す
る
場
を
確
保
す
る
、

ま
さ
に
地
域
密
着
型
に
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

石
田
　
オ
ン
ラ
イ
ン
や
デ
ジ
タ
ル
化
が
進
む
に
つ
れ
て
、

密
着
し
て
面
と
面
で
向
き
合
う
こ
と
を
一
層
大
切
に
し
な

い
と
お
か
し
く
な
っ
て
し
ま
う
と
感
じ
て
い
ま
す
。
相
談

会
は
や
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
ね
。
東
北
地
域
で
本

学
に
入
学
し
た
一
年
生
の
三
分
の
一
が
出
席
し
ま
し
た
。

二
〇
〇
人
弱
中
六
〇
人
以
上
で
す
。

小
泉
　
県
外
か
ら
来
る
学
生
の
割
合
は
、
ど
の
程
度
で

し
ょ
う
か
。

石
田
　
県
内
が
三
分
の
一
、
東
北
が
か
つ
て
三
分
の
一
で

し
た
が
、
景
気
の
悪
化
も
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
最
近
は
三

割
を
切
っ
て
い
ま
す
。
あ
と
は
、
茨
城
、
埼
玉
が
多
い
で

す
。
意
外
と
静
岡
も
多
く
、
特
に
農
学
部
は
多
い
で
す
ね
。

基
本
的
に
は
東
北
と
関
東
で
す
。

　
も
う
一
つ
、
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
。
高
校
生
、
高
校
教
員
、
親
、
そ
し
て
こ
の
地

域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

学
長
は
大
学
の
広
報
マ
ン
だ
と
思
っ
て
い
ろ
ん
な
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
学
長
に
な
っ
た
時
、
栃
木
県
二
五
市
町
全

部
を
回
っ
て
首
長
と
じ
っ
く
り
お
話
し
し
て
私
の
考
え
も

説
明
し
、
二
期
目
に
な
っ
た
時
、
二
五
市
町
全
部
と
連
携

協
定
を
結
び
ま
し
た
。
本
学
は
地
元
に
か
わ
い
が
っ
て
も

ら
っ
て
な
ん
ぼ
と
い
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
こ

は
徹
底
的
に
や
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
こ
と
も
あ
り
宇
都
宮

大
学
は
ず
い
ぶ
ん
変
わ
っ
た
ね
と
頻
繁
に
い
わ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
が
…
…
。

コ
ロ
ナ
禍
で
寄
付
に
よ
る
学
生
支
援
を
実
現

小
泉
　
以
前
か
ら
か
な
り
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
力
を
入

れ
ら
れ
た
よ
う
で
す
が
。

石
田
　
三
・一
一
の
時
、
私
は
学
生
担
当
の
理
事
で
し
た

が
、
た
ぶ
ん
全
国
で
は
初
め
て
大
学
で
組
織
し
た
現
地
で

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
大
震
災
が
発
生

し
た
後
、
多
く
の
学
生
が
す
ぐ
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
行
き

た
が
っ
た
の
で
す
が
、
被
災
地
の
こ
と
を
考
え
て
ス
ト
ッ

プ
さ
せ
、
一
か
月
後
の
四
月
十
一
日
、
何
人
か
の
教
職
員

と
被
災
地
（
石
巻
市
）
の
様
子
を
見
に
行
き
、
我
々
が
対

応
で
き
る
の
か
、
迷
惑
に
な
ら
な
い
の
か
、
石
巻
の
社
協

と
相
談
し
O
K
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
公
民
館
の
屋
上
に

バ
ス
が
引
っ
か
か
っ
て
い
た
雄
勝
町
に
行
っ
た
と
き
は
驚

き
ま
し
た
、
民
家
は
完
全
に
な
く
な
り
、
土
を
見
た
ら
ミ

ミ
ズ
一
匹
い
ま
せ
ん
。
空
に
カ
ラ
ス
一
羽
飛
ん
で
い
な
い
、

本
当
に
死
の
世
界
で
し
た
。
泥
ま
み
れ
の
筆
箱
を
拾
っ
て

み
る
と
〝
2
年
×
組
×
×
も
え
〞
と
書
い
て
あ
る
、
こ
こ

に
生
活
が
あ
っ
た
ん
だ
な
ぁ
と
、
そ
う
い
う
現
実
に
触
れ

な
い
で
教
室
で
講
義
を
受
け
て
い
る
の
で
は
ダ
メ
だ
、
そ

れ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
送
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
す
。

　
四
月
、
五
月
の
連
休
の
時
、
大
学
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

バ
ス
を
出
す
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
向
こ
う
も
大
勢
に

来
て
も
ら
っ
て
も
困
る
の
で
、
バ
ス
一
台
四
〇
人
規
模
で

夜
十
時
く
ら
い
に
出
発
し
朝
四
時
く
ら
い
に
到
着
し
ま
し

た
。
泥
掻
き
を
中
心
に
夕
方
の
四
時
く
ら
い
ま
で
や
っ
て

帰
っ
て
く
る
と
第
二
次
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
出
発
す
る
、

こ
れ
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
わ
け
で
す
。
宇
都
宮
大
学
と

い
う
の
は
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
、
あ
る
い
は
実
学
、
現

を
聞
く
こ
と
が
、
い
ろ
ん
な
大
学
に
と
っ
て
刺
激
に
な
っ

て
い
ま
す
。
特
に
私
立
系
は
一
生
懸
命
や
っ
て
い
ま
す
。

石
田

J
A
B
E
E
が
多
く
の
大
学
の
他
の
分
野
に
も
波

及
し
て
い
っ
た
ら
、
日
本
の
高
等
教
育
は
変
わ
る
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
コ
ロ
ナ
で
オ
ン
ラ
イ
ン
と
な
り
、
先
生
が

レ
ポ
ー
ト
を
出
す
が
返
っ
て
こ
な
い
と
い
っ
た
こ
と
が
起

こ
っ
て
い
ま
す
が
、
J
A
B
E
E
で
は
あ
り
え
な
い
こ
と

で
す
。
本
学
で
は
J
A
B
E
E
の
審
査
費
に
つ
い
て
、
大

学
も
支
援
し
て
い
ま
す
。

小
泉
　
審
査
費
自
体
も
民
間
か
ら
の
寄
付
を
お
願
い
し
て

い
る
の
で
す
が
、
な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

石
田

J
A
B
E
E
を
維
持
す
る
た
め
の
お
金
が
大
学
に

は
あ
り
ま
せ
ん
。
全
額
一
〇
〇
万
円
、
二
〇
〇
万
円
と
か

か
る
わ
け
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
学
科
だ
け
に
支
援
す
る
と

い
う
の
は
難
し
く
一
部
の
援
助
し
か
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

そ
こ
の
と
こ
ろ
を
、
い
ず
れ
は
利
益
を
得
る
で
あ
ろ
う
関

連
す
る
企
業
が
支
援
す
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
作
っ
て
も

ら
い
た
い
。
J
A
B
E
E
に
つ
い
て
は
、
そ
ん
な
大
金
で

な
く
て
も
、
最
初
は
五
万
円
、
一
〇
万
円
で
い
い
の
で
す
。

出
口
が
J
A
B
E
E
に
期
待
し
て
い
る
と
い
う
形
が
見
え

れ
ば
、
受
審
す
る
側
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
は
上
が
り
ま
す

し
、
結
果
と
し
て
よ
い
学
生
が
輩
出
さ
れ
、
支
援
も
膨
ら

ん
で
く
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ
ん
な
好
循
環
の
キ
ッ
カ
ケ

と
な
る
支
援
を
是
非
と
も
お
願
い
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

小
泉
　
私
は
学
会
に
来
て
六
年
目
に
入
り
ま
す
が
、
寄
付

と
し
て
よ
う
や
く
四
〇
〇
万
円
、
五
〇
〇
万
円
ぐ
ら
い
集

ま
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
お
金
を
審
査
な
ど
に

支
援
し
た
い
し
、
研
究
費
と
し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

民
間
、
国
を
挙
げ
て
、
人
材
育
成
の
た
め
の
研
究
テ
ー
マ
、

研
究
資
金
な
ど
い
ろ
ん
な
支
援
を
し
な
い
と
、
大
学
単
独

で
や
る
と
い
う
の
は
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
時
代
で
す
。

石
田
　
例
え
ば
、
民
間
企
業
が
大
学
に
寄
付
を
す
る
、
そ

う
し
ま
す
と
損
金
に
算
入
さ
れ
や
り
や
す
い
ん
じ
ゃ
な
い

で
し
ょ
う
か
。
共
同
研
究
で
は
な
く
一
般
寄
付
金
に
す
る

と
い
っ
た
方
法
も
考
え
た
方
が
い
い
で
す
よ
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
、
新
た
な
学
生
確
保
の
取
組
を
実
践

小
泉
　
先
ほ
ど
の
お
話
に
よ
る
と
、
農
学
部
自
体
の
定
員

を
増
や
す
べ
き
だ
と
か
、
修
士
課
程
は
そ
れ
な
り
に
充
足

し
て
い
る
が
ド
ク
タ
ー
は
少
な
い
と
の
こ
と
で
し
た
。
学

会
で
は
L
I
N
E
に
よ
る
学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
や

進
学
情
報
誌
へ
の
広
報
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
宇
都

宮
大
学
で
は
学
生
を
確
保
す
る
対
策
は
ど
の
よ
う
に
し
て

い
ま
す
か
。

石
田
　
当
然
、
L
I
N
E
と
か
S
N
S
系
の
も
の
は
や
っ

て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
ど
こ
の
大
学
も
や
っ
て
い
る
の
で

埋
も
れ
て
し
ま
っ
て
、
な
か
な
か
難
し
い
。
学
生
を
集
め

る
広
報
は
本
当
に
難
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
他
の
大
学

と
同
じ
よ
う
な
こ
と
は
お
付
き
合
い
で
や
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
高
校
生
へ
の
ア
ピ
ー
ル
を
高
め
る
こ
と
で
す
。

小
泉
　
出
前
事
業
を
や
っ
て
い
る
と
か
、
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
え
え
、
か
な
り
や
っ
て
い
ま
す
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル

サ
イ
エ
ン
ス
キ
ャ
ン
パ
ス
（
大
学
が
、
将
来
グ
ロ
ー
バ
ル

に
活
躍
し
う
る
傑
出
し
た
科
学
技
術
人
材
を
育
成
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
地
域
で
卓
越
し
た
意
欲
・
能
力
を
有

す
る
高
校
生
等
を
募
集
・
選
抜
し
、
国
際
的
な
活
動
を
含

む
高
度
で
体
系
的
な
、
理
数
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
・

実
施
等
を
行
う
こ
と
を
支
援
）
の
二
期
目
に
入
り
ま
し
た
。

一
昨
年
に
二
期
の
審
査
に
通
っ
た
の
は
本
学
と
筑
波
大
学

だ
け
で
す
。
た
だ
、
こ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
に
来
る
の
は
優
秀

な
生
徒
な
の
で
本
学
に
入
学
す
る
人
数
は
限
定
的
で
す
。

で
も
、
あ
そ
こ
は
と
て
も
い
い
こ
と
を
や
っ
て
い
る
大
学
、

そ
の
こ
と
が
広
が
れ
ば
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

農
業
高
校
を
呼
ん
で
本
学
の
講
義
を
受
け
さ
せ
る
、
ア
グ

リ
カ
レ
ッ
ジ
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
バ
イ
テ
ク

講
座
を
設
け
て
い
ま
す
。
本
学
は
バ
イ
オ
サ
イ
エ
ン
ス
の

分
野
が
強
く
、
七
人
の
教
員
し
か
い
な
い
セ
ン
タ
ー
で
す

が
全
員
が
学
会
学
術
賞
、
学
会
奨
励
賞
、
文
科
大
臣
若
手

研
究
者
賞
と
い
っ
た
も
の
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
が

年
間
三
〇
〇
人
ぐ
ら
い
の
高
校
生
を
対
象
に
、
何
回
か
に

分
け
て
D
N
A
解
析
法
を
教
え
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
が
雑

誌
や
地
元
紙
に
載
る
こ
と
も
一
つ
ア
ピ
ー
ル
と
な
っ
て
い

ま
す
。
奇
を
て
ら
う
の
で
は
な
く
、
高
校
生
に
魅
力
を
伝

え
る
の
が
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
学
生
が
進
路
を
決
め
る
の
に
影
響
力
が
あ
る
の

は
高
校
の
先
生
で
す
。
で
す
か
ら
、
高
校
の
進
路
指
導
教

員
と
は
、
県
内
レ
ベ
ル
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ざ
っ
く

ば
ら
ん
な
情
報
交
換
、
端
的
に
言
え
ば
飲
み
会
を
、
定
期

的
に
年
二
回
く
ら
い
行
っ
て
い
ま
す
。
高
校
の
先
生
と
の

信
頼
関
係
、
こ
れ
が
二
つ
目
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
親
か
ら
信
頼
さ
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
あ
そ
こ
の
大
学
は
面
倒
を
よ
く
見
て
く

れ
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
、
本
当
は
大
学
生
に
な
れ
ば
面
倒

な
ん
か
見
な
く
て
も
い
い
の
で
す
が
、
今
ど
き
の
親
御
さ

ん
は
そ
う
い
う
と
こ
ろ
を
気
に
さ
れ
ま
す
。
元
々
年
一
回
、

希
望
者
に
定
期
的
な
個
人
面
談
会
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
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れ
ば
七
万
円
、
八
万
円
の
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、
こ
ち
ら
は

三
万
円
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
全
然
違
い
ま
す
。

小
泉
　
学
長
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
時
間
を
か
け
て
地
元
に

信
頼
を
得
た
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
寄
付
金
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
ね
。

石
田
　
私
は
人
な
つ
っ
こ
い
性
格
な
の
で
、
理
事
の
頃
か

ら
地
元
の
人
た
ち
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
た
び
一
緒
に

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
食
事
を
し
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を

欠
か
さ
な
か
っ
た
の
が
結
果
と
し
て
活
き
て
き
た
の
か

な
ぁ
と
思
い
ま
す
が
。

社
会
人
ド
ク
タ
ー
の
育
成
も
産
官
学
の

連
携
で
新
た
な
方
策
を
実
現

小
泉
　
博
士
課
程
で
学
ぶ
学
生
の
育
成
は
、
修
士
課
程
か

ら
そ
の
ま
ま
博
士
課
程
に
行
く
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
人

ド
ク
タ
ー
の
育
成
も
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
宇
都
宮

大
学
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

石
田
　
ド
ク
タ
ー
に
関
し
て
は
難
し
い
で
す
ね
、
本
当
に

難
し
い
。
本
学
は
、
学
部
ご
と
に
煙
突
上
に
修
士
課
程
の

研
究
科
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
工
学
研
究
科
と
国
際
学
研

究
科
だ
け
に
は
博
士
課
程
が
あ
り
ま
し
た
。
農
学
の
博
士

は
宇
都
宮
大
学
・
茨
城
大
学
・
東
京
農
工
大
学
の
三
大
学

連
合
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
運
営
費
交
付
金

が
削
減
さ
れ
る
中
、
教
員
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
ず
、
ど

の
研
究
科
も
ど
ん
ど
ん
痩
せ
細
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
全

学
を
一
研
究
科
の
二
専
攻
と
い
う
形
に
再
編
し
、
こ
の
四

月
か
ら
は
博
士
課
程
も
一
研
究
科
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
再
編
は
細
っ
て
い
く
個
々
の
組
織
を
守
る
の
が
本
筋

で
は
な
く
、
大
学
院
で
あ
っ
て
も
深
い
専
門
性
と
共
に
幅

広
な
視
野
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
本
学
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
で
も
実
質
化
さ
せ

た
も
の
で
す
。
本
学
で
は
、
学
部
か
ら
連
続
し
て
博
士
ま

で
進
む
ス
ト
レ
ー
ト
ド
ク
タ
ー
の
数
が
少
な
い
。
終
了
後

に
大
学
等
に
就
職
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
が
限
定
的
で
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
見
え
に
く
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
考

え
る
と
、
大
学
に
就
職
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
難
し
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、
社
会
人
し
か
な
い
。
ホ

ン
ダ
や
キ
ヤ
ノ
ン
、
花
王
と
い
っ
た
研
究
所
と
連
携
は
し

て
い
ま
す
が
、
エ
ン
ド
レ
ス
に
人
材
が
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
文
科
省
か
ら
充
足
率
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
岡
山
大
学
の
環
境
理
工
学
部
に
我
々
の
分
野
の
先

生
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
が
二
年
後
、
第
四
期
に
な
る

の
で
し
ょ
う
が
、
我
々
の
分
野
が
工
学
部
と
一
緒
に
な
る

そ
う
で
す
。
環
境
理
工
学
部
そ
の
も
の
は
、
農
学
部
に
分

か
れ
て
元
に
戻
っ
た
り
工
学
部
と
一
緒
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
ド
ク
タ
ー
が
非
常
に
少
な
い
。

そ
の
た
め
そ
の
学
部
自
体
の
評
価
も
低
い
、
あ
る
い
は
文

科
省
か
ら
の
評
価
も
低
い
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
、
博

士
課
程
の
学
生
を
い
か
に
確
保
す
る
か
は
、
大
学
の
体
制

に
も
か
な
り
影
響
し
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
生
え
抜
き
の
学
生
も
重
要
で
す
が
、
私
が

考
え
る
に
は
、
マ
ス
タ
ー
か
ら
い
っ
た
ん
社
会
に
出
て
社

会
人
で
再
度
勉
強
し
ド
ク
タ
ー
を
と
る
。
そ
れ
で
研
究
所

に
行
く
と
か
、
い
ろ
ん
な
ド
ク
タ
ー
の
受
け
入
れ
先
を
確

保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
だ
け
が
就
職

先
の
場
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
変
え
て
い
か
な
い
と
ド

ク
タ
ー
の
確
保
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
社
会
人
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
本
学
で
は
〝
と

ち
ぎ
志
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
と
い
う
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
学
び
直
し
を
図
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
〇
代
〜
三
〇
代
の
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
社
会
人
を
二
〇
名
限
定
で
募
集

し
て
い
ま
す
。
当
大
学
で
学
ぶ
こ
と
で
将
来
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
く
れ
る
人
間
を
育
て
、
前
向
き
な
人
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
社
会
人
ド
ク
タ
ー
で
い
く
と
通
常
は
年
間
五
〇
万

円
払
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
三
年
間
払
う
の
に
奥
さ
ん
の
了

解
が
得
ら
れ
な
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
に
安
く
勉
強
が
で
き
る
の
な
ら
、
こ
ん
な
幸

せ
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

石
田
　
教
え
て
く
だ
さ
る
方
が
地
元
で
は
そ
れ
な
り
の
人

た
ち
で
、
知
事
が
特
別
顧
問
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
る
の

で
、
人
気
が
高
い
で
す
。
私
も
そ
の
社
会
人
の
学
生
と
交

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
意
識
の
高
い
人
た
ち
が
来
て

い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
人
間
を
本
学
で
さ
ら
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
さ
せ
る
よ
う
な
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
を
つ
く
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
学
ん
だ
方
が
ま
た
ド
ク

タ
ー
を
と
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
非
常
勤
講
師
で
も
い

い
で
す
か
ら
ど
こ
か
の
大
学
で
教
え
る
と
か
、
そ
う
い
う

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も
日
本
全
体
で
描
け
て
い
け
る
と
、
も
う

少
し
ド
ク
タ
ー
が
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
感
激

し
ま
す
ね
。

石
田
〝
と
ち
ぎ
志
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
は
、
個
人
で
し
た

ら
四
万
円
、
法
人
な
ら
ば
六
万
円
で
す
か
ら
毎
年
何
百
万

円
か
の
大
赤
字
で
す
が
、
将
来
へ
の
投
資
だ
と
思
っ
て

場
が
あ
っ
て
な
ん
ぼ
と
い
う
と
こ
ろ
が
み
ん
な
の
共
通
の

思
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
と
し
て
も
、
大

学
生
に
と
っ
て
理
屈
で
は
な
く
こ
の
現
場
の
〝
に
お
い
〞

を
感
じ
て
欲
し
い
、
口
で
大
変
だ
大
変
だ
と
言
う
だ
け
で

な
く
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
こ
の
現
場
の
に
お
い
を

感
じ
て
社
会
に
出
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

小
泉
　
今
で
も
大
学
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
は
あ

る
の
で
す
か
。

石
田
　
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
水
害
が

あ
っ
た
時
も
行
き
ま
し
た
し
、
地
域
か
ら
の
信
頼
は
高
い

と
思
い
ま
す
。
企
業
の
方
も
そ
う
い
う
こ
と
を
見
て
い
て

く
だ
さ
っ
て
、
三
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
支
援
等
の
た
め
に

寄
付
を
集
め
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
研
究
寄
付
金
で
は
な

く
て
一
般
寄
付
金
と
し
て
四
億
円
程
度
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
学
生
の
奨
学
金
な
ど
い
ろ
ん
な
面
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
伴
う
学
生
支
援
と
し
て
、
緊
急
学
生
支
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
は
、
日
本
人
学
生
向
け
に
一
〇
万
円
を
三
〇
〇
名
に

給
付
す
る
、
あ
る
い
は
外
国
人
留
学
生
向
け
に
五
万
円
を

一
〇
〇
名
に
給
付
す
る
、
ま
た
、
年
間
三
六
万
円
を
三
〇

名
に
給
付
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て
民
間
の
方
の
一
般

寄
付
金
な
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
七
五
台
を
㈱
T
K
C
と

い
う
地
元
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
、
全
国
の
会
計
事
務
所

の
三
分
の
一
以
上
が
使
う
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開

発
し
て
い
る
会
社
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
現
物
で
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
困
っ
た
の
は
、

デ
ー
タ
通
信
、
W
i－

F
i
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
パ
ソ

コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
学
生
が
多
い
こ
と
で
す
。
本
学
は
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
今
年
度
か
ら
一
年
生
に
必
修
化
し

て
い
る
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
で
も

一
年
生
の
う
ち
六
〇
〜
七
〇
人
が
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
七
〇
台
く
ら
い
は
買
お
う
と
思
え
ば
買
え
ま
す
。

例
え
ば
一
台
一
五
万
円
と
す
れ
ば
一
千
万
円
く
ら
い
で
買

え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
品
薄
に
加
え
、
役
所
と
同
じ

く
入
札
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
ぐ
に
は
手
に
入
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
四
月
二
十
日
過
ぎ
に
T
K
C
の
会
長
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
分
か
っ
た
と
言
っ
て
、

五
月
の
連
休
明
け
に
は
届
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
も
、
地
元
の
人
に
信
頼
さ

れ
る
こ
と
が
や
は
り
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
地
元
に
愛
さ
れ
る
大
学
が

絶
対
で
、
そ
れ
が
い
ろ
ん
な
形
で
実
を
結
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
泉
　
学
会
で
も
今
年
は
、
学
生
に
対
し
て

は
学
会
費
を
免
除
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状

態
が
続
け
ば
来
年
も
や
ら
な
け
れ
ば
思
う

の
で
す
が
、
そ
の
分
寄
付
を
集
め
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

石
田
　
本
学
も
、
今
ま
た
学
生
向
け
の
現
金

支
援
第
二
弾
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

寄
付
集
め
も
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

小
泉
　
調
べ
て
み
ま
す
と
、
東
京
に
い
る
学

生
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
な
い
し
、
あ
ま

り
困
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
地
方
の
学
生

は
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た
と
か
、
結

構
困
っ
て
い
る
学
生
が
多
い
で
す
ね
。

石
田
　
東
京
に
来
て
い
る
学
生
は
金
持
ち

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
な
ん
だ
か
ん
だ

言
っ
て
も
、
東
京
に
行
け
る
の
で
す
か
ら
。

東
京
の
家
賃
が
払
え
る
こ
と
が
前
提
で
す

か
ら
。
東
京
だ
っ
た
ら
、
普
通
の
学
生
で
あ

新型コロナウイルス感染拡大に伴う宇都宮大学の学生支援
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れ
ば
七
万
円
、
八
万
円
の
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、
こ
ち
ら
は

三
万
円
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
全
然
違
い
ま
す
。

小
泉
　
学
長
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
時
間
を
か
け
て
地
元
に

信
頼
を
得
た
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
寄
付
金
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
ね
。

石
田
　
私
は
人
な
つ
っ
こ
い
性
格
な
の
で
、
理
事
の
頃
か

ら
地
元
の
人
た
ち
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
た
び
一
緒
に

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
食
事
を
し
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を

欠
か
さ
な
か
っ
た
の
が
結
果
と
し
て
活
き
て
き
た
の
か

な
ぁ
と
思
い
ま
す
が
。

社
会
人
ド
ク
タ
ー
の
育
成
も
産
官
学
の

連
携
で
新
た
な
方
策
を
実
現

小
泉
　
博
士
課
程
で
学
ぶ
学
生
の
育
成
は
、
修
士
課
程
か

ら
そ
の
ま
ま
博
士
課
程
に
行
く
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
人

ド
ク
タ
ー
の
育
成
も
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
宇
都
宮

大
学
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

石
田
　
ド
ク
タ
ー
に
関
し
て
は
難
し
い
で
す
ね
、
本
当
に

難
し
い
。
本
学
は
、
学
部
ご
と
に
煙
突
上
に
修
士
課
程
の

研
究
科
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
工
学
研
究
科
と
国
際
学
研

究
科
だ
け
に
は
博
士
課
程
が
あ
り
ま
し
た
。
農
学
の
博
士

は
宇
都
宮
大
学
・
茨
城
大
学
・
東
京
農
工
大
学
の
三
大
学

連
合
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
運
営
費
交
付
金

が
削
減
さ
れ
る
中
、
教
員
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
ず
、
ど

の
研
究
科
も
ど
ん
ど
ん
痩
せ
細
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
全

学
を
一
研
究
科
の
二
専
攻
と
い
う
形
に
再
編
し
、
こ
の
四

月
か
ら
は
博
士
課
程
も
一
研
究
科
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
再
編
は
細
っ
て
い
く
個
々
の
組
織
を
守
る
の
が
本
筋

で
は
な
く
、
大
学
院
で
あ
っ
て
も
深
い
専
門
性
と
共
に
幅

広
な
視
野
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
本
学
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
で
も
実
質
化
さ
せ

た
も
の
で
す
。
本
学
で
は
、
学
部
か
ら
連
続
し
て
博
士
ま

で
進
む
ス
ト
レ
ー
ト
ド
ク
タ
ー
の
数
が
少
な
い
。
終
了
後

に
大
学
等
に
就
職
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
が
限
定
的
で
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
見
え
に
く
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
考

え
る
と
、
大
学
に
就
職
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
難
し
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、
社
会
人
し
か
な
い
。
ホ

ン
ダ
や
キ
ヤ
ノ
ン
、
花
王
と
い
っ
た
研
究
所
と
連
携
は
し

て
い
ま
す
が
、
エ
ン
ド
レ
ス
に
人
材
が
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
文
科
省
か
ら
充
足
率
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
岡
山
大
学
の
環
境
理
工
学
部
に
我
々
の
分
野
の
先

生
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
が
二
年
後
、
第
四
期
に
な
る

の
で
し
ょ
う
が
、
我
々
の
分
野
が
工
学
部
と
一
緒
に
な
る

そ
う
で
す
。
環
境
理
工
学
部
そ
の
も
の
は
、
農
学
部
に
分

か
れ
て
元
に
戻
っ
た
り
工
学
部
と
一
緒
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
ド
ク
タ
ー
が
非
常
に
少
な
い
。

そ
の
た
め
そ
の
学
部
自
体
の
評
価
も
低
い
、
あ
る
い
は
文

科
省
か
ら
の
評
価
も
低
い
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
、
博

士
課
程
の
学
生
を
い
か
に
確
保
す
る
か
は
、
大
学
の
体
制

に
も
か
な
り
影
響
し
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
生
え
抜
き
の
学
生
も
重
要
で
す
が
、
私
が

考
え
る
に
は
、
マ
ス
タ
ー
か
ら
い
っ
た
ん
社
会
に
出
て
社

会
人
で
再
度
勉
強
し
ド
ク
タ
ー
を
と
る
。
そ
れ
で
研
究
所

に
行
く
と
か
、
い
ろ
ん
な
ド
ク
タ
ー
の
受
け
入
れ
先
を
確

保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
だ
け
が
就
職

先
の
場
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
変
え
て
い
か
な
い
と
ド

ク
タ
ー
の
確
保
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
社
会
人
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
本
学
で
は
〝
と

ち
ぎ
志
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
と
い
う
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
学
び
直
し
を
図
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
〇
代
〜
三
〇
代
の
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
社
会
人
を
二
〇
名
限
定
で
募
集

し
て
い
ま
す
。
当
大
学
で
学
ぶ
こ
と
で
将
来
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
く
れ
る
人
間
を
育
て
、
前
向
き
な
人
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
社
会
人
ド
ク
タ
ー
で
い
く
と
通
常
は
年
間
五
〇
万

円
払
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
三
年
間
払
う
の
に
奥
さ
ん
の
了

解
が
得
ら
れ
な
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
に
安
く
勉
強
が
で
き
る
の
な
ら
、
こ
ん
な
幸

せ
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

石
田
　
教
え
て
く
だ
さ
る
方
が
地
元
で
は
そ
れ
な
り
の
人

た
ち
で
、
知
事
が
特
別
顧
問
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
る
の

で
、
人
気
が
高
い
で
す
。
私
も
そ
の
社
会
人
の
学
生
と
交

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
意
識
の
高
い
人
た
ち
が
来
て

い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
人
間
を
本
学
で
さ
ら
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
さ
せ
る
よ
う
な
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
を
つ
く
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
学
ん
だ
方
が
ま
た
ド
ク

タ
ー
を
と
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
非
常
勤
講
師
で
も
い

い
で
す
か
ら
ど
こ
か
の
大
学
で
教
え
る
と
か
、
そ
う
い
う

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も
日
本
全
体
で
描
け
て
い
け
る
と
、
も
う

少
し
ド
ク
タ
ー
が
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
感
激

し
ま
す
ね
。

石
田
〝
と
ち
ぎ
志
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
は
、
個
人
で
し
た

ら
四
万
円
、
法
人
な
ら
ば
六
万
円
で
す
か
ら
毎
年
何
百
万

円
か
の
大
赤
字
で
す
が
、
将
来
へ
の
投
資
だ
と
思
っ
て

場
が
あ
っ
て
な
ん
ぼ
と
い
う
と
こ
ろ
が
み
ん
な
の
共
通
の

思
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
と
し
て
も
、
大

学
生
に
と
っ
て
理
屈
で
は
な
く
こ
の
現
場
の
〝
に
お
い
〞

を
感
じ
て
欲
し
い
、
口
で
大
変
だ
大
変
だ
と
言
う
だ
け
で

な
く
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
こ
の
現
場
の
に
お
い
を

感
じ
て
社
会
に
出
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

小
泉
　
今
で
も
大
学
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
は
あ

る
の
で
す
か
。

石
田
　
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
水
害
が

あ
っ
た
時
も
行
き
ま
し
た
し
、
地
域
か
ら
の
信
頼
は
高
い

と
思
い
ま
す
。
企
業
の
方
も
そ
う
い
う
こ
と
を
見
て
い
て

く
だ
さ
っ
て
、
三
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
支
援
等
の
た
め
に

寄
付
を
集
め
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
研
究
寄
付
金
で
は
な

く
て
一
般
寄
付
金
と
し
て
四
億
円
程
度
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
学
生
の
奨
学
金
な
ど
い
ろ
ん
な
面
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
伴
う
学
生
支
援
と
し
て
、
緊
急
学
生
支
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
は
、
日
本
人
学
生
向
け
に
一
〇
万
円
を
三
〇
〇
名
に

給
付
す
る
、
あ
る
い
は
外
国
人
留
学
生
向
け
に
五
万
円
を

一
〇
〇
名
に
給
付
す
る
、
ま
た
、
年
間
三
六
万
円
を
三
〇

名
に
給
付
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て
民
間
の
方
の
一
般

寄
付
金
な
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
七
五
台
を
㈱
T
K
C
と

い
う
地
元
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
、
全
国
の
会
計
事
務
所

の
三
分
の
一
以
上
が
使
う
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開

発
し
て
い
る
会
社
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
現
物
で
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
困
っ
た
の
は
、

デ
ー
タ
通
信
、
W
i－

F
i
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
パ
ソ

コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
学
生
が
多
い
こ
と
で
す
。
本
学
は
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
今
年
度
か
ら
一
年
生
に
必
修
化
し

て
い
る
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
で
も

一
年
生
の
う
ち
六
〇
〜
七
〇
人
が
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
七
〇
台
く
ら
い
は
買
お
う
と
思
え
ば
買
え
ま
す
。

例
え
ば
一
台
一
五
万
円
と
す
れ
ば
一
千
万
円
く
ら
い
で
買

え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
品
薄
に
加
え
、
役
所
と
同
じ

く
入
札
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
ぐ
に
は
手
に
入
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
四
月
二
十
日
過
ぎ
に
T
K
C
の
会
長
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
分
か
っ
た
と
言
っ
て
、

五
月
の
連
休
明
け
に
は
届
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
も
、
地
元
の
人
に
信
頼
さ

れ
る
こ
と
が
や
は
り
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
地
元
に
愛
さ
れ
る
大
学
が

絶
対
で
、
そ
れ
が
い
ろ
ん
な
形
で
実
を
結
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
泉
　
学
会
で
も
今
年
は
、
学
生
に
対
し
て

は
学
会
費
を
免
除
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状

態
が
続
け
ば
来
年
も
や
ら
な
け
れ
ば
思
う

の
で
す
が
、
そ
の
分
寄
付
を
集
め
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

石
田
　
本
学
も
、
今
ま
た
学
生
向
け
の
現
金

支
援
第
二
弾
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

寄
付
集
め
も
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

小
泉
　
調
べ
て
み
ま
す
と
、
東
京
に
い
る
学

生
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
な
い
し
、
あ
ま

り
困
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
地
方
の
学
生

は
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た
と
か
、
結

構
困
っ
て
い
る
学
生
が
多
い
で
す
ね
。

石
田
　
東
京
に
来
て
い
る
学
生
は
金
持
ち

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
な
ん
だ
か
ん
だ

言
っ
て
も
、
東
京
に
行
け
る
の
で
す
か
ら
。

東
京
の
家
賃
が
払
え
る
こ
と
が
前
提
で
す

か
ら
。
東
京
だ
っ
た
ら
、
普
通
の
学
生
で
あ

新型コロナウイルス感染拡大に伴う宇都宮大学の学生支援

緊急学生支援パッケージの概要
緊急学生支援パッケージは、ホームページのトップページにバナーを置くなどして、多くの学生が支援を受けられるように広く周知
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私
か
ら
見
た

土
地
改
良

れ
ば
七
万
円
、
八
万
円
の
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、
こ
ち
ら
は

三
万
円
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
全
然
違
い
ま
す
。

小
泉
　
学
長
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
時
間
を
か
け
て
地
元
に

信
頼
を
得
た
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
寄
付
金
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
ね
。

石
田
　
私
は
人
な
つ
っ
こ
い
性
格
な
の
で
、
理
事
の
頃
か

ら
地
元
の
人
た
ち
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
た
び
一
緒
に

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
食
事
を
し
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を

欠
か
さ
な
か
っ
た
の
が
結
果
と
し
て
活
き
て
き
た
の
か

な
ぁ
と
思
い
ま
す
が
。

社
会
人
ド
ク
タ
ー
の
育
成
も
産
官
学
の

連
携
で
新
た
な
方
策
を
実
現

小
泉
　
博
士
課
程
で
学
ぶ
学
生
の
育
成
は
、
修
士
課
程
か

ら
そ
の
ま
ま
博
士
課
程
に
行
く
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
人

ド
ク
タ
ー
の
育
成
も
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
宇
都
宮

大
学
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

石
田
　
ド
ク
タ
ー
に
関
し
て
は
難
し
い
で
す
ね
、
本
当
に

難
し
い
。
本
学
は
、
学
部
ご
と
に
煙
突
上
に
修
士
課
程
の

研
究
科
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
工
学
研
究
科
と
国
際
学
研

究
科
だ
け
に
は
博
士
課
程
が
あ
り
ま
し
た
。
農
学
の
博
士

は
宇
都
宮
大
学
・
茨
城
大
学
・
東
京
農
工
大
学
の
三
大
学

連
合
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
運
営
費
交
付
金

が
削
減
さ
れ
る
中
、
教
員
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
ず
、
ど

の
研
究
科
も
ど
ん
ど
ん
痩
せ
細
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
全

学
を
一
研
究
科
の
二
専
攻
と
い
う
形
に
再
編
し
、
こ
の
四

月
か
ら
は
博
士
課
程
も
一
研
究
科
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
再
編
は
細
っ
て
い
く
個
々
の
組
織
を
守
る
の
が
本
筋

で
は
な
く
、
大
学
院
で
あ
っ
て
も
深
い
専
門
性
と
共
に
幅

広
な
視
野
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
本
学
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
で
も
実
質
化
さ
せ

た
も
の
で
す
。
本
学
で
は
、
学
部
か
ら
連
続
し
て
博
士
ま

で
進
む
ス
ト
レ
ー
ト
ド
ク
タ
ー
の
数
が
少
な
い
。
終
了
後

に
大
学
等
に
就
職
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
が
限
定
的
で
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
見
え
に
く
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
考

え
る
と
、
大
学
に
就
職
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
難
し
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、
社
会
人
し
か
な
い
。
ホ

ン
ダ
や
キ
ヤ
ノ
ン
、
花
王
と
い
っ
た
研
究
所
と
連
携
は
し

て
い
ま
す
が
、
エ
ン
ド
レ
ス
に
人
材
が
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
文
科
省
か
ら
充
足
率
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
岡
山
大
学
の
環
境
理
工
学
部
に
我
々
の
分
野
の
先

生
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
が
二
年
後
、
第
四
期
に
な
る

の
で
し
ょ
う
が
、
我
々
の
分
野
が
工
学
部
と
一
緒
に
な
る

そ
う
で
す
。
環
境
理
工
学
部
そ
の
も
の
は
、
農
学
部
に
分

か
れ
て
元
に
戻
っ
た
り
工
学
部
と
一
緒
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
ド
ク
タ
ー
が
非
常
に
少
な
い
。

そ
の
た
め
そ
の
学
部
自
体
の
評
価
も
低
い
、
あ
る
い
は
文

科
省
か
ら
の
評
価
も
低
い
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
、
博

士
課
程
の
学
生
を
い
か
に
確
保
す
る
か
は
、
大
学
の
体
制

に
も
か
な
り
影
響
し
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
生
え
抜
き
の
学
生
も
重
要
で
す
が
、
私
が

考
え
る
に
は
、
マ
ス
タ
ー
か
ら
い
っ
た
ん
社
会
に
出
て
社

会
人
で
再
度
勉
強
し
ド
ク
タ
ー
を
と
る
。
そ
れ
で
研
究
所

に
行
く
と
か
、
い
ろ
ん
な
ド
ク
タ
ー
の
受
け
入
れ
先
を
確

保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
だ
け
が
就
職

先
の
場
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
変
え
て
い
か
な
い
と
ド

ク
タ
ー
の
確
保
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
社
会
人
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
本
学
で
は
〝
と

ち
ぎ
志
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
と
い
う
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
学
び
直
し
を
図
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
〇
代
〜
三
〇
代
の
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
社
会
人
を
二
〇
名
限
定
で
募
集

し
て
い
ま
す
。
当
大
学
で
学
ぶ
こ
と
で
将
来
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
く
れ
る
人
間
を
育
て
、
前
向
き
な
人
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
社
会
人
ド
ク
タ
ー
で
い
く
と
通
常
は
年
間
五
〇
万

円
払
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
三
年
間
払
う
の
に
奥
さ
ん
の
了

解
が
得
ら
れ
な
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
に
安
く
勉
強
が
で
き
る
の
な
ら
、
こ
ん
な
幸

せ
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

石
田
　
教
え
て
く
だ
さ
る
方
が
地
元
で
は
そ
れ
な
り
の
人

た
ち
で
、
知
事
が
特
別
顧
問
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
る
の

で
、
人
気
が
高
い
で
す
。
私
も
そ
の
社
会
人
の
学
生
と
交

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
意
識
の
高
い
人
た
ち
が
来
て

い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
人
間
を
本
学
で
さ
ら
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
さ
せ
る
よ
う
な
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
を
つ
く
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
学
ん
だ
方
が
ま
た
ド
ク

タ
ー
を
と
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
非
常
勤
講
師
で
も
い

い
で
す
か
ら
ど
こ
か
の
大
学
で
教
え
る
と
か
、
そ
う
い
う

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も
日
本
全
体
で
描
け
て
い
け
る
と
、
も
う

少
し
ド
ク
タ
ー
が
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
感
激

し
ま
す
ね
。

石
田
〝
と
ち
ぎ
志
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
は
、
個
人
で
し
た

ら
四
万
円
、
法
人
な
ら
ば
六
万
円
で
す
か
ら
毎
年
何
百
万

円
か
の
大
赤
字
で
す
が
、
将
来
へ
の
投
資
だ
と
思
っ
て

場
が
あ
っ
て
な
ん
ぼ
と
い
う
と
こ
ろ
が
み
ん
な
の
共
通
の

思
い
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
私
と
し
て
も
、
大

学
生
に
と
っ
て
理
屈
で
は
な
く
こ
の
現
場
の
〝
に
お
い
〞

を
感
じ
て
欲
し
い
、
口
で
大
変
だ
大
変
だ
と
言
う
だ
け
で

な
く
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
に
こ
の
現
場
の
に
お
い
を

感
じ
て
社
会
に
出
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

小
泉
　
今
で
も
大
学
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
は
あ

る
の
で
す
か
。

石
田
　
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
水
害
が

あ
っ
た
時
も
行
き
ま
し
た
し
、
地
域
か
ら
の
信
頼
は
高
い

と
思
い
ま
す
。
企
業
の
方
も
そ
う
い
う
こ
と
を
見
て
い
て

く
だ
さ
っ
て
、
三
年
ぐ
ら
い
前
、
学
生
支
援
等
の
た
め
に

寄
付
を
集
め
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
研
究
寄
付
金
で
は
な

く
て
一
般
寄
付
金
と
し
て
四
億
円
程
度
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
学
生
の
奨
学
金
な
ど
い
ろ
ん
な
面
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
伴
う
学
生
支
援
と
し
て
、
緊
急
学
生
支
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
は
、
日
本
人
学
生
向
け
に
一
〇
万
円
を
三
〇
〇
名
に

給
付
す
る
、
あ
る
い
は
外
国
人
留
学
生
向
け
に
五
万
円
を

一
〇
〇
名
に
給
付
す
る
、
ま
た
、
年
間
三
六
万
円
を
三
〇

名
に
給
付
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て
民
間
の
方
の
一
般

寄
付
金
な
の
で
す
。

　
そ
れ
か
ら
、
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
七
五
台
を
㈱
T
K
C
と

い
う
地
元
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
、
全
国
の
会
計
事
務
所

の
三
分
の
一
以
上
が
使
う
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開

発
し
て
い
る
会
社
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
現
物
で
寄
付
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
困
っ
た
の
は
、

デ
ー
タ
通
信
、
W
i－

F
i
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
パ
ソ

コ
ン
を
持
っ
て
い
な
い
学
生
が
多
い
こ
と
で
す
。
本
学
は
、

デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
を
今
年
度
か
ら
一
年
生
に
必
修
化
し

て
い
る
の
で
、
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
で
も

一
年
生
の
う
ち
六
〇
〜
七
〇
人
が
パ
ソ
コ
ン
を
持
っ
て
い

ま
せ
ん
。
七
〇
台
く
ら
い
は
買
お
う
と
思
え
ば
買
え
ま
す
。

例
え
ば
一
台
一
五
万
円
と
す
れ
ば
一
千
万
円
く
ら
い
で
買

え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
品
薄
に
加
え
、
役
所
と
同
じ

く
入
札
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
ぐ
に
は
手
に
入
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
四
月
二
十
日
過
ぎ
に
T
K
C
の
会
長
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
分
か
っ
た
と
言
っ
て
、

五
月
の
連
休
明
け
に
は
届
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
も
、
地
元
の
人
に
信
頼
さ

れ
る
こ
と
が
や
は
り
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
地
元
に
愛
さ
れ
る
大
学
が

絶
対
で
、
そ
れ
が
い
ろ
ん
な
形
で
実
を
結
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
泉
　
学
会
で
も
今
年
は
、
学
生
に
対
し
て

は
学
会
費
を
免
除
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状

態
が
続
け
ば
来
年
も
や
ら
な
け
れ
ば
思
う

の
で
す
が
、
そ
の
分
寄
付
を
集
め
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

石
田
　
本
学
も
、
今
ま
た
学
生
向
け
の
現
金

支
援
第
二
弾
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

寄
付
集
め
も
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

小
泉
　
調
べ
て
み
ま
す
と
、
東
京
に
い
る
学

生
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
な
い
し
、
あ
ま

り
困
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
地
方
の
学
生

は
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た
と
か
、
結

構
困
っ
て
い
る
学
生
が
多
い
で
す
ね
。

石
田
　
東
京
に
来
て
い
る
学
生
は
金
持
ち

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
な
ん
だ
か
ん
だ

言
っ
て
も
、
東
京
に
行
け
る
の
で
す
か
ら
。

東
京
の
家
賃
が
払
え
る
こ
と
が
前
提
で
す

か
ら
。
東
京
だ
っ
た
ら
、
普
通
の
学
生
で
あ

新型コロナウイルス感染拡大に伴う宇都宮大学の学生支援
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れ
ば
七
万
円
、
八
万
円
の
ア
パ
ー
ト
に
住
み
、
こ
ち
ら
は

三
万
円
ぐ
ら
い
で
す
か
ら
、
全
然
違
い
ま
す
。

小
泉
　
学
長
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
時
間
を
か
け
て
地
元
に

信
頼
を
得
た
か
ら
、
こ
れ
ほ
ど
の
寄
付
金
を
集
め
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
す
ね
。

石
田
　
私
は
人
な
つ
っ
こ
い
性
格
な
の
で
、
理
事
の
頃
か

ら
地
元
の
人
た
ち
と
い
ろ
ん
な
こ
と
が
あ
る
た
び
一
緒
に

お
酒
を
飲
ん
だ
り
、
食
事
を
し
た
り
、
そ
う
い
う
こ
と
を

欠
か
さ
な
か
っ
た
の
が
結
果
と
し
て
活
き
て
き
た
の
か

な
ぁ
と
思
い
ま
す
が
。

社
会
人
ド
ク
タ
ー
の
育
成
も
産
官
学
の

連
携
で
新
た
な
方
策
を
実
現

小
泉
　
博
士
課
程
で
学
ぶ
学
生
の
育
成
は
、
修
士
課
程
か

ら
そ
の
ま
ま
博
士
課
程
に
行
く
だ
け
で
は
な
く
、
社
会
人

ド
ク
タ
ー
の
育
成
も
重
要
だ
と
思
う
の
で
す
が
、
宇
都
宮

大
学
は
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

石
田
　
ド
ク
タ
ー
に
関
し
て
は
難
し
い
で
す
ね
、
本
当
に

難
し
い
。
本
学
は
、
学
部
ご
と
に
煙
突
上
に
修
士
課
程
の

研
究
科
が
あ
っ
て
、
そ
の
上
で
工
学
研
究
科
と
国
際
学
研

究
科
だ
け
に
は
博
士
課
程
が
あ
り
ま
し
た
。
農
学
の
博
士

は
宇
都
宮
大
学
・
茨
城
大
学
・
東
京
農
工
大
学
の
三
大
学

連
合
で
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
運
営
費
交
付
金

が
削
減
さ
れ
る
中
、
教
員
数
も
減
ら
さ
ざ
る
を
得
ず
、
ど

の
研
究
科
も
ど
ん
ど
ん
痩
せ
細
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
全

学
を
一
研
究
科
の
二
専
攻
と
い
う
形
に
再
編
し
、
こ
の
四

月
か
ら
は
博
士
課
程
も
一
研
究
科
に
入
れ
ま
し
た
。
こ
う

し
た
再
編
は
細
っ
て
い
く
個
々
の
組
織
を
守
る
の
が
本
筋

で
は
な
く
、
大
学
院
で
あ
っ
て
も
深
い
専
門
性
と
共
に
幅

広
な
視
野
を
持
た
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
本
学
の
コ

ン
セ
プ
ト
を
大
学
院
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
上
で
も
実
質
化
さ
せ

た
も
の
で
す
。
本
学
で
は
、
学
部
か
ら
連
続
し
て
博
士
ま

で
進
む
ス
ト
レ
ー
ト
ド
ク
タ
ー
の
数
が
少
な
い
。
終
了
後

に
大
学
等
に
就
職
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
が
限
定
的
で
、

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
が
見
え
に
く
い
ん
で
す
よ
ね
。
そ
れ
を
考

え
る
と
、
大
学
に
就
職
し
て
い
る
者
も
い
ま
す
が
、
な
か

な
か
難
し
い
。
そ
う
し
ま
す
と
、
社
会
人
し
か
な
い
。
ホ

ン
ダ
や
キ
ヤ
ノ
ン
、
花
王
と
い
っ
た
研
究
所
と
連
携
は
し

て
い
ま
す
が
、
エ
ン
ド
レ
ス
に
人
材
が
い
る
わ
け
で
は
な

く
、
文
科
省
か
ら
充
足
率
が
悪
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
岡
山
大
学
の
環
境
理
工
学
部
に
我
々
の
分
野
の
先

生
が
お
ら
れ
ま
す
が
、
そ
こ
が
二
年
後
、
第
四
期
に
な
る

の
で
し
ょ
う
が
、
我
々
の
分
野
が
工
学
部
と
一
緒
に
な
る

そ
う
で
す
。
環
境
理
工
学
部
そ
の
も
の
は
、
農
学
部
に
分

か
れ
て
元
に
戻
っ
た
り
工
学
部
と
一
緒
に
な
っ
た
り
し
ま

す
。
そ
の
最
大
の
理
由
は
ド
ク
タ
ー
が
非
常
に
少
な
い
。

そ
の
た
め
そ
の
学
部
自
体
の
評
価
も
低
い
、
あ
る
い
は
文

科
省
か
ら
の
評
価
も
低
い
と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
、
博

士
課
程
の
学
生
を
い
か
に
確
保
す
る
か
は
、
大
学
の
体
制

に
も
か
な
り
影
響
し
て
き
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
そ
う

い
う
意
味
で
、
生
え
抜
き
の
学
生
も
重
要
で
す
が
、
私
が

考
え
る
に
は
、
マ
ス
タ
ー
か
ら
い
っ
た
ん
社
会
に
出
て
社

会
人
で
再
度
勉
強
し
ド
ク
タ
ー
を
と
る
。
そ
れ
で
研
究
所

に
行
く
と
か
、
い
ろ
ん
な
ド
ク
タ
ー
の
受
け
入
れ
先
を
確

保
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
大
学
だ
け
が
就
職

先
の
場
で
は
な
い
と
い
う
ふ
う
に
変
え
て
い
か
な
い
と
ド

ク
タ
ー
の
確
保
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
社
会
人
を
い
か
に
確
保
す
る
か
、
本
学
で
は
〝
と

ち
ぎ
志
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
と
い
う
人
材
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
学
び
直
し
を
図
っ
て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
二
〇
代
〜
三
〇
代
の
こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
社
会
人
を
二
〇
名
限
定
で
募
集

し
て
い
ま
す
。
当
大
学
で
学
ぶ
こ
と
で
将
来
あ
り
が
た
い

と
思
っ
て
く
れ
る
人
間
を
育
て
、
前
向
き
な
人
間
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
を
作
ろ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
社
会
人
ド
ク
タ
ー
で
い
く
と
通
常
は
年
間
五
〇
万

円
払
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
三
年
間
払
う
の
に
奥
さ
ん
の
了

解
が
得
ら
れ
な
い
と
か
、
い
ろ
い
ろ
難
し
い
面
が
あ
り
ま

す
。
こ
ん
な
に
安
く
勉
強
が
で
き
る
の
な
ら
、
こ
ん
な
幸

せ
な
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
が
。

石
田
　
教
え
て
く
だ
さ
る
方
が
地
元
で
は
そ
れ
な
り
の
人

た
ち
で
、
知
事
が
特
別
顧
問
と
し
て
推
薦
さ
れ
て
い
る
の

で
、
人
気
が
高
い
で
す
。
私
も
そ
の
社
会
人
の
学
生
と
交

わ
っ
て
い
ま
す
が
、
非
常
に
意
識
の
高
い
人
た
ち
が
来
て

い
る
の
で
、
こ
の
よ
う
な
人
間
を
本
学
で
さ
ら
に
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
を
さ
せ
る
よ
う
な
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
を
つ
く
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
学
ん
だ
方
が
ま
た
ド
ク

タ
ー
を
と
っ
て
、
場
合
に
よ
っ
て
は
非
常
勤
講
師
で
も
い

い
で
す
か
ら
ど
こ
か
の
大
学
で
教
え
る
と
か
、
そ
う
い
う

キ
ャ
リ
ア
パ
ス
も
日
本
全
体
で
描
け
て
い
け
る
と
、
も
う

少
し
ド
ク
タ
ー
が
生
き
ら
れ
る
社
会
に
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。
非
常
に
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で
感
激

し
ま
す
ね
。

石
田
〝
と
ち
ぎ
志
士
プ
ロ
グ
ラ
ム
〞
は
、
個
人
で
し
た

ら
四
万
円
、
法
人
な
ら
ば
六
万
円
で
す
か
ら
毎
年
何
百
万

円
か
の
大
赤
字
で
す
が
、
将
来
へ
の
投
資
だ
と
思
っ
て

場
が
あ
っ
て
な
ん
ぼ
と
い
う
と
こ
ろ
が
み
ん
な
の
共
通
の
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で
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。
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も
、
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に
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〞

を
感
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、
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で
大
変
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大
変
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と
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だ
け
で

な
く
、
一
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で
も
多
く
の
学
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に
こ
の
現
場
の
に
お
い
を

感
じ
て
社
会
に
出
て
欲
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

小
泉
　
今
で
も
大
学
に
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
室
は
あ

る
の
で
す
か
。

石
田
　
あ
り
ま
す
。
令
和
元
年
東
日
本
台
風
で
水
害
が

あ
っ
た
時
も
行
き
ま
し
た
し
、
地
域
か
ら
の
信
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は
高
い

と
思
い
ま
す
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企
業
の
方
も
そ
う
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う
こ
と
を
見
て
い
て

く
だ
さ
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、
三
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ら
い
前
、
学
生
支
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等
の
た
め
に

寄
付
を
集
め
に
行
っ
た
の
で
す
が
、
研
究
寄
付
金
で
は
な

く
て
一
般
寄
付
金
と
し
て
四
億
円
程
度
集
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
そ
れ
を
学
生
の
奨
学
金
な
ど
い
ろ
ん
な
面
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡

大
に
伴
う
学
生
支
援
と
し
て
、
緊
急
学
生
支
援
パ
ッ
ケ
ー

ジ
で
は
、
日
本
人
学
生
向
け
に
一
〇
万
円
を
三
〇
〇
名
に

給
付
す
る
、
あ
る
い
は
外
国
人
留
学
生
向
け
に
五
万
円
を

一
〇
〇
名
に
給
付
す
る
、
ま
た
、
年
間
三
六
万
円
を
三
〇

名
に
給
付
す
る
な
ど
、
こ
れ
ら
す
べ
て
民
間
の
方
の
一
般

寄
付
金
な
の
で
す
。
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、
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ン
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五
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と

い
う
地
元
の
情
報
サ
ー
ビ
ス
企
業
、
全
国
の
会
計
事
務
所

の
三
分
の
一
以
上
が
使
う
財
務
会
計
シ
ス
テ
ム
な
ど
を
開

発
し
て
い
る
会
社
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
現
物
で
寄
付
し
て
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た
だ
き
ま
し
た
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オ
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ラ
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ン
授
業
で
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た
の
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通
信
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の
問
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だ
け
で
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く
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を
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て
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な
い
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と
で
す
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デ
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サ
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ス
を
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度
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ら
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に
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化
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て
い
る
の
で
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パ
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な
い
と
で
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ま
せ
ん
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の
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が
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を
持
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て
い

ま
せ
ん
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ら
い
は
買
お
う
と
思
え
ば
買
え
ま
す
。

例
え
ば
一
台
一
五
万
円
と
す
れ
ば
一
千
万
円
く
ら
い
で
買

え
ま
す
。
と
こ
ろ
が
当
時
の
品
薄
に
加
え
、
役
所
と
同
じ

く
入
札
し
な
く
て
は
い
け
な
い
の
で
す
ぐ
に
は
手
に
入
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
四
月
二
十
日
過
ぎ
に
T
K
C
の
会
長
に

相
談
し
た
と
こ
ろ
、
分
か
っ
た
と
言
っ
て
、

五
月
の
連
休
明
け
に
は
届
い
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
関
係
も
、
地
元
の
人
に
信
頼
さ

れ
る
こ
と
が
や
は
り
ベ
ー
ス
に
な
っ
て
い

る
と
思
い
ま
す
。
地
元
に
愛
さ
れ
る
大
学
が

絶
対
で
、
そ
れ
が
い
ろ
ん
な
形
で
実
を
結
ん

だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

小
泉
　
学
会
で
も
今
年
は
、
学
生
に
対
し
て

は
学
会
費
を
免
除
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
状

態
が
続
け
ば
来
年
も
や
ら
な
け
れ
ば
思
う

の
で
す
が
、
そ
の
分
寄
付
を
集
め
な
い
と
い

け
ま
せ
ん
。

石
田
　
本
学
も
、
今
ま
た
学
生
向
け
の
現
金

支
援
第
二
弾
の
募
集
を
し
て
い
ま
す
の
で
、

寄
付
集
め
も
し
な
い
と
い
け
な
い
で
す
ね
。

小
泉
　
調
べ
て
み
ま
す
と
、
東
京
に
い
る
学

生
は
ア
ル
バ
イ
ト
も
し
て
い
な
い
し
、
あ
ま

り
困
っ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
地
方
の
学
生

は
、
ア
ル
バ
イ
ト
が
な
く
な
っ
た
と
か
、
結

構
困
っ
て
い
る
学
生
が
多
い
で
す
ね
。

石
田
　
東
京
に
来
て
い
る
学
生
は
金
持
ち

な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
な
ん
だ
か
ん
だ

言
っ
て
も
、
東
京
に
行
け
る
の
で
す
か
ら
。

東
京
の
家
賃
が
払
え
る
こ
と
が
前
提
で
す

か
ら
。
東
京
だ
っ
た
ら
、
普
通
の
学
生
で
あ

新型コロナウイルス感染拡大に伴う宇都宮大学の学生支援

緊急学生支援パッケージの概要
緊急学生支援パッケージは、ホームページのトップページにバナーを置くなどして、多くの学生が支援を受けられるように広く周知
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私
か
ら
見
た

土
地
改
良

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
地
域
そ
の
も
の
を
対
象
と

す
る
実
学
分
野
を
構
成
し
地
域
の
新
し
い
形
を
つ
く
る
、

そ
れ
を
地
域
デ
ザ
イ
ン
と
名
付
け
ま
し
た
。
本
当
は
農
業

土
木
も
田
園
デ
ザ
イ
ン
の
よ
う
な
形
で
こ
こ
に
入
っ
て
も

ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
…
…
。

小
泉
　
入
り
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
無
理
で

し
た
か
。

石
田
　
そ
れ
は
伝
統
あ
る
農
学
部
と
の
難
し
い
関
係
も

あ
っ
て
、
結
局
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
は
、
工
学
部
の

建
築
と
土
木
を
も
と
に
、
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
社

会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
そ
れ
に
新
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
学
科
を
つ
く
り
、
三
学
科
で
構
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、
土
木
技
術
者
、
建
築
技
術
者
で

あ
っ
て
も
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
何
も
知
ら

な
け
れ
ば
役
に
立
た
な
い
。
都
市
計
画
を
作
る
に
し
て
も

紙
上
の
美
し
く
合
理
的
な
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
、

公
共
政
策
の
考
え
方
や
福
祉
、
住
民
と
の
合
意
形
成
の
在

り
方
な
ど
、
そ
の
一
端
で
も
い
い
か
ら
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
わ
け
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
学
科
は
、
逆
に
文
系
的
な
学
科
で
す
が
、
公
務
員

な
ど
に
な
っ
た
時
に
建
設
計
画
や
G
I
S
の
こ
と
を
少
し

で
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
つ

く
り
ま
し
た
。

　
共
通
す
る
部
分
は
一
見
無
駄
な
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

学
部
共
通
の
科
目
は
幅
広
く
用
意
し
ま
し
た
。
一
年
生
で

は
、
い
ろ
ん
な
地
域
の
現
場
を
見
に
行
っ
て
、
学
部
全
体

で
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
気
づ
い
た
課
題
的
な
も
の
を

議
論
し
合
い
地
域
へ
の
認
識
を
深
め
る
、
そ
う
し
て
専
門

性
が
増
し
て
少
し
生
意
気
に
な
っ
て
き
た
三
年
生
の
時
点

で
、
学
科
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
た
五
〜
六
人

の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
の
担
当
教
員
と
と
も
に

自
治
体
等
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
話
を
聞
き
、
簡
単
な
調

査
を
し
て
課
題
は
何
か
、
自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
、
現
場
に
通
い
な
が
ら
解
決
策
を
生
み
出
す
。
解
決

と
い
っ
て
も
た
い
し
た
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を

地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習
と
い
う
こ
と
で
や
ら
せ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
専
門
分
野
の
違
い
に
よ
っ
て
学
生
の
中

で
も
考
え
て
い
る
こ
と
、
見
方
が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
て

く
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
技
術
系
や

行
政
系
が
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
泉
　
学
生
同
士
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
考
え
は
私
が
元
々
農
業
土

木
に
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
地
域
の
活
性
化
を
す
る
に
は
、
よ
そ
者
、
若
者
、

ば
か
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
当
は
、
こ
こ
に
田
園
デ

ザ
イ
ン
を
入
れ
た
か
っ
た
の
で
す
が
。

小
泉
　
農
村
計
画
の
よ
う
な
分
野
は
ま
さ
に
こ
こ
に
ぴ
っ

た
り
入
る
の
で
は
。

石
田
　
本
学
の
建
築
の
分
野
に
は
農
村
計
画
に
精
通
し
た

先
生
も
お
り
、
建
築
の
中
の
地
域
計
画
み
た
い
な
伝
統
が

あ
っ
て
、
農
業
土
木
系
と
も
親
和
性
が
あ
ま
し
た
。

小
泉
　
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
大
都
会
に
住
む
必
要
が
な
い
時
代
に
な
り
ま
す

し
、
気
候
変
動
な
ん
か
を
考
え
ま
す
と
分
散
と
い
う
の
が

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
ま
さ
に

w
ith/after

コ
ロ
ナ
の
時
代
と
い
う
の
は
、
農
村
デ
ザ
イ

ン
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
思
い
ま
す
ね
。w

ith/after

コ
ロ
ナ
の
前
か

ら
社
会
を
覆
う
閉
塞
感
や
疎
外
感
が
あ
っ
て
、
若
者
の
農

村
回
帰
が
ブ
ー
ム
的
な
側
面
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
昔
よ

り
農
村
暮
ら
し
、
田
舎
暮
ら
し
が
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

地
方
の
見
直
し
に
お
い
て
も
、
価
値
観
や
働
き
方
の
変
化

が
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
す
る
と
、
農
村
で
よ
そ
者
、
若
者
、
ば
か
者
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
な
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
田
舎
生
ま
れ
な
の
で

よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
田
舎
は
ど
う
し
て
も
よ
そ
者
に

対
し
て
は
、
閉
鎖
的
な
社
会
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
と
こ
ろ

を
う
ま
く
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
農
業
の
観
点
か
ら
は
、
土
地
改
良
事
業
が
行
っ
て
き
た

食
料
生
産
を
き
ち
ん
と
保
証
す
る
た
め
の
整
備
、
こ
れ
は

絶
対
の
要
件
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
食
料
生
産
の
場
と
し

て
の
農
地
だ
け
で
な
く
、
里
山
の
棚
田
の
よ
う
な
小
規
模

な
農
地
を
、
楽
し
み
な
が
ら
、
多
面
的
に
環
境
を
守
り
、

本
人
の
納
得
い
く
安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
る
小
さ
な
レ

ベ
ル
で
生
産
を
行
う
と
い
う
も
の
が
一
定
数
増
え
て
い
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
棚
田
等
の
保
全
は
環
境
面
、
国
土
強

靭
化
の
面
か
ら
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

小
泉
　
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
そ
の
も
の
が
、
お
金
と
か

の
話
で
は
な
く
、w

ell-being

と
い
っ
た
自
分
の
生
き
が

い
を
ど
こ
に
求
め
る
な
ど
に
農
村
は
存
在
意
義
が
大
き
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
い
う
意
味
で
、
土
地
改
良
の
分
野
も
そ
こ
に

す
ご
く
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
に
も
学
会
の
ラ
イ
ン
の
ポ

や
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
さ
れ
感
謝
さ
れ
れ
ば
い
ず
れ
そ
れ

が
な
ん
か
の
形
で
戻
っ
て
く
る
…
…
。

小
泉
　
私
が
学
位
を
と
る
時
は
論
文
博
士
だ
っ
た
も
の
で

す
か
ら
、
当
時
は
大
学
に
貢
献
し
な
い
と
。
審
査
料
だ
け

払
っ
て
、
社
会
人
ド
ク
タ
ー
課
程
に
い
か
な
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら
皮
肉
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
論
文
博
士
の

入
口
が
狭
く
な
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
社
会
人
と
し
て
再
入

学
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

は
高
い
の
が
ネ
ッ
ク
で
、
大
学
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。

石
田
　
で
き
ま
す
。
授
業
料
免
除
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
。
本
学
で
は
、
今
度
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
は
授
業

料
が
少
な
く
と
も
半
額
免
除
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
社
会

人
は
別
で
す
が
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
行
く
コ
ー
ス
は
授
業
料

を
半
額
以
下
に
し
ま
す
。
農
業
土
木
そ
の
も
の
の
継
続
教

育
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
人
の
学
び
直

し
は
い
ろ
ん
な
形
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本

学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
3
C
精
神
、
す
な
わ
ち
不
透
明
で

不
確
実
な
未
来
に
対
し
て
果
敢
に
挑
戦
し（Challenge

）、

自
ら
も
変
わ
り
な
が
ら（Change

）、
自
身
の
幸
せ
は
も

と
よ
り
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る（Contribution

）、

そ
ん
な
3
C
精
神
を
備
え
た
若
き〝
と
ち
ぎ
の
志
士
〞と
、

そ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
地
元
の
名
だ
た
る
方
々
を
顧
問
に
迎
え
て
い
ま
す

ね
。

石
田
　
え
え
、
顧
問
の
方
か
ら
は
多
く
の
ご
寄
付
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
の
T
K
C
の
飯
塚
真
玄
名
誉

会
長
に
は
、
個
人
で
も
三
、四
千
万
円
ぐ
ら
い
、
会
社
も

含
め
て
六
千
万
、七
千
万
円
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飯
村
愼
一
・
光
陽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
代

表
取
締
役
会
長
に
は
、
一
億
五
千
万
円
ぐ
ら
い
寄
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
飯
塚
さ
ん
に
は
随
分
と
感
謝
さ
れ

て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
飯
塚
さ
ん
が
初
め
て
ド
イ
ツ
に

行
っ
た
時
名
刺
を
出
し
た
ら
、
当
時
彼
は
本
学
の
客
員
教

授
（visiting

Professor
）
で
し
た
の
で
、
向
こ
う
は
そ

れ
を
見
て
「
お
ま
え
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
か
」
と
ガ
ラ
ッ

と
態
度
が
変
わ
り
、
ず
い
ぶ
ん
仕
事
が
は
か
ど
っ
た
そ
う

で
す
。

小
泉
　
学
長
は
経
営
戦
略
に
も
た
け
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
ま
た
、
特
別
顧
問
の
中
津
正
修
・
栃
木
県
経
済
同

友
会
筆
頭
代
表
理
事
は
、
本
学
の
社
会
人
ド
ク
タ
ー
で
し

た
の
で
、
大
学
の
顔
に
も
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
泉
　
身
近
に
お
ら
れ
る
民
間
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
学

位
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
名
刺
に
書
い
て
い
た
だ
い
て
、
あ

あ
す
ご
い
な
ぁ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
社
会
が
も
っ
と
広

が
っ
て
く
る
と
い
い
で
す
ね
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
と
大
学
院
は

新
た
な
人
材
育
成
の
要

小
泉
　
次
に
、
宇
都
宮
大
学
で
新
設
さ
れ
た
地
域
デ
ザ
イ

ン
科
学
部
と
大
学
院
は
、
地
域
の
課
題
解
決
が
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
り
、
ま
さ
に
我
々
が
求
め
る
人
材
の
一
翼
を
担
う

と
こ
ろ
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
そ
れ
は
私
が
農
業
土
木
出
身
だ
か
ら
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
を
創
設
す
る
と
き

に
何
を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
七
、八
年
前
で
す
が
大
学

は
地
域
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
る
べ
き
と
い
う
話
を
議

論
す
る
中
で
、
地
域
活
性
化
す
る
に
は
ま
ず
何
が
あ
る
の

か
を
考
え
ま
し
た
。
産
業
を
活
性
化
す
る
に
は
、
本
学
と

し
て
は
農
学
部
と
工
学
部
が
中
心
と
な
っ
た
貢
献
に
よ
る

し
か
な
い
、
一
方
で
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
、
や
は
り

地
域
そ
の
も
の
を
元
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
教
え
子
で
あ
る
農
業
土
木
の

卒
業
生
を
見
て
み
る
と
、
公
務
員
を
中
心
に
地
域
の
中
で

し
っ
か
り
活
躍
し
て
い
る
。
彼
ら
か
ら
、
大
学
で
は
水
理

学
や
土
質
力
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
基
礎
的
な
知
見

と
し
て
は
不
可
欠
だ
っ
た
と
思
う
が
、
仕
事
を
進
め
る
中

で
は
公
共
政
策
の
考
え
方
や
住
民
と
の
合
意
形
成
な
ど
に

難
儀
し
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。
持

続
的
な
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
は
理
系
、
文
系
と
い
っ

た
旧
来
の
学
問
区
切
り
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
身
に
し
み
て

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
地
域
そ
の
も
の
を
対
象
と

す
る
実
学
分
野
を
構
成
し
地
域
の
新
し
い
形
を
つ
く
る
、

そ
れ
を
地
域
デ
ザ
イ
ン
と
名
付
け
ま
し
た
。
本
当
は
農
業

土
木
も
田
園
デ
ザ
イ
ン
の
よ
う
な
形
で
こ
こ
に
入
っ
て
も

ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
…
…
。

小
泉
　
入
り
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
無
理
で

し
た
か
。

石
田
　
そ
れ
は
伝
統
あ
る
農
学
部
と
の
難
し
い
関
係
も

あ
っ
て
、
結
局
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
は
、
工
学
部
の

建
築
と
土
木
を
も
と
に
、
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
社

会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
そ
れ
に
新
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
学
科
を
つ
く
り
、
三
学
科
で
構
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、
土
木
技
術
者
、
建
築
技
術
者
で

あ
っ
て
も
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
何
も
知
ら

な
け
れ
ば
役
に
立
た
な
い
。
都
市
計
画
を
作
る
に
し
て
も

紙
上
の
美
し
く
合
理
的
な
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
、

公
共
政
策
の
考
え
方
や
福
祉
、
住
民
と
の
合
意
形
成
の
在

り
方
な
ど
、
そ
の
一
端
で
も
い
い
か
ら
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
わ
け
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
学
科
は
、
逆
に
文
系
的
な
学
科
で
す
が
、
公
務
員

な
ど
に
な
っ
た
時
に
建
設
計
画
や
G
I
S
の
こ
と
を
少
し

で
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
つ

く
り
ま
し
た
。

　
共
通
す
る
部
分
は
一
見
無
駄
な
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

学
部
共
通
の
科
目
は
幅
広
く
用
意
し
ま
し
た
。
一
年
生
で

は
、
い
ろ
ん
な
地
域
の
現
場
を
見
に
行
っ
て
、
学
部
全
体

で
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
気
づ
い
た
課
題
的
な
も
の
を

議
論
し
合
い
地
域
へ
の
認
識
を
深
め
る
、
そ
う
し
て
専
門

性
が
増
し
て
少
し
生
意
気
に
な
っ
て
き
た
三
年
生
の
時
点

で
、
学
科
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
た
五
〜
六
人

の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
の
担
当
教
員
と
と
も
に

自
治
体
等
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
話
を
聞
き
、
簡
単
な
調

査
を
し
て
課
題
は
何
か
、
自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
、
現
場
に
通
い
な
が
ら
解
決
策
を
生
み
出
す
。
解
決

と
い
っ
て
も
た
い
し
た
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を

地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習
と
い
う
こ
と
で
や
ら
せ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
専
門
分
野
の
違
い
に
よ
っ
て
学
生
の
中

で
も
考
え
て
い
る
こ
と
、
見
方
が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
て

く
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
技
術
系
や

行
政
系
が
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
泉
　
学
生
同
士
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
考
え
は
私
が
元
々
農
業
土

木
に
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
地
域
の
活
性
化
を
す
る
に
は
、
よ
そ
者
、
若
者
、

ば
か
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
当
は
、
こ
こ
に
田
園
デ

ザ
イ
ン
を
入
れ
た
か
っ
た
の
で
す
が
。

小
泉
　
農
村
計
画
の
よ
う
な
分
野
は
ま
さ
に
こ
こ
に
ぴ
っ

た
り
入
る
の
で
は
。

石
田
　
本
学
の
建
築
の
分
野
に
は
農
村
計
画
に
精
通
し
た

先
生
も
お
り
、
建
築
の
中
の
地
域
計
画
み
た
い
な
伝
統
が

あ
っ
て
、
農
業
土
木
系
と
も
親
和
性
が
あ
ま
し
た
。

小
泉
　
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
大
都
会
に
住
む
必
要
が
な
い
時
代
に
な
り
ま
す

し
、
気
候
変
動
な
ん
か
を
考
え
ま
す
と
分
散
と
い
う
の
が

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
ま
さ
に

w
ith/after

コ
ロ
ナ
の
時
代
と
い
う
の
は
、
農
村
デ
ザ
イ

ン
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
思
い
ま
す
ね
。w

ith/after

コ
ロ
ナ
の
前
か

ら
社
会
を
覆
う
閉
塞
感
や
疎
外
感
が
あ
っ
て
、
若
者
の
農

村
回
帰
が
ブ
ー
ム
的
な
側
面
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
昔
よ

り
農
村
暮
ら
し
、
田
舎
暮
ら
し
が
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

地
方
の
見
直
し
に
お
い
て
も
、
価
値
観
や
働
き
方
の
変
化

が
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
す
る
と
、
農
村
で
よ
そ
者
、
若
者
、
ば
か
者
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
な
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
田
舎
生
ま
れ
な
の
で

よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
田
舎
は
ど
う
し
て
も
よ
そ
者
に

対
し
て
は
、
閉
鎖
的
な
社
会
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
と
こ
ろ

を
う
ま
く
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
農
業
の
観
点
か
ら
は
、
土
地
改
良
事
業
が
行
っ
て
き
た

食
料
生
産
を
き
ち
ん
と
保
証
す
る
た
め
の
整
備
、
こ
れ
は

絶
対
の
要
件
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
食
料
生
産
の
場
と
し

て
の
農
地
だ
け
で
な
く
、
里
山
の
棚
田
の
よ
う
な
小
規
模

な
農
地
を
、
楽
し
み
な
が
ら
、
多
面
的
に
環
境
を
守
り
、

本
人
の
納
得
い
く
安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
る
小
さ
な
レ

ベ
ル
で
生
産
を
行
う
と
い
う
も
の
が
一
定
数
増
え
て
い
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
棚
田
等
の
保
全
は
環
境
面
、
国
土
強

靭
化
の
面
か
ら
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

小
泉
　
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
そ
の
も
の
が
、
お
金
と
か

の
話
で
は
な
く
、w

ell-being

と
い
っ
た
自
分
の
生
き
が

い
を
ど
こ
に
求
め
る
な
ど
に
農
村
は
存
在
意
義
が
大
き
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
い
う
意
味
で
、
土
地
改
良
の
分
野
も
そ
こ
に

す
ご
く
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
に
も
学
会
の
ラ
イ
ン
の
ポ

や
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
さ
れ
感
謝
さ
れ
れ
ば
い
ず
れ
そ
れ

が
な
ん
か
の
形
で
戻
っ
て
く
る
…
…
。

小
泉
　
私
が
学
位
を
と
る
時
は
論
文
博
士
だ
っ
た
も
の
で

す
か
ら
、
当
時
は
大
学
に
貢
献
し
な
い
と
。
審
査
料
だ
け

払
っ
て
、
社
会
人
ド
ク
タ
ー
課
程
に
い
か
な
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら
皮
肉
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
論
文
博
士
の

入
口
が
狭
く
な
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
社
会
人
と
し
て
再
入

学
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

は
高
い
の
が
ネ
ッ
ク
で
、
大
学
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。

石
田
　
で
き
ま
す
。
授
業
料
免
除
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
。
本
学
で
は
、
今
度
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
は
授
業

料
が
少
な
く
と
も
半
額
免
除
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
社
会

人
は
別
で
す
が
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
行
く
コ
ー
ス
は
授
業
料

を
半
額
以
下
に
し
ま
す
。
農
業
土
木
そ
の
も
の
の
継
続
教

育
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
人
の
学
び
直

し
は
い
ろ
ん
な
形
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本

学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
3
C
精
神
、
す
な
わ
ち
不
透
明
で

不
確
実
な
未
来
に
対
し
て
果
敢
に
挑
戦
し（Challenge

）、

自
ら
も
変
わ
り
な
が
ら（Change

）、
自
身
の
幸
せ
は
も

と
よ
り
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る（Contribution

）、

そ
ん
な
3
C
精
神
を
備
え
た
若
き〝
と
ち
ぎ
の
志
士
〞と
、

そ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
地
元
の
名
だ
た
る
方
々
を
顧
問
に
迎
え
て
い
ま
す

ね
。

石
田
　
え
え
、
顧
問
の
方
か
ら
は
多
く
の
ご
寄
付
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
の
T
K
C
の
飯
塚
真
玄
名
誉

会
長
に
は
、
個
人
で
も
三
、四
千
万
円
ぐ
ら
い
、
会
社
も

含
め
て
六
千
万
、七
千
万
円
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飯
村
愼
一
・
光
陽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
代

表
取
締
役
会
長
に
は
、
一
億
五
千
万
円
ぐ
ら
い
寄
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
飯
塚
さ
ん
に
は
随
分
と
感
謝
さ
れ

て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
飯
塚
さ
ん
が
初
め
て
ド
イ
ツ
に

行
っ
た
時
名
刺
を
出
し
た
ら
、
当
時
彼
は
本
学
の
客
員
教

授
（visiting

Professor
）
で
し
た
の
で
、
向
こ
う
は
そ

れ
を
見
て
「
お
ま
え
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
か
」
と
ガ
ラ
ッ

と
態
度
が
変
わ
り
、
ず
い
ぶ
ん
仕
事
が
は
か
ど
っ
た
そ
う

で
す
。

小
泉
　
学
長
は
経
営
戦
略
に
も
た
け
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
ま
た
、
特
別
顧
問
の
中
津
正
修
・
栃
木
県
経
済
同

友
会
筆
頭
代
表
理
事
は
、
本
学
の
社
会
人
ド
ク
タ
ー
で
し

た
の
で
、
大
学
の
顔
に
も
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
泉
　
身
近
に
お
ら
れ
る
民
間
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
学

位
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
名
刺
に
書
い
て
い
た
だ
い
て
、
あ

あ
す
ご
い
な
ぁ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
社
会
が
も
っ
と
広

が
っ
て
く
る
と
い
い
で
す
ね
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
と
大
学
院
は

新
た
な
人
材
育
成
の
要

小
泉
　
次
に
、
宇
都
宮
大
学
で
新
設
さ
れ
た
地
域
デ
ザ
イ

ン
科
学
部
と
大
学
院
は
、
地
域
の
課
題
解
決
が
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
り
、
ま
さ
に
我
々
が
求
め
る
人
材
の
一
翼
を
担
う

と
こ
ろ
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
そ
れ
は
私
が
農
業
土
木
出
身
だ
か
ら
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
を
創
設
す
る
と
き

に
何
を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
七
、八
年
前
で
す
が
大
学

は
地
域
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
る
べ
き
と
い
う
話
を
議

論
す
る
中
で
、
地
域
活
性
化
す
る
に
は
ま
ず
何
が
あ
る
の

か
を
考
え
ま
し
た
。
産
業
を
活
性
化
す
る
に
は
、
本
学
と

し
て
は
農
学
部
と
工
学
部
が
中
心
と
な
っ
た
貢
献
に
よ
る

し
か
な
い
、
一
方
で
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
、
や
は
り

地
域
そ
の
も
の
を
元
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
教
え
子
で
あ
る
農
業
土
木
の

卒
業
生
を
見
て
み
る
と
、
公
務
員
を
中
心
に
地
域
の
中
で

し
っ
か
り
活
躍
し
て
い
る
。
彼
ら
か
ら
、
大
学
で
は
水
理

学
や
土
質
力
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
基
礎
的
な
知
見

と
し
て
は
不
可
欠
だ
っ
た
と
思
う
が
、
仕
事
を
進
め
る
中

で
は
公
共
政
策
の
考
え
方
や
住
民
と
の
合
意
形
成
な
ど
に

難
儀
し
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。
持

続
的
な
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
は
理
系
、
文
系
と
い
っ

た
旧
来
の
学
問
区
切
り
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
身
に
し
み
て
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私
か
ら
見
た

土
地
改
良

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
地
域
そ
の
も
の
を
対
象
と

す
る
実
学
分
野
を
構
成
し
地
域
の
新
し
い
形
を
つ
く
る
、

そ
れ
を
地
域
デ
ザ
イ
ン
と
名
付
け
ま
し
た
。
本
当
は
農
業

土
木
も
田
園
デ
ザ
イ
ン
の
よ
う
な
形
で
こ
こ
に
入
っ
て
も

ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
…
…
。

小
泉
　
入
り
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
無
理
で

し
た
か
。

石
田
　
そ
れ
は
伝
統
あ
る
農
学
部
と
の
難
し
い
関
係
も

あ
っ
て
、
結
局
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
は
、
工
学
部
の

建
築
と
土
木
を
も
と
に
、
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
社

会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
そ
れ
に
新
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
学
科
を
つ
く
り
、
三
学
科
で
構
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、
土
木
技
術
者
、
建
築
技
術
者
で

あ
っ
て
も
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
何
も
知
ら

な
け
れ
ば
役
に
立
た
な
い
。
都
市
計
画
を
作
る
に
し
て
も

紙
上
の
美
し
く
合
理
的
な
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
、

公
共
政
策
の
考
え
方
や
福
祉
、
住
民
と
の
合
意
形
成
の
在

り
方
な
ど
、
そ
の
一
端
で
も
い
い
か
ら
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
わ
け
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
学
科
は
、
逆
に
文
系
的
な
学
科
で
す
が
、
公
務
員

な
ど
に
な
っ
た
時
に
建
設
計
画
や
G
I
S
の
こ
と
を
少
し

で
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
つ

く
り
ま
し
た
。

　
共
通
す
る
部
分
は
一
見
無
駄
な
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

学
部
共
通
の
科
目
は
幅
広
く
用
意
し
ま
し
た
。
一
年
生
で

は
、
い
ろ
ん
な
地
域
の
現
場
を
見
に
行
っ
て
、
学
部
全
体

で
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
気
づ
い
た
課
題
的
な
も
の
を

議
論
し
合
い
地
域
へ
の
認
識
を
深
め
る
、
そ
う
し
て
専
門

性
が
増
し
て
少
し
生
意
気
に
な
っ
て
き
た
三
年
生
の
時
点

で
、
学
科
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
た
五
〜
六
人

の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
の
担
当
教
員
と
と
も
に

自
治
体
等
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
話
を
聞
き
、
簡
単
な
調

査
を
し
て
課
題
は
何
か
、
自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
、
現
場
に
通
い
な
が
ら
解
決
策
を
生
み
出
す
。
解
決

と
い
っ
て
も
た
い
し
た
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を

地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習
と
い
う
こ
と
で
や
ら
せ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
専
門
分
野
の
違
い
に
よ
っ
て
学
生
の
中

で
も
考
え
て
い
る
こ
と
、
見
方
が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
て

く
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
技
術
系
や

行
政
系
が
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
泉
　
学
生
同
士
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
考
え
は
私
が
元
々
農
業
土

木
に
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
地
域
の
活
性
化
を
す
る
に
は
、
よ
そ
者
、
若
者
、

ば
か
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
当
は
、
こ
こ
に
田
園
デ

ザ
イ
ン
を
入
れ
た
か
っ
た
の
で
す
が
。

小
泉
　
農
村
計
画
の
よ
う
な
分
野
は
ま
さ
に
こ
こ
に
ぴ
っ

た
り
入
る
の
で
は
。

石
田
　
本
学
の
建
築
の
分
野
に
は
農
村
計
画
に
精
通
し
た

先
生
も
お
り
、
建
築
の
中
の
地
域
計
画
み
た
い
な
伝
統
が

あ
っ
て
、
農
業
土
木
系
と
も
親
和
性
が
あ
ま
し
た
。

小
泉
　
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
大
都
会
に
住
む
必
要
が
な
い
時
代
に
な
り
ま
す

し
、
気
候
変
動
な
ん
か
を
考
え
ま
す
と
分
散
と
い
う
の
が

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
ま
さ
に

w
ith/after

コ
ロ
ナ
の
時
代
と
い
う
の
は
、
農
村
デ
ザ
イ

ン
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
思
い
ま
す
ね
。w

ith/after

コ
ロ
ナ
の
前
か

ら
社
会
を
覆
う
閉
塞
感
や
疎
外
感
が
あ
っ
て
、
若
者
の
農

村
回
帰
が
ブ
ー
ム
的
な
側
面
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
昔
よ

り
農
村
暮
ら
し
、
田
舎
暮
ら
し
が
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

地
方
の
見
直
し
に
お
い
て
も
、
価
値
観
や
働
き
方
の
変
化

が
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
す
る
と
、
農
村
で
よ
そ
者
、
若
者
、
ば
か
者
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
な
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
田
舎
生
ま
れ
な
の
で

よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
田
舎
は
ど
う
し
て
も
よ
そ
者
に

対
し
て
は
、
閉
鎖
的
な
社
会
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
と
こ
ろ

を
う
ま
く
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
農
業
の
観
点
か
ら
は
、
土
地
改
良
事
業
が
行
っ
て
き
た

食
料
生
産
を
き
ち
ん
と
保
証
す
る
た
め
の
整
備
、
こ
れ
は

絶
対
の
要
件
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
食
料
生
産
の
場
と
し

て
の
農
地
だ
け
で
な
く
、
里
山
の
棚
田
の
よ
う
な
小
規
模

な
農
地
を
、
楽
し
み
な
が
ら
、
多
面
的
に
環
境
を
守
り
、

本
人
の
納
得
い
く
安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
る
小
さ
な
レ

ベ
ル
で
生
産
を
行
う
と
い
う
も
の
が
一
定
数
増
え
て
い
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
棚
田
等
の
保
全
は
環
境
面
、
国
土
強

靭
化
の
面
か
ら
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

小
泉
　
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
そ
の
も
の
が
、
お
金
と
か

の
話
で
は
な
く
、w

ell-being

と
い
っ
た
自
分
の
生
き
が

い
を
ど
こ
に
求
め
る
な
ど
に
農
村
は
存
在
意
義
が
大
き
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
い
う
意
味
で
、
土
地
改
良
の
分
野
も
そ
こ
に

す
ご
く
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
に
も
学
会
の
ラ
イ
ン
の
ポ

や
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
さ
れ
感
謝
さ
れ
れ
ば
い
ず
れ
そ
れ

が
な
ん
か
の
形
で
戻
っ
て
く
る
…
…
。

小
泉
　
私
が
学
位
を
と
る
時
は
論
文
博
士
だ
っ
た
も
の
で

す
か
ら
、
当
時
は
大
学
に
貢
献
し
な
い
と
。
審
査
料
だ
け

払
っ
て
、
社
会
人
ド
ク
タ
ー
課
程
に
い
か
な
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら
皮
肉
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
論
文
博
士
の

入
口
が
狭
く
な
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
社
会
人
と
し
て
再
入

学
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

は
高
い
の
が
ネ
ッ
ク
で
、
大
学
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。

石
田
　
で
き
ま
す
。
授
業
料
免
除
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
。
本
学
で
は
、
今
度
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
は
授
業

料
が
少
な
く
と
も
半
額
免
除
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
社
会

人
は
別
で
す
が
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
行
く
コ
ー
ス
は
授
業
料

を
半
額
以
下
に
し
ま
す
。
農
業
土
木
そ
の
も
の
の
継
続
教

育
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
人
の
学
び
直

し
は
い
ろ
ん
な
形
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本

学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
3
C
精
神
、
す
な
わ
ち
不
透
明
で

不
確
実
な
未
来
に
対
し
て
果
敢
に
挑
戦
し（Challenge

）、

自
ら
も
変
わ
り
な
が
ら（Change

）、
自
身
の
幸
せ
は
も

と
よ
り
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る（Contribution

）、

そ
ん
な
3
C
精
神
を
備
え
た
若
き〝
と
ち
ぎ
の
志
士
〞と
、

そ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
地
元
の
名
だ
た
る
方
々
を
顧
問
に
迎
え
て
い
ま
す

ね
。

石
田
　
え
え
、
顧
問
の
方
か
ら
は
多
く
の
ご
寄
付
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
の
T
K
C
の
飯
塚
真
玄
名
誉

会
長
に
は
、
個
人
で
も
三
、四
千
万
円
ぐ
ら
い
、
会
社
も

含
め
て
六
千
万
、七
千
万
円
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飯
村
愼
一
・
光
陽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
代

表
取
締
役
会
長
に
は
、
一
億
五
千
万
円
ぐ
ら
い
寄
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
飯
塚
さ
ん
に
は
随
分
と
感
謝
さ
れ

て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
飯
塚
さ
ん
が
初
め
て
ド
イ
ツ
に

行
っ
た
時
名
刺
を
出
し
た
ら
、
当
時
彼
は
本
学
の
客
員
教

授
（visiting

Professor

）
で
し
た
の
で
、
向
こ
う
は
そ

れ
を
見
て
「
お
ま
え
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
か
」
と
ガ
ラ
ッ

と
態
度
が
変
わ
り
、
ず
い
ぶ
ん
仕
事
が
は
か
ど
っ
た
そ
う

で
す
。

小
泉
　
学
長
は
経
営
戦
略
に
も
た
け
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
ま
た
、
特
別
顧
問
の
中
津
正
修
・
栃
木
県
経
済
同

友
会
筆
頭
代
表
理
事
は
、
本
学
の
社
会
人
ド
ク
タ
ー
で
し

た
の
で
、
大
学
の
顔
に
も
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
泉
　
身
近
に
お
ら
れ
る
民
間
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
学

位
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
名
刺
に
書
い
て
い
た
だ
い
て
、
あ

あ
す
ご
い
な
ぁ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
社
会
が
も
っ
と
広

が
っ
て
く
る
と
い
い
で
す
ね
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
と
大
学
院
は

新
た
な
人
材
育
成
の
要

小
泉
　
次
に
、
宇
都
宮
大
学
で
新
設
さ
れ
た
地
域
デ
ザ
イ

ン
科
学
部
と
大
学
院
は
、
地
域
の
課
題
解
決
が
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
り
、
ま
さ
に
我
々
が
求
め
る
人
材
の
一
翼
を
担
う

と
こ
ろ
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
そ
れ
は
私
が
農
業
土
木
出
身
だ
か
ら
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
を
創
設
す
る
と
き

に
何
を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
七
、八
年
前
で
す
が
大
学

は
地
域
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
る
べ
き
と
い
う
話
を
議

論
す
る
中
で
、
地
域
活
性
化
す
る
に
は
ま
ず
何
が
あ
る
の

か
を
考
え
ま
し
た
。
産
業
を
活
性
化
す
る
に
は
、
本
学
と

し
て
は
農
学
部
と
工
学
部
が
中
心
と
な
っ
た
貢
献
に
よ
る

し
か
な
い
、
一
方
で
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
、
や
は
り

地
域
そ
の
も
の
を
元
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
教
え
子
で
あ
る
農
業
土
木
の

卒
業
生
を
見
て
み
る
と
、
公
務
員
を
中
心
に
地
域
の
中
で

し
っ
か
り
活
躍
し
て
い
る
。
彼
ら
か
ら
、
大
学
で
は
水
理

学
や
土
質
力
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
基
礎
的
な
知
見

と
し
て
は
不
可
欠
だ
っ
た
と
思
う
が
、
仕
事
を
進
め
る
中

で
は
公
共
政
策
の
考
え
方
や
住
民
と
の
合
意
形
成
な
ど
に

難
儀
し
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。
持

続
的
な
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
は
理
系
、
文
系
と
い
っ

た
旧
来
の
学
問
区
切
り
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
身
に
し
み
て

感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
地
域
そ
の
も
の
を
対
象
と

す
る
実
学
分
野
を
構
成
し
地
域
の
新
し
い
形
を
つ
く
る
、

そ
れ
を
地
域
デ
ザ
イ
ン
と
名
付
け
ま
し
た
。
本
当
は
農
業

土
木
も
田
園
デ
ザ
イ
ン
の
よ
う
な
形
で
こ
こ
に
入
っ
て
も

ら
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
…
…
。

小
泉
　
入
り
そ
う
な
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、
無
理
で

し
た
か
。

石
田
　
そ
れ
は
伝
統
あ
る
農
学
部
と
の
難
し
い
関
係
も

あ
っ
て
、
結
局
、
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
は
、
工
学
部
の

建
築
と
土
木
を
も
と
に
、
建
築
都
市
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
社

会
基
盤
デ
ザ
イ
ン
学
科
、
そ
れ
に
新
し
く
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

デ
ザ
イ
ン
学
科
を
つ
く
り
、
三
学
科
で
構
成
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
コ
ン
セ
プ
ト
に
は
、
土
木
技
術
者
、
建
築
技
術
者
で

あ
っ
て
も
、
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て
何
も
知
ら

な
け
れ
ば
役
に
立
た
な
い
。
都
市
計
画
を
作
る
に
し
て
も

紙
上
の
美
し
く
合
理
的
な
計
画
だ
け
で
は
な
く
、
や
は
り
、

公
共
政
策
の
考
え
方
や
福
祉
、
住
民
と
の
合
意
形
成
の
在

り
方
な
ど
、
そ
の
一
端
で
も
い
い
か
ら
知
っ
て
お
い
て
ほ

し
い
と
い
う
思
い
が
あ
る
わ
け
で
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
デ

ザ
イ
ン
学
科
は
、
逆
に
文
系
的
な
学
科
で
す
が
、
公
務
員

な
ど
に
な
っ
た
時
に
建
設
計
画
や
G
I
S
の
こ
と
を
少
し

で
も
知
っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
つ

く
り
ま
し
た
。

　
共
通
す
る
部
分
は
一
見
無
駄
な
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、

学
部
共
通
の
科
目
は
幅
広
く
用
意
し
ま
し
た
。
一
年
生
で

は
、
い
ろ
ん
な
地
域
の
現
場
を
見
に
行
っ
て
、
学
部
全
体

で
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
が
気
づ
い
た
課
題
的
な
も
の
を

議
論
し
合
い
地
域
へ
の
認
識
を
深
め
る
、
そ
う
し
て
専
門

性
が
増
し
て
少
し
生
意
気
に
な
っ
て
き
た
三
年
生
の
時
点

で
、
学
科
を
バ
ラ
バ
ラ
に
し
て
混
ぜ
合
わ
せ
た
五
〜
六
人

の
グ
ル
ー
プ
を
作
り
、
グ
ル
ー
プ
の
担
当
教
員
と
と
も
に

自
治
体
等
に
入
り
ま
す
。
そ
こ
で
話
を
聞
き
、
簡
単
な
調

査
を
し
て
課
題
は
何
か
、
自
分
た
ち
で
何
が
で
き
る
か
を

考
え
、
現
場
に
通
い
な
が
ら
解
決
策
を
生
み
出
す
。
解
決

と
い
っ
て
も
た
い
し
た
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
を

地
域
デ
ザ
イ
ン
演
習
と
い
う
こ
と
で
や
ら
せ
て
い
ま
す
。

そ
う
し
ま
す
と
、
専
門
分
野
の
違
い
に
よ
っ
て
学
生
の
中

で
も
考
え
て
い
る
こ
と
、
見
方
が
違
う
こ
と
が
分
か
っ
て

く
る
よ
う
で
す
。
そ
れ
で
い
い
と
思
い
ま
す
。
技
術
系
や

行
政
系
が
そ
れ
ぞ
れ
の
違
い
を
知
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

小
泉
　
学
生
同
士
の
刺
激
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
考
え
は
私
が
元
々
農
業
土

木
に
い
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
地
域
の
活
性
化
を
す
る
に
は
、
よ
そ
者
、
若
者
、

ば
か
者
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
い
う
こ
と
で
す
。
本
当
は
、
こ
こ
に
田
園
デ

ザ
イ
ン
を
入
れ
た
か
っ
た
の
で
す
が
。

小
泉
　
農
村
計
画
の
よ
う
な
分
野
は
ま
さ
に
こ
こ
に
ぴ
っ

た
り
入
る
の
で
は
。

石
田
　
本
学
の
建
築
の
分
野
に
は
農
村
計
画
に
精
通
し
た

先
生
も
お
り
、
建
築
の
中
の
地
域
計
画
み
た
い
な
伝
統
が

あ
っ
て
、
農
業
土
木
系
と
も
親
和
性
が
あ
ま
し
た
。

小
泉
　
今
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
あ
り

ま
せ
ん
が
大
都
会
に
住
む
必
要
が
な
い
時
代
に
な
り
ま
す

し
、
気
候
変
動
な
ん
か
を
考
え
ま
す
と
分
散
と
い
う
の
が

一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
ま
さ
に

w
ith/after

コ
ロ
ナ
の
時
代
と
い
う
の
は
、
農
村
デ
ザ
イ

ン
と
い
い
ま
す
か
、
そ
う
い
う
地
域
デ
ザ
イ
ン
が
非
常
に

重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
思
い
ま
す
ね
。w

ith/after

コ
ロ
ナ
の
前
か

ら
社
会
を
覆
う
閉
塞
感
や
疎
外
感
が
あ
っ
て
、
若
者
の
農

村
回
帰
が
ブ
ー
ム
的
な
側
面
は
あ
る
で
し
ょ
う
が
、
昔
よ

り
農
村
暮
ら
し
、
田
舎
暮
ら
し
が
着
実
に
増
え
て
い
ま
す
。

地
方
の
見
直
し
に
お
い
て
も
、
価
値
観
や
働
き
方
の
変
化

が
見
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
よ
う
な
観
点
か

ら
す
る
と
、
農
村
で
よ
そ
者
、
若
者
、
ば
か
者
を
受
け
入

れ
ら
れ
る
よ
う
な
農
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
っ
て
い
く

こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。
私
も
田
舎
生
ま
れ
な
の
で

よ
く
わ
か
る
の
で
す
が
、
田
舎
は
ど
う
し
て
も
よ
そ
者
に

対
し
て
は
、
閉
鎖
的
な
社
会
で
す
か
ら
、
そ
こ
の
と
こ
ろ

を
う
ま
く
や
っ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
農
業
の
観
点
か
ら
は
、
土
地
改
良
事
業
が
行
っ
て
き
た

食
料
生
産
を
き
ち
ん
と
保
証
す
る
た
め
の
整
備
、
こ
れ
は

絶
対
の
要
件
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
食
料
生
産
の
場
と
し

て
の
農
地
だ
け
で
な
く
、
里
山
の
棚
田
の
よ
う
な
小
規
模

な
農
地
を
、
楽
し
み
な
が
ら
、
多
面
的
に
環
境
を
守
り
、

本
人
の
納
得
い
く
安
心
・
安
全
が
確
保
さ
れ
る
小
さ
な
レ

ベ
ル
で
生
産
を
行
う
と
い
う
も
の
が
一
定
数
増
え
て
い
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
棚
田
等
の
保
全
は
環
境
面
、
国
土
強

靭
化
の
面
か
ら
も
重
要
な
こ
と
で
す
。

小
泉
　
こ
れ
か
ら
の
日
本
社
会
そ
の
も
の
が
、
お
金
と
か

の
話
で
は
な
く
、w

ell-being

と
い
っ
た
自
分
の
生
き
が

い
を
ど
こ
に
求
め
る
な
ど
に
農
村
は
存
在
意
義
が
大
き
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

石
田
　
そ
う
い
う
意
味
で
、
土
地
改
良
の
分
野
も
そ
こ
に

す
ご
く
貢
献
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
に
も
学
会
の
ラ
イ
ン
の
ポ

や
っ
て
い
ま
す
。
信
頼
さ
れ
感
謝
さ
れ
れ
ば
い
ず
れ
そ
れ

が
な
ん
か
の
形
で
戻
っ
て
く
る
…
…
。

小
泉
　
私
が
学
位
を
と
る
時
は
論
文
博
士
だ
っ
た
も
の
で

す
か
ら
、
当
時
は
大
学
に
貢
献
し
な
い
と
。
審
査
料
だ
け

払
っ
て
、
社
会
人
ド
ク
タ
ー
課
程
に
い
か
な
か
っ
た
も
の

で
す
か
ら
皮
肉
を
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
今
は
論
文
博
士
の

入
口
が
狭
く
な
っ
て
い
て
、
ま
さ
に
社
会
人
と
し
て
再
入

学
す
る
よ
う
な
仕
組
み
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

は
高
い
の
が
ネ
ッ
ク
で
、
大
学
で
変
え
る
こ
と
が
で
き
ま

す
か
。

石
田
　
で
き
ま
す
。
授
業
料
免
除
な
ど
の
シ
ス
テ
ム
が
あ

り
ま
す
。
本
学
で
は
、
今
度
の
ド
ク
タ
ー
コ
ー
ス
は
授
業

料
が
少
な
く
と
も
半
額
免
除
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
社
会

人
は
別
で
す
が
、
ス
ト
レ
ー
ト
で
行
く
コ
ー
ス
は
授
業
料

を
半
額
以
下
に
し
ま
す
。
農
業
土
木
そ
の
も
の
の
継
続
教

育
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
社
会
人
の
学
び
直

し
は
い
ろ
ん
な
形
で
や
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
本

学
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
3
C
精
神
、
す
な
わ
ち
不
透
明
で

不
確
実
な
未
来
に
対
し
て
果
敢
に
挑
戦
し（Challenge

）、

自
ら
も
変
わ
り
な
が
ら（Change

）、
自
身
の
幸
せ
は
も

と
よ
り
地
域
社
会
の
発
展
に
貢
献
す
る（Contribution

）、

そ
ん
な
3
C
精
神
を
備
え
た
若
き〝
と
ち
ぎ
の
志
士
〞と
、

そ
の
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
育
て
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小
泉
　
地
元
の
名
だ
た
る
方
々
を
顧
問
に
迎
え
て
い
ま
す

ね
。

石
田
　
え
え
、
顧
問
の
方
か
ら
は
多
く
の
ご
寄
付
も
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
さ
き
ほ
ど
の
T
K
C
の
飯
塚
真
玄
名
誉

会
長
に
は
、
個
人
で
も
三
、四
千
万
円
ぐ
ら
い
、
会
社
も

含
め
て
六
千
万
、七
千
万
円
寄
付
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
ま
た
、
飯
村
愼
一
・
光
陽
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
㈱
代

表
取
締
役
会
長
に
は
、
一
億
五
千
万
円
ぐ
ら
い
寄
付
し
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
飯
塚
さ
ん
に
は
随
分
と
感
謝
さ
れ

て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
飯
塚
さ
ん
が
初
め
て
ド
イ
ツ
に

行
っ
た
時
名
刺
を
出
し
た
ら
、
当
時
彼
は
本
学
の
客
員
教

授
（visiting

Professor

）
で
し
た
の
で
、
向
こ
う
は
そ

れ
を
見
て
「
お
ま
え
、
プ
ロ
フ
ェ
ッ
サ
ー
か
」
と
ガ
ラ
ッ

と
態
度
が
変
わ
り
、
ず
い
ぶ
ん
仕
事
が
は
か
ど
っ
た
そ
う

で
す
。

小
泉
　
学
長
は
経
営
戦
略
に
も
た
け
て
い
る
わ
け
で
す
ね
。

石
田
　
ま
た
、
特
別
顧
問
の
中
津
正
修
・
栃
木
県
経
済
同

友
会
筆
頭
代
表
理
事
は
、
本
学
の
社
会
人
ド
ク
タ
ー
で
し

た
の
で
、
大
学
の
顔
に
も
な
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

小
泉
　
身
近
に
お
ら
れ
る
民
間
の
ト
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
が
学

位
を
も
っ
て
、
そ
れ
を
名
刺
に
書
い
て
い
た
だ
い
て
、
あ

あ
す
ご
い
な
ぁ
と
思
わ
れ
る
よ
う
な
社
会
が
も
っ
と
広

が
っ
て
く
る
と
い
い
で
す
ね
。

地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
と
大
学
院
は

新
た
な
人
材
育
成
の
要

小
泉
　
次
に
、
宇
都
宮
大
学
で
新
設
さ
れ
た
地
域
デ
ザ
イ

ン
科
学
部
と
大
学
院
は
、
地
域
の
課
題
解
決
が
コ
ン
セ
プ

ト
で
あ
り
、
ま
さ
に
我
々
が
求
め
る
人
材
の
一
翼
を
担
う

と
こ
ろ
と
お
見
受
け
し
ま
し
た
が
、
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

石
田
　
そ
れ
は
私
が
農
業
土
木
出
身
だ
か
ら
で
き
た
の
だ

と
思
い
ま
す
。
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
を
創
設
す
る
と
き

に
何
を
考
え
た
か
と
い
う
と
、
七
、八
年
前
で
す
が
大
学

は
地
域
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
に
な
る
べ
き
と
い
う
話
を
議

論
す
る
中
で
、
地
域
活
性
化
す
る
に
は
ま
ず
何
が
あ
る
の

か
を
考
え
ま
し
た
。
産
業
を
活
性
化
す
る
に
は
、
本
学
と

し
て
は
農
学
部
と
工
学
部
が
中
心
と
な
っ
た
貢
献
に
よ
る

し
か
な
い
、
一
方
で
地
域
を
活
性
化
す
る
に
は
、
や
は
り

地
域
そ
の
も
の
を
元
気
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う

と
思
い
ま
し
た
。
そ
の
時
、
教
え
子
で
あ
る
農
業
土
木
の

卒
業
生
を
見
て
み
る
と
、
公
務
員
を
中
心
に
地
域
の
中
で

し
っ
か
り
活
躍
し
て
い
る
。
彼
ら
か
ら
、
大
学
で
は
水
理

学
や
土
質
力
学
な
ど
い
ろ
い
ろ
勉
強
し
て
基
礎
的
な
知
見

と
し
て
は
不
可
欠
だ
っ
た
と
思
う
が
、
仕
事
を
進
め
る
中

で
は
公
共
政
策
の
考
え
方
や
住
民
と
の
合
意
形
成
な
ど
に

難
儀
し
て
い
る
と
い
う
話
を
よ
く
聞
い
て
い
ま
し
た
。
持

続
的
な
地
域
を
デ
ザ
イ
ン
す
る
に
は
理
系
、
文
系
と
い
っ

た
旧
来
の
学
問
区
切
り
だ
け
で
は
ダ
メ
だ
と
身
に
し
み
て
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ス
タ
ー
お
送
り
し
ま
し
た
。

石
田
　
そ
う
で
す
か
、
農
業
土
木
系
の
人
間
も
い
ま
す
の

で
。

小
泉
　
こ
れ
か
ら
大
学
も
い
ろ
い
ろ
な
再
編
な
ど
が
あ
る

中
で
、
学
会
は
こ
の
大
学
の
こ
の
学
科
で
な
く
て
は
ダ
メ

だ
と
い
う
話
で
は
な
く
、
む
し
ろ
我
々
の
分
野
は
幅
広
く

実
学
の
世
界
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
学
会
と
し
て
育
っ
て
い
か
な
い
と
、
先
細

り
す
る
だ
け
な
の
で
す
。

石
田
　
先
端
技
術
の
開
発
・
基
礎
研
究
で
勝
負
す
る
分
野

な
ら
い
い
で
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
実
学
で
あ
る
こ
と

に
私
自
身
は
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
持
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
と
ろ
を
う
ま

く
や
ら
な
い
と
、
確
か
に
先
細
り
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
化
教
育
は

こ
れ
か
ら
最
も
重
要
な
教
育

小
泉
　
こ
れ
か
ら
は
、D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
宇
都
宮

大
学
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
化
教
育
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

石
田
　
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
を
つ
く
る
時
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
中
に
A
I
教
育
を
強
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
学
長
な
り
た
て
の
頃
で
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
滋
賀
大
学
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
を
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
、
文
科
省
は
六
大
学
（
北
大
、

東
大
、
滋
賀
大
、
京
大
、
阪
大
、
九
大
）
を
拠
点
校
と
し

て
設
置
し
、
全
学
的
な
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

を
先
行
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
拠
点
大
学
で
形
成
す

る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
い
て
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教

材
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
二
〇
大
学
の
協
力
校
に
な

げ
て
、
協
力
校
が
近
隣
の
大
学
に
幅
広
く
普
及
・
展
開
し

て
い
ま
す
。
本
学
も
協
力
校
と
し
て
認
め
ら
れ
、
毎
年
補

助
金
を
も
ら
っ
て
教
員
を
雇
い
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
の
高
度
専
門
人
材
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

小
泉
　
情
報
化
教
育
は
重
要
だ
し
認
識
し
て
い
ま
す
。
先

だ
っ
て
地
図
を
つ
く
る
会
社
の
部
長
と
お
話
し
し
た
時
に
、

「
若
い
人
は
情
報
化
施
工
み
た
い
に
デ
ー
タ
を
扱
う
の
は

う
ま
い
。
ド
ロ
ー
ン
で
写
真
を
図
化
す
る
の
が
得
意
だ
が
、

デ
ー
タ
に
は
許
容
範
囲
が
あ
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
は
現
場
経
験

が
あ
る
か
ら
分
か
る
が
、
若
い
人
た
ち
は
デ
ー
タ
ば
か
り

見
て
て
判
断
す
る
か
ら
ダ
メ
な
の
で
、
そ
れ
を
何
と
か

補
っ
て
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
人
材
が
で
き
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

石
田
　
数
字
が
独
り
歩
き
し
て
、
数
字
が
す
べ
て
と
な
り
、

数
字
が
正
し
い
み
た
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
正

し
い
の
は
現
実
で
す
。
デ
ー
タ
の
会
社
も
含
め
、
そ
こ
の

と
こ
ろ
は
心
配
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
低
限
の

技
術
は
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
全
学
部
は

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
を
必
修
に
し
て
、
工
学
部

は
「
確
率
・
統
計
」、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」、「
デ
ー
タ
解

析
」
を
必
修
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で

の
教
育
で
す
が
、
本
学
は
群
馬
大
学
と
共
同
教
育
学
部
を

開
設
す
る
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
教
育
の
準
備
を
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
先
生
は
比
較
的
違
和
感
も
な
く
取
り
組

み
や
す
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
い
か
に
質
を
保
証
す
る
か
な
ど
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

小
泉
　
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
な
っ
て
全
国
の
大
学
の
先
生
に

聞
き
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
動
画
な
ど
を
撮
っ
て
い
た
先
生

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
比
較
的
う
ま
く
い
く
の
で
す
が
、

ま
っ
た
く
用
意
し
て
い
な
い
人
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
非

常
に
苦
労
し
て
そ
の
準
備
が
大
変
ら
し
い
で
す
。

石
田
　
本
学
で
も
ご
く
ご
く
少
数
で
す
が
、
教
科
書
を
コ

ピ
ー
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
に
張
り
付
け
て
終
わ
り
に
し
た
と

い
う
先
生
が
い
た
ら
し
く
怒
り
ま
し
た
が
、
全
く
や
り
方

が
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
習
熟
し
た
先
生
た
ち
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
か
な
り
丁
寧
に
学
内
に
発
信
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
い
う
と
、

教
育
の
分
野
で
も
い
ろ
ん
な
形
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
組

織
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は

な
か
な
か
難
し
い
。
本
学
の
よ
う
に
小
さ
な
と
こ
ろ
で
も

業
務
フ
ロ
ー
か
ら
し
っ
か
り
見
直
し
て
組
織
の
壁
を
越
え

た
業
務
改
善
を
意
識
し
な
い
と
、
た
だ
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
だ
、
押
印
が
な
く
な
っ
た
レ
ベ
ル
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
言
葉
倒
れ
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

小
泉
　
役
所
が
一
番
デ
ジ
タ
ル
に
詳
し
い
人
が
少
な
い
、

一
％
も
い
な
い
と
新
聞
に
出
て
い
ま
し
た
。

石
田
　
例
え
ば
、
校
内
の
施
設
や
学
部
ご
と
の
電
気
料
を

計
算
す
る
の
に
、
電
気
量
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
部
署
と
料
金

を
計
算
し
請
求
す
る
部
署
が
違
う
た
め
、
別
々
の
フ
ァ
イ

ル
を
使
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
の
同
じ
フ
ァ
イ
ル
を
共
有
す

れ
ば
、
電
気
量
を
入
力
す
る
だ
け
で
一
気
通
貫
に
計
算
で

き
ま
す
。
こ
ん
な
簡
単
な
レ
ベ
ル
こ
と
さ
え
で
き
て
い
な

い
。
い
わ
ゆ
る
壁
で
す
。
部
と
部
の
壁
、
課
と
課
の
壁
は

私
か
ら
見
た

土
地
改
良

当
然
、
係
と
係
の
壁
も
あ
り
ま
す
。
ニ
ト
リ
の
白
井
俊
之

社
長
は
本
学
の
O
B
で
す
が
、
か
つ
て
赤
羽
の
本
社
に

伺
っ
た
折
、
事
務
室
が
体
育
館
の
よ
う
で
、
物
理
的
に
も

徹
底
的
に
壁
を
な
く
し
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
伸
び

る
企
業
は
違
い
ま
す
よ
ね
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
そ

れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
業
務
そ
の
も
の
を
見
直
さ
な
い

と
、
昔
よ
く
言
っ
た
た
だ
の
情
報
化
と
同
じ
に
な
っ
て
し

ま
う
。

小
泉
　
働
き
方
、
仕
事
の
仕
方
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
変

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
二
〇
二
二
年
度
か
ら
国
立
大
学
は
第
四
期
目
標
期
間
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
向
け
た
検
討
方
向
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
教
え
願
い
ま
す
。

石
田
　
第
三
期
と
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク

ト
な
地
方
大
学
で
す
か
ら
、
そ
れ
がSm

allis
Beautiful

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
と
が
逆
に
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
だ
と
か
意
思
決

定
の
速
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
、
教
育
学
部
、
農

学
部
、
工
学
部
が
有
す
る
実
学
の
伝
統
を
活
か
し
、
地
域

の
知
の
拠
点
、
地
域
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
捉
え
、
社
会
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え

な
が
ら
、
文
理
融
合
、
分
野
横
断
を
意
識
し
た
学
問
体
系

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
変
わ
ら
ぬ

大
学
の
や
り
方
で
あ
り
第
四
期
の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

土
地
改
良
関
係
者
は
も
っ
と
誇
り
を
持
っ
て

大
学
と
連
携
を

小
泉
　
座
右
の
銘
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

石
田
　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の
座
右
の
銘
は
、

映
画
監
督
黒
澤
明
の
「
悪
魔
の
よ
う
に
細
心
に
、
天
使
の

よ
う
に
大
胆
に
」
で
す
。
き
ち
ん
と
や
る
べ
き
時
に
は
大

胆
に
、
そ
の
前
に
し
っ
か
り
考
え
上
で
、
と
い
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。大
胆
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば「Just

D
o
It！

」
で
す
。
グ
ダ
グ
ダ
言
わ
ず
に
や
れ
と
。

小
泉
　
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
！

石
田
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
と
同
じ
意
味
合
い
で
は
サ
ン
ト

リ
ー
創
業
者
・
鳥
井
信
治
郎
の
「
や
っ
て
み
な
は
れ
。
や

ら
な
わ
か
ら
し
ま
へ
ん
で
。」
で
す
。

小
泉
　
最
後
に
、
土
地
改
良
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
田
　
土
地
改
良
は
、
食
料
の
安
定
供
給
、
国
土
の
強
靭

化
や
環
境
保
全
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
、
国
民
の
生
活

を
守
る
最
大
の
砦
の
一
つ
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
ま
る
で
空
気
の
よ
う
に
当
た
り
前
す
ぎ
て
注
目
さ
れ

に
く
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
た

時
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
土
地
改
良
は
、
私
た
ち

の
生
命
と
安
心
・
安
全
を
支
え
る
基
盤
な
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
極
め
て
大
切
な
分
野
で
す
の
で
、
是
非
と
も
誇
り

を
も
っ
て
職
務
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
土
地
改
良
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
〞
こ
れ
が

一
番
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢

で
新
た
な
産
官
学
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
地
域
に
密
着
し
愛
さ
れ
る
大
学
と
し
て
、
学

長
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

1955年に群馬の里山で生まれる。
1978年東京大学農学部農業工学科卒業後、東京
大学大学院農学系研究科博士課程を経て1983年
に山形大学助手として採用、1991年に同大学助
教授。
1992年宇都宮大学助教授に異動し2000年宇都宮
大学教授。2006年同大学農学部長を経て2009年
4月から理事・副学長。
2015年4月から2021年3月まで宇都宮大学学長

石
いし

田
だ

朋
とも

靖
やす

ス
タ
ー
お
送
り
し
ま
し
た
。

石
田
　
そ
う
で
す
か
、
農
業
土
木
系
の
人
間
も
い
ま
す
の

で
。

小
泉
　
こ
れ
か
ら
大
学
も
い
ろ
い
ろ
な
再
編
な
ど
が
あ
る

中
で
、
学
会
は
こ
の
大
学
の
こ
の
学
科
で
な
く
て
は
ダ
メ

だ
と
い
う
話
で
は
な
く
、
む
し
ろ
我
々
の
分
野
は
幅
広
く

実
学
の
世
界
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
学
会
と
し
て
育
っ
て
い
か
な
い
と
、
先
細

り
す
る
だ
け
な
の
で
す
。

石
田
　
先
端
技
術
の
開
発
・
基
礎
研
究
で
勝
負
す
る
分
野

な
ら
い
い
で
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
実
学
で
あ
る
こ
と

に
私
自
身
は
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
持
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
と
ろ
を
う
ま

く
や
ら
な
い
と
、
確
か
に
先
細
り
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
化
教
育
は

こ
れ
か
ら
最
も
重
要
な
教
育

小
泉
　
こ
れ
か
ら
は
、D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
宇
都
宮

大
学
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
化
教
育
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

石
田
　
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
を
つ
く
る
時
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
中
に
A
I
教
育
を
強
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
学
長
な
り
た
て
の
頃
で
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
滋
賀
大
学
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
を
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
、
文
科
省
は
六
大
学
（
北
大
、

東
大
、
滋
賀
大
、
京
大
、
阪
大
、
九
大
）
を
拠
点
校
と
し

て
設
置
し
、
全
学
的
な
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

を
先
行
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
拠
点
大
学
で
形
成
す

る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
い
て
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教

材
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
二
〇
大
学
の
協
力
校
に
な

げ
て
、
協
力
校
が
近
隣
の
大
学
に
幅
広
く
普
及
・
展
開
し

て
い
ま
す
。
本
学
も
協
力
校
と
し
て
認
め
ら
れ
、
毎
年
補

助
金
を
も
ら
っ
て
教
員
を
雇
い
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
の
高
度
専
門
人
材
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

小
泉
　
情
報
化
教
育
は
重
要
だ
し
認
識
し
て
い
ま
す
。
先

だ
っ
て
地
図
を
つ
く
る
会
社
の
部
長
と
お
話
し
し
た
時
に
、

「
若
い
人
は
情
報
化
施
工
み
た
い
に
デ
ー
タ
を
扱
う
の
は

う
ま
い
。
ド
ロ
ー
ン
で
写
真
を
図
化
す
る
の
が
得
意
だ
が
、

デ
ー
タ
に
は
許
容
範
囲
が
あ
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
は
現
場
経
験

が
あ
る
か
ら
分
か
る
が
、
若
い
人
た
ち
は
デ
ー
タ
ば
か
り

見
て
て
判
断
す
る
か
ら
ダ
メ
な
の
で
、
そ
れ
を
何
と
か

補
っ
て
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
人
材
が
で
き
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

石
田
　
数
字
が
独
り
歩
き
し
て
、
数
字
が
す
べ
て
と
な
り
、

数
字
が
正
し
い
み
た
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
正

し
い
の
は
現
実
で
す
。
デ
ー
タ
の
会
社
も
含
め
、
そ
こ
の

と
こ
ろ
は
心
配
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
低
限
の

技
術
は
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
全
学
部
は

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
を
必
修
に
し
て
、
工
学
部

は
「
確
率
・
統
計
」、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」、「
デ
ー
タ
解

析
」
を
必
修
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で

の
教
育
で
す
が
、
本
学
は
群
馬
大
学
と
共
同
教
育
学
部
を

開
設
す
る
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
教
育
の
準
備
を
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
先
生
は
比
較
的
違
和
感
も
な
く
取
り
組

み
や
す
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
い
か
に
質
を
保
証
す
る
か
な
ど
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

小
泉
　
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
な
っ
て
全
国
の
大
学
の
先
生
に

聞
き
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
動
画
な
ど
を
撮
っ
て
い
た
先
生

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
比
較
的
う
ま
く
い
く
の
で
す
が
、

ま
っ
た
く
用
意
し
て
い
な
い
人
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
非

常
に
苦
労
し
て
そ
の
準
備
が
大
変
ら
し
い
で
す
。

石
田
　
本
学
で
も
ご
く
ご
く
少
数
で
す
が
、
教
科
書
を
コ

ピ
ー
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
に
張
り
付
け
て
終
わ
り
に
し
た
と

い
う
先
生
が
い
た
ら
し
く
怒
り
ま
し
た
が
、
全
く
や
り
方

が
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
習
熟
し
た
先
生
た
ち
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
か
な
り
丁
寧
に
学
内
に
発
信
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
い
う
と
、

教
育
の
分
野
で
も
い
ろ
ん
な
形
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
組

織
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は

な
か
な
か
難
し
い
。
本
学
の
よ
う
に
小
さ
な
と
こ
ろ
で
も

業
務
フ
ロ
ー
か
ら
し
っ
か
り
見
直
し
て
組
織
の
壁
を
越
え

た
業
務
改
善
を
意
識
し
な
い
と
、
た
だ
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
だ
、
押
印
が
な
く
な
っ
た
レ
ベ
ル
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
言
葉
倒
れ
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

小
泉
　
役
所
が
一
番
デ
ジ
タ
ル
に
詳
し
い
人
が
少
な
い
、

一
％
も
い
な
い
と
新
聞
に
出
て
い
ま
し
た
。

石
田
　
例
え
ば
、
校
内
の
施
設
や
学
部
ご
と
の
電
気
料
を

計
算
す
る
の
に
、
電
気
量
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
部
署
と
料
金

を
計
算
し
請
求
す
る
部
署
が
違
う
た
め
、
別
々
の
フ
ァ
イ

ル
を
使
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
の
同
じ
フ
ァ
イ
ル
を
共
有
す

れ
ば
、
電
気
量
を
入
力
す
る
だ
け
で
一
気
通
貫
に
計
算
で

き
ま
す
。
こ
ん
な
簡
単
な
レ
ベ
ル
こ
と
さ
え
で
き
て
い
な

い
。
い
わ
ゆ
る
壁
で
す
。
部
と
部
の
壁
、
課
と
課
の
壁
は

当
然
、
係
と
係
の
壁
も
あ
り
ま
す
。
ニ
ト
リ
の
白
井
俊
之

社
長
は
本
学
の
O
B
で
す
が
、
か
つ
て
赤
羽
の
本
社
に

伺
っ
た
折
、
事
務
室
が
体
育
館
の
よ
う
で
、
物
理
的
に
も

徹
底
的
に
壁
を
な
く
し
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
伸
び

る
企
業
は
違
い
ま
す
よ
ね
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
そ

れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
業
務
そ
の
も
の
を
見
直
さ
な
い

と
、
昔
よ
く
言
っ
た
た
だ
の
情
報
化
と
同
じ
に
な
っ
て
し

ま
う
。

小
泉
　
働
き
方
、
仕
事
の
仕
方
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
変

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
二
〇
二
二
年
度
か
ら
国
立
大
学
は
第
四
期
目
標
期
間
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
向
け
た
検
討
方
向
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
教
え
願
い
ま
す
。

石
田
　
第
三
期
と
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク

ト
な
地
方
大
学
で
す
か
ら
、
そ
れ
がSm

allis
Beautiful

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
と
が
逆
に
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
だ
と
か
意
思
決

定
の
速
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
、
教
育
学
部
、
農

学
部
、
工
学
部
が
有
す
る
実
学
の
伝
統
を
活
か
し
、
地
域

の
知
の
拠
点
、
地
域
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
捉
え
、
社
会
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え

な
が
ら
、
文
理
融
合
、
分
野
横
断
を
意
識
し
た
学
問
体
系

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
変
わ
ら
ぬ

大
学
の
や
り
方
で
あ
り
第
四
期
の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

土
地
改
良
関
係
者
は
も
っ
と
誇
り
を
持
っ
て

大
学
と
連
携
を

小
泉
　
座
右
の
銘
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

石
田
　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の
座
右
の
銘
は
、

映
画
監
督
黒
澤
明
の
「
悪
魔
の
よ
う
に
細
心
に
、
天
使
の

よ
う
に
大
胆
に
」
で
す
。
き
ち
ん
と
や
る
べ
き
時
に
は
大

胆
に
、
そ
の
前
に
し
っ
か
り
考
え
上
で
、
と
い
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。大
胆
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば「Just

D
o
It！

」
で
す
。
グ
ダ
グ
ダ
言
わ
ず
に
や
れ
と
。

小
泉
　
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
！

石
田
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
と
同
じ
意
味
合
い
で
は
サ
ン
ト

リ
ー
創
業
者
・
鳥
井
信
治
郎
の
「
や
っ
て
み
な
は
れ
。
や

ら
な
わ
か
ら
し
ま
へ
ん
で
。」
で
す
。

小
泉
　
最
後
に
、
土
地
改
良
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
田
　
土
地
改
良
は
、
食
料
の
安
定
供
給
、
国
土
の
強
靭

化
や
環
境
保
全
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
、
国
民
の
生
活

を
守
る
最
大
の
砦
の
一
つ
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
ま
る
で
空
気
の
よ
う
に
当
た
り
前
す
ぎ
て
注
目
さ
れ

に
く
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
た

時
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
土
地
改
良
は
、
私
た
ち

の
生
命
と
安
心
・
安
全
を
支
え
る
基
盤
な
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
極
め
て
大
切
な
分
野
で
す
の
で
、
是
非
と
も
誇
り

を
も
っ
て
職
務
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
土
地
改
良
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
〞
こ
れ
が

一
番
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢

で
新
た
な
産
官
学
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
地
域
に
密
着
し
愛
さ
れ
る
大
学
と
し
て
、
学

長
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

1955年に群馬の里山で生まれる。
1978年東京大学農学部農業工学科卒業後、東京
大学大学院農学系研究科博士課程を経て1983年
に山形大学助手として採用、1991年に同大学助
教授。
1992年宇都宮大学助教授に異動し2000年宇都宮
大学教授。2006年同大学農学部長を経て2009年
4月から理事・副学長。
2015年4月から2021年3月まで宇都宮大学学長

石
いし

田
だ

朋
とも

靖
やす
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ス
タ
ー
お
送
り
し
ま
し
た
。

石
田
　
そ
う
で
す
か
、
農
業
土
木
系
の
人
間
も
い
ま
す
の

で
。

小
泉
　
こ
れ
か
ら
大
学
も
い
ろ
い
ろ
な
再
編
な
ど
が
あ
る

中
で
、
学
会
は
こ
の
大
学
の
こ
の
学
科
で
な
く
て
は
ダ
メ

だ
と
い
う
話
で
は
な
く
、
む
し
ろ
我
々
の
分
野
は
幅
広
く

実
学
の
世
界
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
学
会
と
し
て
育
っ
て
い
か
な
い
と
、
先
細

り
す
る
だ
け
な
の
で
す
。

石
田
　
先
端
技
術
の
開
発
・
基
礎
研
究
で
勝
負
す
る
分
野

な
ら
い
い
で
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
実
学
で
あ
る
こ
と

に
私
自
身
は
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
持
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
と
ろ
を
う
ま

く
や
ら
な
い
と
、
確
か
に
先
細
り
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
化
教
育
は

こ
れ
か
ら
最
も
重
要
な
教
育

小
泉
　
こ
れ
か
ら
は
、D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
宇
都
宮

大
学
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
化
教
育
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

石
田
　
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
を
つ
く
る
時
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
中
に
A
I
教
育
を
強
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
学
長
な
り
た
て
の
頃
で
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
滋
賀
大
学
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
を
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
、
文
科
省
は
六
大
学
（
北
大
、

東
大
、
滋
賀
大
、
京
大
、
阪
大
、
九
大
）
を
拠
点
校
と
し

て
設
置
し
、
全
学
的
な
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

を
先
行
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
拠
点
大
学
で
形
成
す

る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
い
て
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教

材
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
二
〇
大
学
の
協
力
校
に
な

げ
て
、
協
力
校
が
近
隣
の
大
学
に
幅
広
く
普
及
・
展
開
し

て
い
ま
す
。
本
学
も
協
力
校
と
し
て
認
め
ら
れ
、
毎
年
補

助
金
を
も
ら
っ
て
教
員
を
雇
い
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
の
高
度
専
門
人
材
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

小
泉
　
情
報
化
教
育
は
重
要
だ
し
認
識
し
て
い
ま
す
。
先

だ
っ
て
地
図
を
つ
く
る
会
社
の
部
長
と
お
話
し
し
た
時
に
、

「
若
い
人
は
情
報
化
施
工
み
た
い
に
デ
ー
タ
を
扱
う
の
は

う
ま
い
。
ド
ロ
ー
ン
で
写
真
を
図
化
す
る
の
が
得
意
だ
が
、

デ
ー
タ
に
は
許
容
範
囲
が
あ
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
は
現
場
経
験

が
あ
る
か
ら
分
か
る
が
、
若
い
人
た
ち
は
デ
ー
タ
ば
か
り

見
て
て
判
断
す
る
か
ら
ダ
メ
な
の
で
、
そ
れ
を
何
と
か

補
っ
て
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
人
材
が
で
き
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

石
田
　
数
字
が
独
り
歩
き
し
て
、
数
字
が
す
べ
て
と
な
り
、

数
字
が
正
し
い
み
た
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
正

し
い
の
は
現
実
で
す
。
デ
ー
タ
の
会
社
も
含
め
、
そ
こ
の

と
こ
ろ
は
心
配
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
低
限
の

技
術
は
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
全
学
部
は

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
を
必
修
に
し
て
、
工
学
部

は
「
確
率
・
統
計
」、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」、「
デ
ー
タ
解

析
」
を
必
修
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で

の
教
育
で
す
が
、
本
学
は
群
馬
大
学
と
共
同
教
育
学
部
を

開
設
す
る
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
教
育
の
準
備
を
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
先
生
は
比
較
的
違
和
感
も
な
く
取
り
組

み
や
す
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
い
か
に
質
を
保
証
す
る
か
な
ど
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

小
泉
　
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
な
っ
て
全
国
の
大
学
の
先
生
に

聞
き
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
動
画
な
ど
を
撮
っ
て
い
た
先
生

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
比
較
的
う
ま
く
い
く
の
で
す
が
、

ま
っ
た
く
用
意
し
て
い
な
い
人
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
非

常
に
苦
労
し
て
そ
の
準
備
が
大
変
ら
し
い
で
す
。

石
田
　
本
学
で
も
ご
く
ご
く
少
数
で
す
が
、
教
科
書
を
コ

ピ
ー
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
に
張
り
付
け
て
終
わ
り
に
し
た
と

い
う
先
生
が
い
た
ら
し
く
怒
り
ま
し
た
が
、
全
く
や
り
方

が
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
習
熟
し
た
先
生
た
ち
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
か
な
り
丁
寧
に
学
内
に
発
信
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
い
う
と
、

教
育
の
分
野
で
も
い
ろ
ん
な
形
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
組

織
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は

な
か
な
か
難
し
い
。
本
学
の
よ
う
に
小
さ
な
と
こ
ろ
で
も

業
務
フ
ロ
ー
か
ら
し
っ
か
り
見
直
し
て
組
織
の
壁
を
越
え

た
業
務
改
善
を
意
識
し
な
い
と
、
た
だ
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
だ
、
押
印
が
な
く
な
っ
た
レ
ベ
ル
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
言
葉
倒
れ
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

小
泉
　
役
所
が
一
番
デ
ジ
タ
ル
に
詳
し
い
人
が
少
な
い
、

一
％
も
い
な
い
と
新
聞
に
出
て
い
ま
し
た
。

石
田
　
例
え
ば
、
校
内
の
施
設
や
学
部
ご
と
の
電
気
料
を

計
算
す
る
の
に
、
電
気
量
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
部
署
と
料
金

を
計
算
し
請
求
す
る
部
署
が
違
う
た
め
、
別
々
の
フ
ァ
イ

ル
を
使
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
の
同
じ
フ
ァ
イ
ル
を
共
有
す

れ
ば
、
電
気
量
を
入
力
す
る
だ
け
で
一
気
通
貫
に
計
算
で

き
ま
す
。
こ
ん
な
簡
単
な
レ
ベ
ル
こ
と
さ
え
で
き
て
い
な

い
。
い
わ
ゆ
る
壁
で
す
。
部
と
部
の
壁
、
課
と
課
の
壁
は

私
か
ら
見
た

土
地
改
良

当
然
、
係
と
係
の
壁
も
あ
り
ま
す
。
ニ
ト
リ
の
白
井
俊
之

社
長
は
本
学
の
O
B
で
す
が
、
か
つ
て
赤
羽
の
本
社
に

伺
っ
た
折
、
事
務
室
が
体
育
館
の
よ
う
で
、
物
理
的
に
も

徹
底
的
に
壁
を
な
く
し
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
伸
び

る
企
業
は
違
い
ま
す
よ
ね
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
そ

れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
業
務
そ
の
も
の
を
見
直
さ
な
い

と
、
昔
よ
く
言
っ
た
た
だ
の
情
報
化
と
同
じ
に
な
っ
て
し

ま
う
。

小
泉
　
働
き
方
、
仕
事
の
仕
方
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
変

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
二
〇
二
二
年
度
か
ら
国
立
大
学
は
第
四
期
目
標
期
間
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
向
け
た
検
討
方
向
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
教
え
願
い
ま
す
。

石
田
　
第
三
期
と
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク

ト
な
地
方
大
学
で
す
か
ら
、
そ
れ
がSm

allis
Beautiful

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
と
が
逆
に
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
だ
と
か
意
思
決

定
の
速
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
、
教
育
学
部
、
農

学
部
、
工
学
部
が
有
す
る
実
学
の
伝
統
を
活
か
し
、
地
域

の
知
の
拠
点
、
地
域
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
捉
え
、
社
会
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え

な
が
ら
、
文
理
融
合
、
分
野
横
断
を
意
識
し
た
学
問
体
系

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
変
わ
ら
ぬ

大
学
の
や
り
方
で
あ
り
第
四
期
の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

土
地
改
良
関
係
者
は
も
っ
と
誇
り
を
持
っ
て

大
学
と
連
携
を

小
泉
　
座
右
の
銘
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

石
田
　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の
座
右
の
銘
は
、

映
画
監
督
黒
澤
明
の
「
悪
魔
の
よ
う
に
細
心
に
、
天
使
の

よ
う
に
大
胆
に
」
で
す
。
き
ち
ん
と
や
る
べ
き
時
に
は
大

胆
に
、
そ
の
前
に
し
っ
か
り
考
え
上
で
、
と
い
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。大
胆
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば「Just

D
o
It！

」
で
す
。
グ
ダ
グ
ダ
言
わ
ず
に
や
れ
と
。

小
泉
　
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
！

石
田
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
と
同
じ
意
味
合
い
で
は
サ
ン
ト

リ
ー
創
業
者
・
鳥
井
信
治
郎
の
「
や
っ
て
み
な
は
れ
。
や

ら
な
わ
か
ら
し
ま
へ
ん
で
。」
で
す
。

小
泉
　
最
後
に
、
土
地
改
良
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
田
　
土
地
改
良
は
、
食
料
の
安
定
供
給
、
国
土
の
強
靭

化
や
環
境
保
全
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
、
国
民
の
生
活

を
守
る
最
大
の
砦
の
一
つ
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
ま
る
で
空
気
の
よ
う
に
当
た
り
前
す
ぎ
て
注
目
さ
れ

に
く
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
た

時
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
土
地
改
良
は
、
私
た
ち

の
生
命
と
安
心
・
安
全
を
支
え
る
基
盤
な
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
極
め
て
大
切
な
分
野
で
す
の
で
、
是
非
と
も
誇
り

を
も
っ
て
職
務
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
土
地
改
良
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
〞
こ
れ
が

一
番
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢

で
新
た
な
産
官
学
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
地
域
に
密
着
し
愛
さ
れ
る
大
学
と
し
て
、
学

長
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

1955年に群馬の里山で生まれる。
1978年東京大学農学部農業工学科卒業後、東京
大学大学院農学系研究科博士課程を経て1983年
に山形大学助手として採用、1991年に同大学助
教授。
1992年宇都宮大学助教授に異動し2000年宇都宮
大学教授。2006年同大学農学部長を経て2009年
4月から理事・副学長。
2015年4月から2021年3月まで宇都宮大学学長

石
いし

田
だ

朋
とも

靖
やす

ス
タ
ー
お
送
り
し
ま
し
た
。

石
田
　
そ
う
で
す
か
、
農
業
土
木
系
の
人
間
も
い
ま
す
の

で
。

小
泉
　
こ
れ
か
ら
大
学
も
い
ろ
い
ろ
な
再
編
な
ど
が
あ
る

中
で
、
学
会
は
こ
の
大
学
の
こ
の
学
科
で
な
く
て
は
ダ
メ

だ
と
い
う
話
で
は
な
く
、
む
し
ろ
我
々
の
分
野
は
幅
広
く

実
学
の
世
界
な
の
で
、
い
ろ
ん
な
人
た
ち
に
入
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
学
会
と
し
て
育
っ
て
い
か
な
い
と
、
先
細

り
す
る
だ
け
な
の
で
す
。

石
田
　
先
端
技
術
の
開
発
・
基
礎
研
究
で
勝
負
す
る
分
野

な
ら
い
い
で
す
が
、
そ
う
じ
ゃ
な
い
。
実
学
で
あ
る
こ
と

に
私
自
身
は
プ
ラ
イ
ド
を
持
っ
て
い
ま
す
し
、
持
た
な
け

れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
の
と
ろ
を
う
ま

く
や
ら
な
い
と
、
確
か
に
先
細
り
に
な
っ
て
い
き
ま
す
。

デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
化
教
育
は

こ
れ
か
ら
最
も
重
要
な
教
育

小
泉
　
こ
れ
か
ら
は
、D
X（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）
の
時
代
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
宇
都
宮

大
学
の
デ
ジ
タ
ル
化
・
情
報
化
教
育
は
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ま
れ
て
い
ま
す
か
。

石
田
　
地
域
デ
ザ
イ
ン
科
学
部
を
つ
く
る
時
に
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
デ
ザ
イ
ン
学
科
の
中
に
A
I
教
育
を
強
め
よ
う
と

思
い
ま
し
た
が
、
学
長
な
り
た
て
の
頃
で
か
な
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
後
、
滋
賀
大
学
が
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
学

部
を
つ
く
り
ま
し
た
。
現
在
、
文
科
省
は
六
大
学
（
北
大
、

東
大
、
滋
賀
大
、
京
大
、
阪
大
、
九
大
）
を
拠
点
校
と
し

て
設
置
し
、
全
学
的
な
数
理
・
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
教
育

を
先
行
的
に
実
施
す
る
と
と
も
に
、
拠
点
大
学
で
形
成
す

る
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
い
て
標
準
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
教

材
を
開
発
し
ま
し
た
。
そ
れ
を
二
〇
大
学
の
協
力
校
に
な

げ
て
、
協
力
校
が
近
隣
の
大
学
に
幅
広
く
普
及
・
展
開
し

て
い
ま
す
。
本
学
も
協
力
校
と
し
て
認
め
ら
れ
、
毎
年
補

助
金
を
も
ら
っ
て
教
員
を
雇
い
、
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
分

野
の
高
度
専
門
人
材
を
養
成
し
て
い
ま
す
。

小
泉
　
情
報
化
教
育
は
重
要
だ
し
認
識
し
て
い
ま
す
。
先

だ
っ
て
地
図
を
つ
く
る
会
社
の
部
長
と
お
話
し
し
た
時
に
、

「
若
い
人
は
情
報
化
施
工
み
た
い
に
デ
ー
タ
を
扱
う
の
は

う
ま
い
。
ド
ロ
ー
ン
で
写
真
を
図
化
す
る
の
が
得
意
だ
が
、

デ
ー
タ
に
は
許
容
範
囲
が
あ
っ
て
ベ
テ
ラ
ン
は
現
場
経
験

が
あ
る
か
ら
分
か
る
が
、
若
い
人
た
ち
は
デ
ー
タ
ば
か
り

見
て
て
判
断
す
る
か
ら
ダ
メ
な
の
で
、
そ
れ
を
何
と
か

補
っ
て
初
め
て
デ
ジ
タ
ル
化
時
代
の
人
材
が
で
き
る
」
と

お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。

石
田
　
数
字
が
独
り
歩
き
し
て
、
数
字
が
す
べ
て
と
な
り
、

数
字
が
正
し
い
み
た
い
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
実
は
、
正

し
い
の
は
現
実
で
す
。
デ
ー
タ
の
会
社
も
含
め
、
そ
こ
の

と
こ
ろ
は
心
配
で
す
ね
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
最
低
限
の

技
術
は
身
に
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
、
全
学
部
は

「
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
入
門
」
を
必
修
に
し
て
、
工
学
部

は
「
確
率
・
統
計
」、「
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」、「
デ
ー
タ
解

析
」
を
必
修
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
コ
ロ
ナ
禍
の
下
で

の
教
育
で
す
が
、
本
学
は
群
馬
大
学
と
共
同
教
育
学
部
を

開
設
す
る
た
め
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
教
育
の
準
備
を
し
て

い
ま
し
た
の
で
、
先
生
は
比
較
的
違
和
感
も
な
く
取
り
組

み
や
す
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業

で
い
か
に
質
を
保
証
す
る
か
な
ど
に
も
配
慮
し
ま
し
た
。

小
泉
　
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
な
っ
て
全
国
の
大
学
の
先
生
に

聞
き
ま
す
と
、
こ
れ
ま
で
動
画
な
ど
を
撮
っ
て
い
た
先
生

は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
も
比
較
的
う
ま
く
い
く
の
で
す
が
、

ま
っ
た
く
用
意
し
て
い
な
い
人
は
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
に
非

常
に
苦
労
し
て
そ
の
準
備
が
大
変
ら
し
い
で
す
。

石
田
　
本
学
で
も
ご
く
ご
く
少
数
で
す
が
、
教
科
書
を
コ

ピ
ー
し
て
、
ネ
ッ
ト
上
に
張
り
付
け
て
終
わ
り
に
し
た
と

い
う
先
生
が
い
た
ら
し
く
怒
り
ま
し
た
が
、
全
く
や
り
方

が
分
か
ら
な
か
っ
た
か
ら
の
よ
う
で
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
授

業
に
習
熟
し
た
先
生
た
ち
が
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
か
な
り
丁
寧
に
学
内
に
発
信
し
て
も
ら
っ
た
の
で
す

が
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
で
い
う
と
、

教
育
の
分
野
で
も
い
ろ
ん
な
形
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、
組

織
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
は

な
か
な
か
難
し
い
。
本
学
の
よ
う
に
小
さ
な
と
こ
ろ
で
も

業
務
フ
ロ
ー
か
ら
し
っ
か
り
見
直
し
て
組
織
の
壁
を
越
え

た
業
務
改
善
を
意
識
し
な
い
と
、
た
だ
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
だ
、
押
印
が
な
く
な
っ
た
レ
ベ
ル
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
が
言
葉
倒
れ
に

な
っ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
ね
。

小
泉
　
役
所
が
一
番
デ
ジ
タ
ル
に
詳
し
い
人
が
少
な
い
、

一
％
も
い
な
い
と
新
聞
に
出
て
い
ま
し
た
。

石
田
　
例
え
ば
、
校
内
の
施
設
や
学
部
ご
と
の
電
気
料
を

計
算
す
る
の
に
、
電
気
量
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
部
署
と
料
金

を
計
算
し
請
求
す
る
部
署
が
違
う
た
め
、
別
々
の
フ
ァ
イ

ル
を
使
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
の
同
じ
フ
ァ
イ
ル
を
共
有
す

れ
ば
、
電
気
量
を
入
力
す
る
だ
け
で
一
気
通
貫
に
計
算
で

き
ま
す
。
こ
ん
な
簡
単
な
レ
ベ
ル
こ
と
さ
え
で
き
て
い
な

い
。
い
わ
ゆ
る
壁
で
す
。
部
と
部
の
壁
、
課
と
課
の
壁
は

当
然
、
係
と
係
の
壁
も
あ
り
ま
す
。
ニ
ト
リ
の
白
井
俊
之

社
長
は
本
学
の
O
B
で
す
が
、
か
つ
て
赤
羽
の
本
社
に

伺
っ
た
折
、
事
務
室
が
体
育
館
の
よ
う
で
、
物
理
的
に
も

徹
底
的
に
壁
を
な
く
し
て
い
る
の
に
驚
き
ま
し
た
。
伸
び

る
企
業
は
違
い
ま
す
よ
ね
。

　
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の
時
代
に
そ

れ
を
う
ま
く
利
用
し
て
、
業
務
そ
の
も
の
を
見
直
さ
な
い

と
、
昔
よ
く
言
っ
た
た
だ
の
情
報
化
と
同
じ
に
な
っ
て
し

ま
う
。

小
泉
　
働
き
方
、
仕
事
の
仕
方
そ
の
も
の
を
根
本
か
ら
変

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　
二
〇
二
二
年
度
か
ら
国
立
大
学
は
第
四
期
目
標
期
間
に

な
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
向
け
た
検
討
方
向
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
お
教
え
願
い
ま
す
。

石
田
　
第
三
期
と
変
わ
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
コ
ン
パ
ク

ト
な
地
方
大
学
で
す
か
ら
、
そ
れ
がSm

allis
Beautiful

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
小
さ
い
こ
と
が
逆
に
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
と
考
え
、
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
良
さ
だ
と
か
意
思
決

定
の
速
さ
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
、
教
育
学
部
、
農

学
部
、
工
学
部
が
有
す
る
実
学
の
伝
統
を
活
か
し
、
地
域

の
知
の
拠
点
、
地
域
活
性
化
の
エ
ン
ジ
ン
と
な
る
こ
と
を

ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
捉
え
、
社
会
や
時
代
の
ニ
ー
ズ
を
見
据
え

な
が
ら
、
文
理
融
合
、
分
野
横
断
を
意
識
し
た
学
問
体
系

を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
、
こ
れ
が
こ
れ
ま
で
の
変
わ
ら
ぬ

大
学
の
や
り
方
で
あ
り
第
四
期
の
目
標
で
も
あ
り
ま
す
。

土
地
改
良
関
係
者
は
も
っ
と
誇
り
を
持
っ
て

大
学
と
連
携
を

小
泉
　
座
右
の
銘
の
よ
う
な
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

石
田
　
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
一
番
の
座
右
の
銘
は
、

映
画
監
督
黒
澤
明
の
「
悪
魔
の
よ
う
に
細
心
に
、
天
使
の

よ
う
に
大
胆
に
」
で
す
。
き
ち
ん
と
や
る
べ
き
時
に
は
大

胆
に
、
そ
の
前
に
し
っ
か
り
考
え
上
で
、
と
い
っ
た
こ
と

で
し
ょ
う
か
。大
胆
に
や
る
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば「Just

D
o
It！

」
で
す
。
グ
ダ
グ
ダ
言
わ
ず
に
や
れ
と
。

小
泉
　
ま
ず
は
や
っ
て
み
る
！

石
田
　
そ
う
で
す
。
そ
れ
と
同
じ
意
味
合
い
で
は
サ
ン
ト

リ
ー
創
業
者
・
鳥
井
信
治
郎
の
「
や
っ
て
み
な
は
れ
。
や

ら
な
わ
か
ら
し
ま
へ
ん
で
。」
で
す
。

小
泉
　
最
後
に
、
土
地
改
良
関
係
者
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

石
田
　
土
地
改
良
は
、
食
料
の
安
定
供
給
、
国
土
の
強
靭

化
や
環
境
保
全
を
図
る
上
で
重
要
な
役
割
、
国
民
の
生
活

を
守
る
最
大
の
砦
の
一
つ
を
果
た
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

ら
は
ま
る
で
空
気
の
よ
う
に
当
た
り
前
す
ぎ
て
注
目
さ
れ

に
く
い
も
の
で
す
。
こ
れ
ら
が
当
た
り
前
で
な
く
な
っ
た

時
の
こ
と
を
考
え
て
く
だ
さ
い
。
土
地
改
良
は
、
私
た
ち

の
生
命
と
安
心
・
安
全
を
支
え
る
基
盤
な
の
で
す
。
こ
の

よ
う
な
極
め
て
大
切
な
分
野
で
す
の
で
、
是
非
と
も
誇
り

を
も
っ
て
職
務
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

〝
土
地
改
良
の
仕
事
に
誇
り
を
持
っ
て
ほ
し
い
〞
こ
れ
が

一
番
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
姿
勢

で
新
た
な
産
官
学
の
連
携
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

小
泉
　
本
日
は
、
お
忙
し
い
と
こ
ろ
、
貴
重
な
ご
意
見
・

ご
提
言
を
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
地
域
に
密
着
し
愛
さ
れ
る
大
学
と
し
て
、
学

長
の
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

1955年に群馬の里山で生まれる。
1978年東京大学農学部農業工学科卒業後、東京
大学大学院農学系研究科博士課程を経て1983年
に山形大学助手として採用、1991年に同大学助
教授。
1992年宇都宮大学助教授に異動し2000年宇都宮
大学教授。2006年同大学農学部長を経て2009年
4月から理事・副学長。
2015年4月から2021年3月まで宇都宮大学学長

石
いし

田
だ

朋
とも

靖
やす

22 土地改良　313号　2021.4●



　

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十
三
年
）
三
月
十
一
日
十
四
時

四
十
六
分
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
で
は
、
日
本

国
内
観
測
史
上
最
大
規
模
と
な
る
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
9.0
の
海
溝

型
大
地
震
と
未
曽
有
の
大
津
波
に
よ
り
、
死
者
一
九
、七
四
七

名
（
災
害
関
連
死
を
含
む
）、
行
方
不
明
者
二
、五
五
六
名
、
住

宅
被
害
（
全
壊
）
一
二
二
、〇
〇
五
戸
（
い
ず
れ
も
令
和
三
年

三
月
一
日
現
在
）、
約
二
万
四
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
流
失
・

冠
水
す
る
な
ど
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。
地
震
と
津
波
に
伴

う
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
発
生
も
加
わ
り
、
発
災
直

後
の
避
難
者
は
約
四
七
万
人
に
及
ん
だ
。
改
め
て
、
犠
牲
に
な

ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
す
る
と
と
も
に
、
被
害
に
遭

わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
い
。

　

あ
れ
か
ら
十
年
。
復
興
の
取
組
み
は
着
実
に
成
果
を
上
げ
て

い
る
が
、
発
災
当
時
の
状
況
に
直
面
し
た
方
々
は
何
を
見
、
何
を

感
じ
た
の
か
。
惨
憺
た
る
状
況
の
中
か
ら
立
ち
上
が
り
、
何
を
目

指
し
て
、ど
の
よ
う
に
復
興
の
取
組
み
を
形
に
し
て
い
っ
た
の
か
。

　

今
回
の
特
集
で
は
、
発
災
直
後
か
ら
復
旧
・
復
興
へ
の
取
組

み
が
徐
々
に
軌
道
に
乗
る
ま
で
の
数
年
間
に
焦
点
を
当
て
、
様
々

な
立
場
で
復
旧
・
復
興
に
携
わ
っ
た
方
々
に
、
当
時
の
状
況
を

振
り
返
り
、
ご
苦
労
さ
れ
た
こ
と
や
貴
重
な
ご
経
験
な
ど
に
つ

い
て
、
改
め
て
述
懐
し
て
い
た
だ
い
た
。

　

災
害
が
激
甚
化
し
て
い
る
今
日
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

旧
・
復
興
の
取
組
み
を
改
め
て
記
録
す
る
こ
と
は
、
今
後
へ
の

大
き
な
備
え
と
な
る
と
と
も
に
、
平
時
に
お
け
る
課
題
の
認
識

や
対
応
の
方
向
な
ど
の
基
本
的
な
態
度
を
考
え
る
上
で
も
有
益

な
も
の
と
な
ろ
う
。
こ
の
機
会
に
、
読
者
の
皆
様
の
様
々
な
記

憶
も
合
わ
せ
て
、
当
時
を
振
り
返
り
、
今
後
に
思
い
を
繋
い
で

い
た
だ
き
た
い
。

　

な
お
、
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
最
新
の
状
況
や
今
後
の
方
針

等
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
特
集
の
機
会
を
設
け
て
参
り
た
い
。

東日本大震災東日本大震災東日本大震災からの 年年年������
農地及び土地改良施設の被災状況（写真提供：農林水産省東北農政局）

 名取川河口部の状況。震災直後は地域の大部分が冠水。左右の写真を比較すると、直轄災害復旧関連区画整理事業
「仙台東地区」による大区画化の進展も確認できる。（写真提供：復興庁「空から見る復興の状況」より）

2011年3月撮影

2014年3月撮影 2020年3月撮影

2011/3/13 Asia Air Survey Co.,Ltd.

2014/3/14 Asia Air Survey Co.,Ltd. 2020/3/18 Asia Air Survey Co.,Ltd.

海岸堤防（仙台湾南部海岸）
2017年3月完成。
高さT.P.7.2m、延長約29km
（名取海岸の約4kmを含む）。

アクアイグニス仙台（食・農・
温泉施設）
2021年10月完成予定。
敷地面積34,000㎡、延床
面積10,300㎡。温泉施設
に、地元食材を取り入れた
有名シェフ監修の農園レス
トラン、ベーカリー、マル
シェ、物販棟を備えた食農
連携のリゾート複合施設。

集団移転跡地利活用（仙台市藤塚地区）
全体面積 11.3ha。
公共利用ゾーン（＊）、事
業者利活用ゾーン、太陽
光発電事業用地の3つの
用途の連携。
＊ 井土浦の干潟などの環
境保全、隣接する海岸
公園を生かした自然体
験・学びの場。2020年度末完成予定。

海岸防災林
2020年度完成予定。自然
環境と海辺の景観を再生。
青森県八戸市から福島県相
馬市まで続く「みちのく潮
風トレイル」にも指定。

土地区画整理（名取市閖上地区）
2020年3月完了。56.8ha。3～4mかさ上げ。
2019年5月に「まちびらき」を実施。
震災メモリアル公園、フィッシャリーナ、
サイクルスポーツセンター、温泉等数々
の観光・レジャー施設が整備。名取IC
や仙台空港からもほど近い。

かさ上げ道路
（東部復興道路ほか）
2019年11月全線開通。
盛土高6m、延長10.2km。
海岸堤防、海岸防災林
に続く津波被害を軽減さ
せる機能を持つ、多重防
御の要。

（注） キャプション写真等は、自治（注） キャプション写真等は、自治
体から提供又は復興庁撮影体から提供又は復興庁撮影

閖上水産加工団地
4.7ha。
順調に水産加工業
の立地が進んでい
る。

貞山運河
阿武隈川河口～松島湾までの延長28.9km。
伊達政宗公の命により約300年にわたり開
削と維持が続けられ、かつては、年貢米や
木材などを積んだ舟が盛んに行き交った。

復興公営住宅463戸
2018年12月完成

かわまちてらす閖上
2019年4月オープン。
名取川堤防沿いに建
設された復興商店街。
地元食材を集めたフー
ドコートも充実。

みちのく潮風トレイル　名取トレイルセンター
トレイル全線の情報に加え、会議室やラウン
ジなど、ハイカーや住民、観光客がくつろぎ、
交流できる空間を提供。

閖上漁港

名取川

土地改良建設協会では、「農業農村工学系の技術者育成、確保に向けた連携協定」に
基づき農業農村工学会とともに、学生に就職情報やイベント情報などを発信するため
のLINE公式アカウントを設けました。
農学部系の学生の皆さんにお知らせ下さい。
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